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特 　記　仕　様　書　 工程ごとの作業内容 7 環境への配慮 (1.4.1) 1 足場その他 (2.2.4)

本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品 ※定置する足場、作業構台等は、関連工事等の関係者に無償で使用させる

Ⅰ　工事概要 ① 造成等 造成等の工事 質及び性能を有すると共に、次の1)から4)を満たすものとする

・有 ・無  1) 合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、 2 監督員事務所 ・設ける　 ※設けない (2.3.1)

1　工事場所 ② 基礎・基礎ぐい 基礎・基礎ぐいの工事 ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板、壁紙、接着剤、保 面積規模（　　　　　）㎡程度

・有 ・無 温材、緩材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発 監督職員ｽﾍﾟｰｽと工事監理業務の職員ｽﾍﾟｰｽは間仕切壁等で仕切る

2　敷地面積 ③ 上部構造部分・外装 上部構造部分・外装の工事 散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ﾎﾙ 監督職員事務所の仕上げ

　 ・有 ・無 ﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」の区分に応じた材料を使用する

3　地域地区 都市計画区域（　・内　　・外　）　　　準都市計画区域（　・内　　・外　） ④ 屋根 屋根の工事  2) 接着剤及び塗料はﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ及びｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝの含有量が少ない材料

　用途地域等（　第二種低層住居専用　）　・指定なし ・有 ・無 を使用する  合板張り又はﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼り

　　　　　（　・防火地域　・準防火地域　・法22条区域　・指定なし　） ⑤ 建築設備 建築設備・内装等の工事  3) 接着剤は可塑剤(ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－2－ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ等を含有  合板又は石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

・有 ・無 しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する  塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

4　建物用途 ⑥ その他 その他の工事  4) 1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等 (現場事務所) ※現場事務所内に監督職員閲覧ｽﾍﾟｰｽを設け、施工計画書等を備えること

（ ） ・有 ・無 は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極め

5　建物概要 て少ない材料を使用したものとする 3 工事用水 構内既存の施設　※利用できる(※有償  ・無償) ・利用できない

・本工事は、建設ﾘｻｲｸﾙ法等の対象工事外であるが分別解体等及び特定

建設資材の再資源化等について適切な措置を講ずる。 また、設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」は、次の通りとする 4 工事用電力 構内既存の施設　・利用できる(※有償  ・無償) ※利用できない

規制対象外

特定建設資材  ① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及 5 指定仮設等 指定仮設の範囲 (種類、箇所、規格、数量を明示)

び第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料以外の材料 ※図示

・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ㈱丸信開発 佐賀市兵庫町大字西渕1674-3外約6km  ② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣 上記に該当しない仮設については、全て任意仮設とし、請負者の創意工夫

工業 の認定を受けた材料 により施工すること。施工にあたっては、施工計画書に工法・数量等を

・ｱｽﾌｧﾙﾄ･ 第三種品 明示し、監督職員に提出すること。

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊  ① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発 なお、任意仮設のため、仮設工法の変更に伴う数量変更や工期変更は行わ

・建設発生木材 散建築材料 ない。

6　工事種目  ② 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通

・ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

本工事に使用する材料については、ｱｽﾍﾞｽﾄを含有しないものとする

上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵 公共工事の配慮事項 1 埋戻し及び盛土 種別 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種 (3.2.3)(表3.2.1)

守し、適切な処理を行うものとする。なお、処分場の決定に当たって ｸﾞﾘｰﾝ購入法（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の調達の推 C種の場合

は監督職員と協議をすること。 進に関する基本方針における公共工事の配慮事項に留意すること (発生場所： )

・再生資源利用計画書および実施書は、建設副産物情報交換システム （基本方針一部抜粋）２１．公共工事の【配慮事項】資材の梱包及び (連絡先　： )

（ｺﾌﾞﾘｽ）にて作成し提出すること。 容器は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負 (運　搬　：・発生原因者側 ・本工事 km )

荷低減に配慮されていること

特定建設資材以外 2 建設発生土の ・構外指示の場所

Ⅱ　建築工事仕様 8 化学物質の ・行う ・行わない (1.5.9) 処理 受け入れ施設 ( 真生工業(株) )

1　共通仕様 ・ 濃度測定 受け入れ場所での処置 ( ・敷きならし ※たい積　 )

(1) 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共 施工完了時に室内空気中のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ 搬出距離 ( ) Km

建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」(以下、「標準仕様書」という )による。 ・ の濃度を測定し、監督職員に報告すること。 処分費 ・有償 ・無償

(2) 本工事に電気設備、機械設備工事を含む場合の特記仕様書は別図による。 1)測定方法 ※ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取機器 ・ｱｸﾃｨﾌﾞ型採取機器 上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督

(3) 受注者は完了検査（中間検査を含む）には、特定行政庁（建築主事）が求める検査に必要な ・ 2)測定対象室 ※仕上表による ・対象室名 職員と協議のうえ決定する

資料等（報告書等）を用意すること。 ｶｰﾑﾀﾞｳﾝ室,相談室) ・構内指示の場所 ※図示 ・( )

・ 3)測定箇所数 ※仕上表による ・5か所 ・処理方法 ( ・敷きならし ※たい積　 )

注) 測定ﾊﾞｯﾁはﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ用と、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ用の2種類を

上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵 　　用いる

2　特記仕様 守し、適切な処理を行うものとする。なお、処分場の決定にあたって

(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。 は監督職員と協議をする 9 特別な材料 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法及び新工法は、以下の 特記仕様書 (構造関係による)

(2) 特記事項は、印の付いたものを適用する。 の工法及び いずれかによるものとし、監督職員と協議すること 4章 地業工事

印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。 3 品質計画 施工計画書で工法を定める場合の風圧力の計算 (1.1.2) 新工法 NETISで認定された工法 5章 鉄筋工事

印と　 印の付いた場合は、ともに適用する。 基準風速( V0 )  (  ) m/s 公的機関の実験等により確認された工法 6章 コンクリート工事

(3) 特記事項に記載の（  .  .  ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表 地表面粗度区分 ・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ 7章 鉄骨工事

を示す。 ・上記風圧力の1.3倍の風圧力に対する安全性を確保する 10 技能士 (1.5.2)

(4) 　 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（ｸﾞﾘｰﾝ購入法）」の特定調 ・上記風圧力の1.15倍の風圧力に対する安全性を確保する ※本工事に必要な作業及びその作業に従事する職種について適用する。

達品目を示す。判断の基準は「環境物品の調達の推進に関する基本方針（令和5年2月版）」 適用工種 ・ALCﾊﾟﾈﾙ(外壁、屋根) ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板(外壁) ただし、これにより難い場合は監督職員と協議すること。 1 補強ｺﾝｸﾘｰﾄ ブロックの種類等 (8.2.2～5,8)

（環境省のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能）による。 ・外壁石張(乾式) ・外装材(断熱工法) ※技能士の資格を証明する資料を監督職員に提出すること。 ﾌﾞﾛｯｸ造

(5) 関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認 ・長尺金属板葺 ・折板葺

識した場合には、その対応について、監督職員と協議すること。 ・アルミ笠木 ・ガラスブロック 仮設工事 とび ・とび作業 ・120 ※400 ※200 ・無

(6) 形状寸法の単位は、特記無き限りﾐﾘﾒｰﾄﾙとする。 ・シート防水(機械式) ・屋上緑化システム 鉄筋工事 鉄筋施工 ・鉄筋組立て作業 ・150 ・ ・ ・有

・（ ） コンクリート工事 型枠施工 ・型枠工事作業 ・ ・ ・ ・ ・

防水工事 防水施工 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業 各部配筋 ※図示 ・

4 設計GL ※図示による ・現状地盤の平均高さとし、監督職員の指示による ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業 モルタルの調合（容積比）

・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業 ・標準仕様書(表8.2.1)による

1 適用基準等 ※建築工事標準詳細図（令和４年版） ・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業 ・セメント ( ) : 砂 ( )

・構内舗装・排水設計基準（平成31年版） 5 設備工事 施行範囲 別表-1による (1.1.7) 木工事 建築大工 ・大工工事作業 目地仕上げ

・擁壁設計標準図（平成12年版） との取り合い 施工図等 設備機器の設置、取合い等が検討のできる施工図を提出し、 屋根及びとい工事 建築板金 ・内外装板金作業 ・押し目地仕上げ ・化粧目地仕上げ

・敷地調査共通仕様書（令和４年改定） 監督職員の承諾を受ける 金属工事 内装仕上げ施工 ・鋼製下地工事作業　 モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲

・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ施設整備基準 左官工事 左官 ・左官作業 ・図示 ・

（佐賀県福祉のまちづくり条例　施設整備ﾏﾆｭｱﾙ） 6 材料の品質等 同等以上の材料・機材等の使用 (1.4.2) 建具工事 建具製作 ・木製建具手加工作業

・施設におけるわかりやすいユニバーサルデザインのサイン 　本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能と ・木製建具機械加工作業 2 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ ブロックの種類等 (8.3.2～4)

（佐賀県県土づくり本部建築住宅課発行） 同等以上のものを使用する。 ガラス施工 ・ｶﾞﾗｽ工事作業 帳壁及び塀

・土木工事等共通仕様書（佐賀県県土整備部） 　ただし、製造業者が記載されている場合に同等以上のものとする場 塗装工事 塗装 ・建築塗装作業

・建築物解体工事共通仕様書（令和４年版） 合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。 内装工事 内装仕上げ施工 ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業 ・120 ※400 ※200 ・無

材料・機材等の品質及び性能 ・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業 ・150 ・有

2 発生材の処理 ・発注者に引渡しを要するもの (1.3.11) 　本工事に於いて別表-2に示す材料を使用する場合の材料・機材等の 表装 ・表具作業 ・壁装作業 ・120 ※400 ※200 ・無

（・金属類 ・PCB含有物 ・ ） 製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証 畳製作 ・畳製作作業 ・150 ・有

明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ 排水工事 配管 ・建築配管作業 ・

特定建設資材の分別解体等及び再資源化等 とを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける 植栽工事 造園 ・造園工事作業 塀の厚さ

・本工事は特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工 1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること 塀の高さが2m以下 ・120 ・

に特定資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に 2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること 塀の高さが2m超え ・150 ・

係る資材の再資源化等に係る法律」（平成12年5月31日法第104号。以 3) 安定的な供給が可能であること 11 建設機械等 ※建設機械を使用する場合は、排出ｶﾞｽ対策型建設機械等を使用すること 壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状 ※図示 ・

下「建設ﾘｻｲｸﾙ法」という）施行令又は都道府県が条例で定める建設 4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること ※建設工事に伴う騒音振動対策技術指針に基づき、低騒音型・低振動型建 各部の配筋 ※図示 ・

工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設ﾘｻｲｸﾙ法に基づ 5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること 設機械を使用すること 化粧目地の有無 ・無 ・有

き分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適切な措 6) 販売、保守等の営業体制を整えていること ※建設機械を使用しないときは、エンジンを停止するなど建設機械の稼 工法

置を講ずる。 働時間の抑制に努めること ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積帳壁の積高さは、壁厚の25倍かつ3500以内とし、その他

工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により、予定した条件 ※そのほか土木工事等共通仕様書(佐賀県県土整備部)「第1章第41節 環 の部分は同厚の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造垂壁とする

によりがたい場合は、監督職員と協議する。 境対策」による

金立特別支援学校教室棟整備事業
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3 ALCパネル ALCﾊﾟﾈﾙの区分等 (8.4.2～5) 1 アスファルト 屋根保護防水 (9.2.2～5)(表9.2.3～9) 屋内防水 3 合成高分子系 防水層の種別 (9.4.2～4)(表 9.4.1～3)

防水 防水層の種別 防水層の種別 ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 種別 施工箇所 可塑剤 断熱材 S-F1 S-M1

種別 施工箇所 種別 施工箇所 移行防止 SI-F1 SI-M1

・A-1 ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾙｨﾙﾑ厚さ ・E-1 ・E-2 ｼｰﾄの材質 の仕上塗料

・ ・ ・ ・100 ・なし ・A種 ※A-2 0.15mm以上、又は、 ・S-F1 （種類）

・ ・ ・ ・1時間 ・B種 ・A-3 ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ70g/㎡ 保護層 ・設ける （ ※図示 ・ ） ・S-F2 ・製造所

・間仕切 ・一般 ・平 ・100 ・なし ・C種 ・B-1 程度 ・設けない ・S-M1 の仕様

・ｺｰﾅｰ ・ － － ・ ・1時間 ・D種 ※B-2 ・ ・S-M2 ・

・E種 ・ E-1の工程3を行う部位 ・貯水槽、浴室等常時水に接する部位 ・S-M3 （使用量）

・屋根用 ・100 ・30分 ・F種 ・AI-1 （種類） ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ ・ ・SI-F1 標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(b) ・製造所

・ ・1時間 ※AI-2 ※JIS A 9521に基づく押出法 70g/㎡程度 ・SI-F2 （種類） の仕様

・床用 ・100 ・1時間 ・AI-3 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA ・ 防水層下地の立上り ・

・ ・2時間 (ｽｷﾝ層付) ※コンクリート打放し仕上げ （厚さ）

・BI-1 ・ 標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種 ※25㎜ ・

パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材 ・( ) ※BI-2 （厚さ） ・ ・SI-M1 標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(a)

・25㎜ ・50㎜ （種類）

外壁、屋根ﾊﾟﾈﾙの構法 押え金物の材質及び形状 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　Ｌ-30×15×2.0mm程度 ・SI-M2 ・発泡ﾎﾟﾘ ・

１章　適用区分による風圧力の( ・1.0 ・ 1.15 ・ 1.3 ) 倍 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ ・ ｴﾁﾚﾝｼｰﾄ （厚さ）

の風圧力に対応した構法 ※標準仕様書表9.2.3から標準仕様書表9.2.4による ・ ※25㎜ ・

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 防水層の下地のﾓﾙﾀﾙ塗り

外壁ﾊﾟﾈﾙ構法及び間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ構法における耐震性能 用途による区分 ・ ・適用する （ 施行範囲 ・図示 ・ ） 高日射反射率防水の適用 G ・適用する ・適用しない

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 材料による区分 ・ ・適用しない

厚さ （ ） mm以上 S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

ﾊﾟﾈﾙ幅の最小限度を300㎜未満とする場合 屋根排水溝 ※図示 ・ ・非歩行仕様 ・軽歩行仕様

※図示 ・ 部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.2.5から標準仕様書表9.2.6による 施行標識 ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を SI-M1及びSI-M2における防湿ﾌｨﾙﾑの設置

ﾊﾟﾈﾙ短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁ﾊﾟﾈﾙの出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接 ・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 取り付ける ・設ける ・設けない

合部並びにﾊﾟﾈﾙと他部材との取り合い部の目地幅 用途による区分 ・

・10～20mm ・ 材料による区分 ・ SｰM2又はSI-M2の立上り部の工法

厚さ （ ） mm以上 2 改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 防水層の種別 (9.3.2、3)(表 9.3.1～3) ・接着工法 （ 立上り面のｼｰﾄ厚さ ※1.5㎜ ・ ）

伸縮調整目地への耐火目地材の充填 ｼｰﾄ防水 ・機械的固定方法

・適用する ・適用しない 立上り部への断熱材及び絶縁用ｼｰﾄ ・設置しない ・設置する ・AS-T1 （種類）

・AS-T2 ※製造所 屋内防水

平場の保護ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ ・AS-T3 の仕様 防水層の種別

4 押出成形 (8.5.2～5) こて仕上げ ※水下80㎜以上 ・ ・AS-T4 ・ 種別 施工種別 保護層

セメント板 床ﾀｲﾙ張り ※水上80㎜以上 ・ ・AS-J1 （使用量） 平場のﾓﾙﾀﾙ塗り厚 立上り部の保護ﾓﾙﾀﾙ塗り厚

（ECP） ・ASI-T1 標準仕様書9.3.2(3)(ｳ) ・設ける ※製造所 ・S-C1 ・7㎜以下 ・

・外壁ﾊﾟﾈﾙ ・F ・F-R ・50 ・450 ・A種 ・30分 立上り部の保護 ・ASI-J1 （種類） (製造所 の仕様

・D ・D-R ・60 ・600 ・B種 ・1時間 ・乾式保護材 ・ の仕様) ・ 平場のﾓﾙﾀﾙ塗りにおける床の目地割及び種類

・T ・T-R ・100 ・ ・2時間 窯業系ﾊﾟﾈﾙⅠ類 厚さ （ ） ㎜ （厚さ） ・設けない 目地割 ・目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度

・間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ ・F ・F-R ・50 ・450 ・B種 ・30分 幅 （ ） ㎜ ※25㎜ ・50㎜ ・

・D ・D-R ・60 ・600 ・C種 ・1時間 （品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による 目地の種類 ・押し目地 ・

・T ・T-R ・100 ・ ・2時間 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え 高日射反射率防水の適用 G ・適用する ・適用しない

注）F：ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ、D：ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ、T：ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ、R：ﾛｯｸｳｰﾙ充てん品 ・れんが押え（ ・JIS A 1250 ・ ） ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

・ﾓﾙﾀﾙ押え（屋内等） 改質アスファルトシートの種類及び厚さ ※標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による　

外壁、屋根ﾊﾟﾈﾙの構法 ※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による ・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

１章　適用区分による風圧力の( ・1.0 ・ 1.15 ・ 1.3 ) 倍 屋根露出防水 ・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 種類 ・ 厚さ ・（ ）mm以上

の風圧力に対応した構法 防水層の種別 用途による区分 ・

材料による区分 ・ 固定金具の材質及び寸法形状

外壁ﾊﾟﾈﾙ構法及び間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ構法における耐震性能 ・D-1 （種類） （種類） 厚さ （ ） mm以上 ※防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板及びそれらの鋼板の片面又は

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による ・D-2 ・製造所 ※製造所 両面に樹脂を積層加工したもので、厚さ0.4mm以上

の仕様 の指定 粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ ・図示

ﾊﾟﾈﾙ幅の最小限度を300㎜未満とする場合 ・ ・ ※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による

※図示 ・ ・DI-1 標準仕様書9.2.2(9) （使用量） （接地数量） ・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

※DI-2 （種類） ※製造所 ※製造所 用途による区分 ・ 種類 ・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の指定 ・

ﾊﾟﾈﾙ相互の目地幅 長辺 ( ) mm 短編 ( ) mm ・ の仕様 の指定 材料による区分 ・ 設置数量 ・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の指定 ・

（厚さ） ・ ・ 厚さ （ ） mm以上

出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合目地の目地幅 ※25㎜ ・ 接着工法の場合のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地の目地処理

※15 ・ 部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ ・行う （ ・図示 ・ ）

高日射反射率防水の適用 G ・適用する ・適用しない ※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による ・行わない

耐火構造以外の目地及び隙間の処理 ・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

※ﾊﾟﾈﾙの製造所の仕様 ・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 用途による区分 ・ ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ部材の入隅部の増張り（S-F1、SI-F1の場合）

※標準仕様書表9.2.8による 材料による区分 ・ ・行う （ ・図示 ・ ）

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を ・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 厚さ （ ） mm以上 ・行わない

考慮した強度を確認した資料を提出する。 用途による区分 ・

材料による区分 ・ 押え金物 機械的固定工法の場合の一般部のﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの張付け

厚さ （ ） mm以上 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　Ｌ-30×15×2.0(mm)程度 ・ 1章 適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・1.15 ・1.3 )

・ 150mm以下 の風圧力に対応した工法

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

・500mm以下 300mm以下 ※標準仕様書表9.2.7から標準仕様書表9.2.8による 種類 ・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定 ・ 施工標識

・ 300mm以下 ・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 設置数量 ・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定 ・ ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

用途による区分 ・

・500mm以下 300mm以下 材料による区分 ・ 施工標識

厚さ （ ） mm以上 ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

絶縁断熱工法の場合の、ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回り及び立上り部周辺の

断熱材の張りじまい位置

※図示 ・

共通事項

平

意匠

区分

かつ、300㎜以下

ﾊﾟﾈﾙに孔あけを
設ける場合

ﾊﾟﾈﾙに欠き込み
を設ける場合

かつ、300㎜以下

ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下、

短辺

短辺

長辺

長辺

ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下、

孔あけ及び

欠き込みの大きさ

よる

図示
に

よる

－ －

－ －

図示に

よる

意匠

ﾊﾟﾈﾙの種類
厚さ 幅

切断後のﾊﾟﾈﾙの

残り部分の幅

耐火性能工法の種別形状
(mm) (mm)

単位荷重

(N/㎡)
厚さ
(mm)

幅

及び

長さ正荷量 負荷量

9

防
水
工
事

種別

図示に

よる

図示に

構法
の

種別
耐火性能

8

外壁用

壁用

一般

ｺｰﾅｰ

続
き
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事
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施工箇所

施工箇所種別

種別 脱気装置仕上塗材断熱材施工箇所

断熱材 絶縁用シート

縮
尺

A1： -
A3： -

仕上塗料防湿層断熱材

佐賀県県土整備部建築住宅課
図
番
号

Ｇ 

Ｇ 

Ｇ 

Ｇ 



4 塗膜防水 防水層の種別 (9.5.3)(表 9.5.1、2) 1 施工 石材の割付け ・図示 (10.1.3、5) 5 外壁乾式工法 (10.2.2)(10.5.2、3)(表10.2.4) 1 伸縮調整目地 位置 ※標準仕様書表11.1.1による　・図示 (11.1.3)(表11.1.1)

種別 施工箇所 仕様塗材 保護層 乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等 及びひび割れ

種類 使用量 粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ ・図示 ・ ・図示 ・標準仕様書表10.2.4による 誘発目地 目地寸法 ※標準仕様書9.7.3による ・

・X-1 ※主材料の ※主材料の （ 方式 ・ｽﾗｲﾄﾞ方式 ・ﾛｯｷﾝｸﾞ方式 ）

製造所の仕様 製造所の仕様 屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ 2 ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによる ﾀｲﾙの形状、寸法等 (11.2.2、3、7)

・ ・ ・行う（ 適用場所 ・すべて ・ ） 石裏面処理 ・適用する ・適用しない ﾀｲﾙ張り

・X-2 ※主材料の ※主材料の ・行わない 裏打ち処理 ・適用する ・適用しない

製造所の仕様 製造所の仕様

・ ・ 2 石材等 天然石 (10.2.1、3)(表 10.2.1、2) だぼ用の穴の位置 ・標準仕様書10.5.2(2)(ア)による Ⅰ Ⅱ Ⅲ 有 無 標 特 有 無

・Y-1 ※地下外壁防水 施工場所 等級 岩石の種類 形状 寸法 厚さ 表面仕上げ ・図示 類 類 類 準 注

・ ㎜ ㎜ 300角

・Y-2 ※屋内防水 ・適用する ・1等品 ※正方形に ・図示 ・ ・粗磨き 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・ ・適用しない ※2等品 近い矩形 ・本磨き 1章 適用区分による風圧力の（ ・1.0 ・1.15 ・1.3 )

・1等品 ・ の風圧力に対応した工法

高日射反射率防水の適用 G ・適用する ・適用しない ・2等品

ｱﾝｶｰの材質及び形状 標準的な曲がりの役物は一体成形とする

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量 ジェットバーナー仕上げのバフ仕上げの有無 ・あり ・なし ※ｽﾃﾝﾚｽ（SUS304）　M10 ・

種類 ・主材料の製造所の仕様 ・ 試験張り ・行う ※行わない

設置数量 ・主材料の製造所の仕様 ・ ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸ あと施工アンカーの材質及び寸法（ ）

施工場所 種石の 種石の 形状 仕上げ面 寸法 表面仕上げ 見本焼き ・行う ※行わない

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系塗膜防水Y-1、Y-2の工程数及び各工程の使用量 種類 大きさ ㎜ 目地

・主材料の製造所の仕様 ・ ※大理石 ※1.5～12 ・平もの ・片面 ・ 目地幅(mm) ※8以上 下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理

・花こう岩 ・役もの ・両面 ・MCR工法 ・目荒し工法（高圧洗浄） ・

施工標識 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・適用する （ ※標準仕様書9章7節による ・図示 ）

・監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける ※大理石 ※1.5～12 ・平もの ・片面 ・ ・適用しない 壁ﾀｲﾙ張りの工法

・花こう岩 ・役もの ・両面 内装ﾀｲﾙ ・密着張り ・改良圧着張り

5 ｹｲ酸質系 防水層の種別 (9.6.1～4)(表9.6.1) 外装ﾀｲﾙ ※密着張り ・改良圧着張り

塗布防水 種別 施工場所 種別 施工箇所 ﾃﾗｿﾞﾀｲﾙ 6 床及び階段 (10.6.2～3) 内装ﾀｲﾙ以外のﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ・ﾏｽｸ張り ・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

※C-UI ・C-UP 施工場所 種石の 種石の 寸法による区分 表面仕上げ の石張り 透水性吸収防水材 床石張り ・適用する ・適用しない

種類 大きさ 既製調合ﾓﾙﾀﾙ

防水層の下地 ※大理石 ※1.5～12 ・300型 床石張りの裏面処理 床石張り ・適用する ・適用しない ﾓﾙﾀﾙ下地としたﾀｲﾙ工事に使用する張付け用ﾓﾙﾀﾙとして、ｾﾒﾝﾄ、細骨材、

壁 （ ※ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ(表6.2.4 B種) ・ ） ・花こう岩 ・400型 階段張り ・適用する ・適用しない 混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

天井部 （ ※ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ(表6.2.5 B種) ・ ） ・

※大理石 ※1.5～12 ・300型 階段張りの裏面処理 床石張り ・適用する ・適用しない （品質・性能・試験方法）建築材料等品質性能表による

下地処理 ・花こう岩 ・400型

ｺﾝｸﾘｰﾄの打継ぎ箇所の処理 目地 3 有機系接着剤 ﾀｲﾙの形状、寸法等 (11.3.2～4、7)

※打継ぎ部分に対し、幅30mm及び深さ30mm程度の目地棒を用いる。 一般目地 目地幅(mm) 屋外 ・ によるﾀｲﾙ張り 施工箇所 種類 形状/ 吸水率 うわ 役物色 再生材 耐凍耐滑

目地棒除去後、水洗い清掃し、ｹｲ酸質系塗布防水材の製造所の 取り付用ﾓﾙﾀﾙ、既調合の目地ﾓﾙﾀﾙ、石裏面処理材、裏打ち処理材 屋内 ・ 寸法 による ぐすり 適用 害性り性

仕様により、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填する。 ※石材施工業者の指定する製品 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・適用する ・適用しない ㎜ 区分

・図示 ・ 伸縮調整目地 位置 ※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 有 無 標 特 有 無

3 外壁湿式工法 石裏面処理 ・適用する ・適用しない (10.2.2、3)(10.3.2、3) ごと及び他部材との取り合い部 類 類 類 準 注

型枠締付け材にｺｰﾝが使用されている部位及び防水材の 裏打ち処理 ・適用する ・適用しない ・図示 汚垂石 600×900 ・・・・ ・ ・・・・・ ・・・

塗布面以外の下地処理 ﾀｲﾙ ×t6

・図示 ・ 下地ごしらえ ※流し筋工法 ・あと施工アンカー工法 7 笠木、甲板等 (10.2.2) (10.7.1～3) ・・・・ ・ ・・・・・ ・・・

・あと施工アンカー,横筋横流し工法 の石張り 取付け工法 ・外壁湿式工法 ・乾式工法

6 ｼｰﾘﾝｸﾞ 下表以外は、標準仕様書表 9.7.1による (9.7.2)(表 9.7.1)

ただし、外壁ﾀｲﾙ接着剤張りの場合のｼｰﾘﾝｸﾞは11章に、ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの 受金物 材質 ※SUS304 ・ 特殊部位用金物 標準的な曲がりの役物は一体成形とする

場合のｼｰﾘﾝｸﾞは17章による 形状及び寸法 ・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm 材質 ・SUS304

施工箇所 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類（記号） ・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm 寸法等 試験張り ・行う ※行わない

PS-2 ・ 引金物 ・標準仕様書10.2.2(1)(ｱ)による ・

だぼ ・標準仕様書10.2.2(1)(ｱ)による ・ 見本焼き ・行う ※行わない

面戸廻り MS-2 ﾄﾞﾚｲﾝﾊﾟｲﾌﾟの材質 ・樹脂ﾈｯﾄ製ﾊﾟｲﾌﾟ　ｸﾛｽﾒｯｼｭ巻き　25～35φ かすがい ・標準仕様書10.2.2(1)(ｱ)による ・

捨て笠木廻り ・ 受金物 ・標準仕様書10.2.2(1)(ｲ)による ・ 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・

ｱﾝｶｰの材質及び径 ※SS400　M12 ・ 乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等 目地のｼｰﾘﾝｸﾞ材

仕上げを行わない施工箇所 ﾌｧｽﾅｰ ・図示 ・標準仕様書表10.2.4に準ずる 打継ぎ目地 ※ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・

・図示 ・ あと施工アンカーの材質及び寸法（ ） （ 方式 ・ｽﾗｲﾄﾞ方式 ・ﾛｯｷﾝｸﾞ方式 ） ひび割れ誘発目地 ※変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・

伸縮調整目地 ※変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法 目地 石裏面処理 ・適用する ・適用しない その他目地 ※変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・

※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による 一般目地 目地幅(mm) ※6以上 ・

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・適用する ・適用しない 乾式工法の場合の取付け代 ※標準仕様書10.5.3(2)による 下地調整塗材塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理

伸縮調整目地 位置 ※標準仕様書11.1.1による ・図示 ・ ・MCR工法 ・目荒し工法（高圧洗浄） ・

接着性試験 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法 ※標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による

※簡易接着性試験 ・引張接着性試験 ・図示 石裏の補強用モルタル ・適用する ・適用しない 4 階段滑り止め ※磁器製 （ ）

・（ ）

7 保証 ※防水工事については、10年間の施工保証とし、保証書は元請業者と 4 内壁空積工法 受金物 材質 ※SUS340 ・ ｱﾝｶｰの材質及び径 ・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) M10　 ・

施工業者の連名とすること 形状及び寸法 ・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

・防水工事については、（ ）年間の施工保証とし、保証書は ・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm あと施工ｱﾝｶｰの材質及び寸法

元請業者と施工業者の連名とすること ・ 種類 ・

材質 ・

石裏面処理 ・適用する ・適用しない 寸法 ・

裏打ち処理 ・適用する ・適用しない

目地（湿式工法）

下地ごしらえ ※あと施工アンカー,横筋横流し工法 一般目地 目地幅(mm) ※6以上 ・

・あと施工アンカー工法 ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・適用する ・適用しない

伸縮調整目地 位置 ※標準仕様書11.1.1による ・図示

ｱﾝｶｰの材質及び径 ※SS400　M12 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法 ※標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による

・図示

あと施工ｱﾝｶｰの材質及び寸法 （ ）

目地（乾式工法）

目地 目地幅(mm) ※8以上

一般目地 目地幅(mm) ※6以上 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・適用する （ ※標準仕様書9章7節による ・図示 ）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・適用する ・適用しない ・適用しない

伸縮調整目地 位置 ※6m程度ごと ・図示

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法 ※標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による

・図示

無ゆう

図示

図示

施ゆう

・・・ ・ ・

図示

図示
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㎜

玄関床 JIS A

9

続
き

10

石
工
事

耐凍

・・・ ・

区分

施ゆう無ゆう

・・・ ・

耐滑

寸法 による ぐすり 適用 害性り性

吸水率 うわ 役物 色 再生材

・

・・ ・・ ・

・・・・ ・ ・・

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

150×60×8

基礎打継,収縮目地

既存土間取合部

1F,2F

男子便所

Ｇ 

Ｇ 



1 表面仕上げ (12.1.4) ・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材 ・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ 1 長尺金属板葺 施工場所 板及び 塗膜の耐久性 厚さ 屋根葺形式

表面仕上げの種別 適用箇所 ｺｲﾙの種類 めっき付着量等の ㎜

機械加工 ・A種 種類及び記号

・B種 ※15％ ・ ※15 ※13ﾀｲﾌﾟ ※P又はM ※JIS G 3322 ・心木なし

・C種 以下 ・ ・ ・ の屋根用ｺｲﾙ 瓦棒葺

手加工 ・H-A種 (CGLCCR- ・立平葺

・H-B種 ・JAS 0360に基づく構造用ﾊﾟﾈﾙ 20-AZ150) ・蟻掛葺

・H-C種 ・ ・横葺

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材 ・

2 材料 現場搬入時の木材の含水率 ※A種 ・B種

下葺材料

保存処理木材 ・使用する （ 仕様樹種 ： ） ・化粧薄板 ※15％ ・ ・MDF ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

間伐材等 ・使用する （ 仕様樹種 ： ） ・芯材 以下 ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材

（ ・一般ﾀｲﾌﾟ ・複層材ﾀｲﾌﾟ ・粘着層付ﾀｲﾌﾟ ）

3 産地等 ・県産木材 ※使用する （ 仕様樹種 ：すぎ ）

・さがの木 ※使用する （ 仕様樹種 ： ） 工法

・地域材 ※使用する （ 仕様樹種 ：県産木材以外 ） 6 造作用単板 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※規制対象外 ・ (12.2.1) 1章 適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・1.15 ・1.3 )

積層材 G 8 接合具等 造作材の化粧面の釘打ち (12.2.2) の風圧力に対応した工法

・県産材製材品（板材）の規格 ・JAS 0701に基づく造作用単板積層材 ・隠し釘打ち ・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち ・釘頭現し 雪止め ・設置する（図示）

床材 135×20×1,950 すぎ節有り 四面本実 ｴﾝﾄﾞﾏｯﾁ ・有り ・天然木加工 ・適用する ・ 諸金物

内壁材 105×12×1,950 すぎ節有り 本実 小口ｶｯﾄ無 ・塗装加工 ・適用しない ・かすがい、座金、箱金物、短冊金物 2 折板葺 (13.2.2)(13.3.2、3)(表 13.2.1)

105×12×1,950 すぎ節有り 本実 目透し・小口ｶｯﾄ無 ・無し（等級 ： ） （標準仕様書表12.2.3～5に示す程度の市販品 表14.2.2のF種程度） 施工 形式 山高、山ﾋﾟｯﾁ 耐久に 材料に 厚さ軒先面 耐火

外壁材 135×20×3,950 すぎ節有り 相決り 小口ｶｯﾄ無 ・ 場所 による区分 よる区分 よる区分 ㎜ 戸板 性能

135×20×3,950 すぎ節有り 鎧張り 裏加工・小口ｶｯﾄ無 ・JAS 0701以外の造作用単板積層材 （ 形状： 寸法： 材質： ） 山高 山ﾋﾟｯﾁ

（被り20） ・重ね形 ( )種 ※鋼板製 ・有り・30分

9 接着剤 接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付 (12.2.2、3) ※はぜ締 ・ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・無し・無し

4 製材 G (12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1) ・有り ・適用する ※14％・ されていないものとする。 め形 ・合金板製

・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用針葉樹製材 ・天然木加工 ・適用しない 以下 ・かん

・塗装加工 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量 ※F☆☆☆☆ ・ 合形

・無し（ ）

※2級 ※A種 ・ ・ 10 防腐・防蟻 ・防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材 (12.3.1、2) 材料 ※JIS G 3322の屋根用コイル（CGLCCR-20-AZ150）

・ ・B種 ・JAS0306に基づく直行集成板（CLT） ・防虫処理 適用部位 ：（ ） ・（ ）

※2級 ※A種 ・ ・

・ ・B種 ・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理 断熱材 ・有り 種別：グラスウール

・ 適用部位 保存処理性能区分 厚さ(㎜) ：

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用針葉樹製材 ・K2 ・K3 ・K4 耐火性能

・無し

7 合板等 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※規制対象外 ・F☆☆☆☆ ・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

見え掛り面 ※上小節 ※A種 ・ ・ 適用部位 処理の方法 薬剤の種類 ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑにJIS G 3322以外の鋼材を直接外気の影響を受けないで屋外で

・ ・B種 ・「合板の日本農林規格」による普通合板 ※標準仕様書12.3.1(ｲ)(b) ・JIS K 1571に適合 使用する場合の表面処理

見え掛り面 ※小節以上 ※A種 ・ ・ 板面の品質 ・ 又は同等品 （ 標準仕様書表14.2.2による ・E種 ・F種 ）

以外 ・ ・B種 ・ ・

※5.5 ・しな ※1類 広葉樹 ・適用 ・ 折板のけらば納め ※けらば包みによる方法

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材 ・ ・ﾗﾜﾝ ・2類 ※2等以上 する

・1等 ・適用 ・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 工法

針葉樹 しない 適用部位 ：（ ） 1章 適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・1.15 ・1.3 )

※1等 ※10％以下 ・ ・ ※C-D以上 の風圧力に対応した工法

・ ・ ・ ・合板の加圧注入処理の適用

・ 適用部位 ：（ ） ※留付金具は溶融亜鉛めっき、またはステンレスとする

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

防虫処理 ・防虫処理 ・行う ・行わない 3 粘土瓦葺 (13.4.2、3)

・JAS 1083（製材）以外の製材 施工箇所 種類 産地 役物瓦 雪留め瓦

床 ※12 ※2級 ※1類 ※C-D ・適用 ・ ・ 11 床板張り 木材（ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞは標準仕様書19章5節による） (12.6.1～2) 製法に 形状に 寸法に の種類

・ 以上 ・特類 以上 する ※県産木材(板材) ・ よる区分 よる区分 よる区分

・ ・適用する ※A種 ・ ・1級 ・適用 ・適用する

（造作材の場合） ・B種 しない 12 壁及び 木材 壁仕上げ ※県産木材（板材） ・図示 (12.7.1～2) ・適用しない

・A種 ・B種 天井下地 壁仕上げ以外 ※図示 ・

桟瓦の防災瓦の使用 ・適用する ・適用しない

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 JIS A 5208に基づく凍害試験等 ・行う ・行わない

5 造作用 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※規制対象外 ・ (12.2.1)

集成材 G 瓦桟木 材質 ・杉 ・

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材 ・1類 ・適用する ・ 寸法 ・幅21㎜×高さ15㎜以上 ・

・特類 ・適用しない

棟補強用心材 材質 ・杉 ・

図示 ※1等 ・ 寸法 ・幅40㎜×高さ30 ・

見切り材 ・2等 ・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ 瓦緊結用釘及びねじ

種類 （ ） 径 （ ） 長さ （ ）

・1類 ・適用する ・

・2類 ・適用しない 棟補強等に使用する金物等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材 材質 ・ｽﾃﾝﾚｽ製 ・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

形状、寸法及び留付け方法 ・図示 ・

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

・化粧薄板 ※1等 ・ 工法

・芯材 ・2等 1章 適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・1.15 ・1.3 )

・適用する の風圧力に対応した工法

・適用しない

風耐力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等 ・図示 ・

瓦桟木の留付け工法 ・図示 ・

棟の工法 ・7寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟

・のし積み棟
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4 とい といの材種 (13.5.2、3)(表 13.5.4) 1 ｽﾃﾝﾚｽの (14.2.1) 6 金属成形 (14.6.2、3)(表 14.2.1) 1 ﾓﾙﾀﾙ塗り ﾓﾙﾀﾙ

種別 材質 径 施工箇所 備考 表面仕上げ 種類 施工箇所（手すり、ﾀﾗｯﾌﾟ、建具以外） 板張り 種別 製法 形状 板幅 寸法 厚さ 表面処理 ・現場調合材料

たてどい ・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 ※ﾍｱﾗｲﾝ（HL）程度 床見切 ㎜ ㎜ ㎜ 種別 色合い等 ・既調合材料 （ 材料 ： ）

・配管用鋼管 ・鏡面仕上げ ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ ※押出し ・ﾌﾗｯﾄ ※100 ※1.0

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 SUS304 ・No.2B程度 ・ﾛｰﾙ ・目地有 ・ 既成目地材

・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(ｶﾗｰ) φ75 図示 ・ﾌﾟﾚｽ ・目地無 ・設ける 施工箇所 （ ）

軒どい ・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(ｶﾗｰ)角形165 図示 2 ｱﾙﾐﾆｳﾑ及び (14.2.2)(表 14.2.1) ・ ・凹凸 形状 （ ※図示 ・ ）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 種別 色合い等 施工箇所 備考 ・ ・設けない

防露材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 の表面処理 （成形版、笠木、建具以外） ・

※F☆☆☆☆ ・ ・標準色 （ ） 床目地

・特注色 （ ） ・設ける 目地割り ※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

鋼管製といの防露巻き 取付け用下地 ※標準仕様書14.4による ・図示 ・

・適用する （ 工法 ※標準仕様書表13.5.4による ・ ） 種類 ※押し目地 ・

・適用しない 伸縮調整継手 ・設ける （ 施工箇所 ・図示 ・ ） ・設けない

・設けない

とい受金物 外装壁ﾀｲﾙ張り下地等の下地ﾓﾙﾀﾙ塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

材種 ※ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304） 陽極酸化皮膜の着色方法 屋外の軒天上、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等の工法 ※適用する ・適用しない

・標準仕様書表13.5.2による（溶融亜鉛めっき） ※二次電解着色 ・三次電解着色 1章 適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・1.15 ・1.3 )

形状 ※市販品（とい径100以下） ・ の風圧力に対応した工法 ・防水剤

※25×4.5以上（とい径100を超えるもの） 3 鉄鋼の (14.2.3)(表 14.2.2) （品質・性能・試験方法）建築材料等品質性能表による

取付間隔 ・標準仕様書表13.5.2による 亜鉛めっき 表面処理方法 種別 施工箇所（手すり、ﾀﾗｯﾌﾟ以外） 7 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木 (14.7.2、3)(表 14.2.1)(表 14.7.1)

溶融亜鉛めっき ・A種 外部鉄骨 施工箇所 種類 製品幅 呼称 表面処理 2 ﾗｽ系下地 ﾗｽ系下地 (15.2.4)

足金物 ・B種 　〃 肉厚 種別 色合い等 ・二層下地通気構法

材種 ※ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304） ・C種 屋根笠木 ・押出し250形 ※240,250 ※1.6以上 ・BB-1 ・標準色 ・単層下地通気構法

・標準仕様書表13.5.2による（溶融亜鉛めっき） 電気亜鉛めっき ・D種 ・押出し325形 ※325 ※1.8以上 （ ） 換気口部の措置 ・公共木造建築工事標準仕様書11.4.3(2)(ｸ)

形状 ※市販品 ・ ・E種 ・押出し350形 ※350 ※2.0以上 ・特注色 ・直張りﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地

取付間隔 ・標準仕様書表13.5.2による ・F種 ・ ・ ※2.0以上 （ ） ・直張りﾗｽｼｰﾄﾓﾙﾀﾙ下地

・板材折曲げ形 ・ ※2.0以上 ・耐力壁、耐火構造、準耐火構造等の指定

多雪地域 ・適用しない ・適用する 4 軽量鉄骨 野縁等の種類 （ ）

天井下地 屋外 ※25形 ・19形 棟上避雷導体ｼｽﾃﾑ ・無 ・有（実厚2.0以上）

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ (13.5.2)(表 13.5.3) 屋内 ※19形 ・19形 建築基準法に基づく耐力壁、耐火構造、準防火構造等の指定

笠木の固定金具の工法等 ・

・ろく屋根用 ・ねじ込み式 ・80 ・100 ・125 ・屋外の軒天井、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等 取付け用下地 ※標準仕様書14.4による 図示

たて形 ・ ・150 野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ及びｲﾝｻｰﾄの間隔 ・900程度 ・（ ） ﾗｽの材料

・ろく屋根用 ・ねじ込み式 ・80 ・100 ・125 周辺部の端からの間隔 ・図示 ・ 笠木の固定金具の工法等 材料記号 （ ）

よこ形 ・ ・150 野縁の間隔 ・300程度 ・（ ） 1章 適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・1.15 ・1.3 ) 種類 （ ）

・ﾊﾞﾙｺﾆｰ用 ・ねじ込み式 ・50 ・80 ・100 の風圧力に対応した工法 単面積当たりの質量（ ）

・差し込み式 ・50 ・75 ・100 ・吊りﾎﾞﾙﾄの間隔が900mmを超える場合

・ﾊﾞﾙｺﾆｰ ・ねじ込み式 ・50 ・80 ・100 補強方法 ※図示 ・ 8 手すり及び 手すり ﾗｽｼｰﾄの材料

中継用 ・差し込み式 ・50 ・75 ・100 ﾀﾗｯﾌﾟ ・ｽﾃﾝﾚｽ製　SUS304 (14.8.2、3)(20.2.12) ﾗｽ目による区分 ※M

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 表面処理 ※HL程度 ・No.2B程度 ・ 山高、山ﾋﾟｯﾁ、質量及び溶接ﾋﾟｯﾁによる区分

5 保証 ※金属屋根工事については、10年間の施工保証とし、保証書は 補強方法 ※標準仕様書14.4.4(8)による ・図示 ・鋼製 ※LS4（建築基準法に基づく耐力壁） ・

元請業者と施工業者の連名とすること 表面処理 ※溶融亜鉛めっきC種 ・

・天井のふところが3.0mを超える場合 ｽﾃｰﾌﾟﾙの形状及び寸法 ・

補強方法 ※図示 ・ ﾀﾗｯﾌﾟ

・ｽﾃﾝﾚｽ製　SUS304 直張りﾗｽｼｰﾄﾓﾙﾀﾙ下地で建築基準法に基づく耐力壁のﾗｽｼｰﾄの施工

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 ｽﾘｯﾌﾟ止め加工 ・有り ・無し ・

補強箇所 ・図示 ・ ・鋼製

補強方法 ・図示 ・ 表面処理 ※溶融亜鉛めっき 3 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ せっこうボード及びせっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞの種類及び厚さ (15.2.5)

標準仕様書表14.2.2による種類 その他のﾎﾞｰﾄﾞ 種類 ・GB-R ・GB-L ・

・屋外の軒、ﾋﾟﾛﾃｨｰ等の天井における耐風圧性を考慮した補強 ・C種 ・ 下地 長さ ・

（ 1 一般共通事項の品質計画による）

補強箇所 ・図示 ・ 木質系ｾﾒﾝﾄ板の種類及び厚さ

補強方法 ・図示 ・ 種類 ・

長さ ・

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 4 こまい下地 建築基準法に基づく耐力壁の指定 (15.2.6)

・指定あり ・指定なし

屋外の軒天上、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等の工法

1章 適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・1.15 ・1.3 ) 5 木ずり下地 木ずり用小幅板の種類 (15.2.7)

の風圧力に対応した工法 ・杉（心去り材） ・

5 軽量鉄骨 ｽﾀｯﾄﾞ、ﾗﾝﾅｰの種類 (14.5.3～4)(表 14.5.1) 6 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材 ・せっこう系 ・ｾﾒﾝﾄ系 (15.5.2)(表15.5.1)

壁下地 ※標準仕様書表14.5.1によるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類 塗り

・図示

ｽﾀｯﾄﾞの高さが5.0mを超える場合

※図示 ・

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

・標準仕様書表14.5.4(5)による ・
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7 仕上塗材仕上げ 建物内部に使用する塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 (15.6.2) 13 こまい壁塗り のり (15.11.2～5、7、8) 1 防火戸 ※建具表による ・ (16.1.3) 防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ

※F☆☆☆☆ ・ ・土壁用ののり ・ふのり ・つのまた ・適用する 遮音性の等級 （ ・T-1 ・T-2 ）

・ぎんなんそう ・粉末海藻 2 見本の製作等 建具見本の製作 ・行う（ 建具符号 ： ） (16.1.4) （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

仕上塗材の種類 ・ ・行わない ・適用しない

種類 呼び名 防火 仕上げの形状及び工法 　

材料 ・砂壁用ののり ・ふのり ・つのまた 建具見本製作の目的等 ・ 断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G

・薄付け ・外装薄塗材Si ・ ・砂壁状 ・こんにゃくのり ・にわか ・適用する 断熱性の等級 （ ・H-4 ・H-5 ・H-6 ・ ）

仕上塗材 ・可とう形外装薄塗材Si ・ ・ゆず肌状 ・合成高分子系混和剤 ・ 特殊な建具の仮組 ・行う（ 建具符号 ： ） （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・外装薄塗材E ・ （・吹付け ・ﾛｰﾗｰ塗り） ・行わない ・適用しない

・可とう形外装薄塗材E ・ ・さざ波状 ・平たん状 色土

・防水形外装薄塗材E ・ ・凹凸状 ・土物仕上げに用いる土色の種類 （ ） 3 防犯建物部品 ・適用する （ ※建具表による ・ ） (16.1.6) 外部に面する建具の日射熱取得性の等級 ・

・外装薄塗材S ・ （・吹付け ・こて塗り） ・大津仕上げに用いる土壁の種類 （ ） ・適用しない

・内装薄塗材C ・ ・着色骨材砂壁状 枠の見込み寸法 ・建具表による ・

・内装薄塗材L ・ （・吹付け ・こて塗り） 色砂の種類 4 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 性能等級 (16.2.2～5) (表16.2.1～2)

・内装薄塗材Si ・ ・砂壁状じゅらく ・天然砂と岩石の砕砂 外部に面する建具の種別（ｺﾝｸﾘｰﾄ系下地及び鉄骨下地） 材料

・内装薄塗材E ・ ・京壁状じゅらく ・人工的に着色、製造したもの ・A種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ） ｶﾞﾗｽ ※複層ｶﾞﾗｽ（組合せは建具表による） ・

・内装薄塗材W ・ 吸放湿性 ・適用する ・B種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ） ｽﾃﾝﾚｽ製のくつずりの仕上げ ・HL ・

・適用しない 下塗りの調合 ・C種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ）

耐湿性 ・適用する ・標準仕様書表15.11.2 形状及び仕上げ

・適用しない ・ 外部に面する建具の種別（木下地） 表面色 ・標準色 ・特注色

・厚付け ・外装厚塗材C ・ ・吹放し ・凸部処理 ・D種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ）

仕上塗材 ・外装厚塗材Si ・ ・平たん状 ・凹凸状 塗厚 ・E種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ） 工法

・外装厚塗材E ・ ・ひき起こし ・かき落とし ・標準仕様書表15.11.8による 水切り板、ぜん板 ※図示 ・

・内装薄塗材C ・ 吸放湿性 ・適用する ・建築基準法に基づく耐力壁のある場合 （ ） 上記によらない場合 木下地の場合の内付け建具 ・適用しない ・適用する

・内装薄塗材L ・ ・適用しない 耐風圧性の等級 （ ）

・内装薄塗材G ・ 上塗材 ・適用する こまい壁の工程 気密性の等級 （ ） 7 鋼製建具 性能等級 (16.2.2) (16.4.2～4) (表16.4.2)

・内装薄塗材Si ・ ・適用しない ・A種 ・B種 水密性の等級 （ ） 簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ

・内装薄塗材E ・ （ 建具符号 ・建具表による ・ ） ・適用する （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・複層 ・複層塗材CE ・ ・ゆず肌状 ・凸部処理 ・こまい壁塗りの上塗りとする土物仕上げの工法の種類 ・適用しない

仕上塗材 ・可とう形複層塗材CE ・ ・凹凸模様 ・土物仕上げ工法 ・水ごね土物1工法 防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ

・複層塗材Si ・ 耐候性 ・耐候形3種　 ・水ごね土物2工法 ・適用する 遮音性の等級 （ ） 外部に面する建具の耐風圧性

・複層塗材E ・ ・耐候形2種　 ・のりさし土物工法 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） ・S-4 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・複層塗材RE ・ ・耐候形1種　 ・ねりごね土物工法 ・適用しない ・S-5 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・防水形複層塗材CE ・ 上塗材 ・砂壁仕上げ工法 　 ・S-6 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・防水形複層塗材E ・ 溶媒※水系 ・溶剤系 ・切返し仕上げ工法 断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G ・

・防水形複層塗材RE ・ 樹脂※ｱｸﾘﾙ系 ・ ・適用する 断熱性の等級 （ ）

外観※つやあり ・こまい壁塗りの上塗りとする大津仕上げの工法の種類 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） 防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ

・つやなし ・普通大津仕上げ工法 ・適用しない ・適用する 遮音性の等級 （ ）

・ﾒﾀﾘｯｸ ・大津みがき仕上げ工法 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・軽量骨材 ・吹付用軽量塗材 ・ 枠の見込み寸法 ・建具表による ・ ・適用しない

仕上塗材 ・こて塗よう軽量塗材 ・ ちりじゃく

・図示 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・SUS304、SUS340J1L、又はSUS443J1 ・ 断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G

8 ALCﾊﾟﾈﾙの場合 内壁目地部の形状 (15.6.4) ｽﾃﾝﾚｽ製のくつずりの仕上げ ・HL ・ ・適用する 断熱性の等級 （ ）

の下地処理 ※V形目地付き ・ （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

表面処理 ・適用しない

9 ﾏｽﾁｯｸ塗料塗り 種別 ・A種 (15.7.2) 外部に面する建具

・B種 （ 仕上材塗り： EP-G ・B種 ・A種 ） 種別 ・BB-1種 ・BB-2種 （標準仕様書表14.2.1） 耐震ﾄﾞｱ

着色 ・標準色 ・特注色 ・適用する 面内変形追随性の等級 （ ）

10 せっこう 下塗り ・既調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ（下塗り用） (15.8.3) 屋内の建具 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り ・現場調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ（下塗り用） 種別 ・BC-1種 ・BC-2種 （標準仕様書表14.2.1） ・適用しない

上塗り ・既調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ（上塗り用）・しっくい塗り 着色 ・標準色 ・特注色

耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

11 ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け ﾛｯｸｳｰﾙﾉﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・ (15.12.2、3) 結露水の処理方法 ※図示 ・水貯め式 ・排水水

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・SUS304、SUS340J1L、又はSUS443J1 ・

工法 ｽﾃﾝﾚｽ製のくつずりの仕上げ ・HL ・

吹付け厚さ(mm) ・図示 ・25 水切り板、ぜん板 ※図示 ・

色彩 ・着色 ※原色 木下地の場合の内付け建具 ・適用しない ・適用する 鋼板類の厚さ ・標準仕様書表16.4.2 ・

使用箇所 ・

12 しっくい塗り しっくい 5 網戸等 (16.2.3)

・既調合材料 種類 材種 線径 網目 標準型鋼製建具の形式及び寸法 ・建具表による ・

色しっくい ・適用する ・適用しない ・防虫網 ※合成樹脂製 ※0.25㎜以上 ※16～18ﾒｯｼｭ

・現場調合材料 ・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製 ・ ・ 8 鋼製軽量建具 性能等級

・ｽﾃﾝﾚｽ（SUS316）製 簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ

下地 ・防鳥網 ｽﾃﾝﾚｽ（SUS304）線材 1.5㎜ 網目寸法 15㎜ ・適用する

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ ・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ ・ﾓﾙﾀﾙ塗り （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・木ずり ・こまい土壁 6 樹脂製建具 性能等級 (16.2.2、5) (16.3.2～5)（表16.3.1～3） ・適用しない (16.2.2) (16.5.2～4)

・下塗りをせっこうﾌﾟﾗｽﾀｰとし上塗りに使用する場合 外部に面する建具の種別（ｺﾝｸﾘｰﾄ系下地及び鉄骨下地）

・ ・A種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ） 防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ

・B種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ） ・適用する 遮音性の等級 （ ）

既調合しっくいの調合 ・C種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ） （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ下地 ・標準仕様書表15.10.1 ・ ・適用しない

・ﾓﾙﾀﾙ塗り下地 ・標準仕様書表15.10.2 ・ 外部に面する建具の種別（木下地）

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ下地 ・製造所の仕様による ・ ・D種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ） 断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G

・E種 （ 建具符号 ： ※建具表による ・ ） ・適用する 遮熱性の等級 （ ）

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・木ずり下地 ・標準仕様書表15.10.1 上記によらない場合 ・適用しない

・せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ下地、こまい下地 ・標準仕様書表15.10.2 耐風圧性の等級 （ ）

・ 気密性の等級 （ ） 耐震ﾄﾞｱ

水密性の等級 （ ） ・適用する 面内変形追随性の等級（ ）

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・なで切り仕上げ ・ﾊﾟﾀｰﾝ仕上げ ・適用しない

耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による
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8 続き 鋼板 ※亜鉛めっき鋼板 ・ｶﾗｰ鋼板 ・ﾋﾞﾆﾙ被膜鋼板 ・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 11 建具用金物 (16.8.2～4) (表16.8.1) 13 自閉式上吊り 性能 ※標準仕様書 表16.10.1 による (16.10.3) (表16.10.1) 17 ｶﾞﾗｽ (9.7) (16.14.2～4) (表16.14.1)

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・SUS304、SUS340J1L、又はSUS443J1 ・ ・ﾏｽﾀｰｷｰ ※製作する （ ※新規 ・既存にあわせる ） 引戸装置 ・以下による ・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽの品質及び厚さの呼びによる種類

ｽﾃﾝﾚｽ製のくつずりの仕上げ ・HL ・ 鍵の製作本数 ※各室3本1組（室名札付き）・ 手動開き力 （ ） ※建具表による

手動閉じ力 （ ）

鋼板の厚さ ※標準仕様書表16.5.1による ・ ※ｼﾘﾝﾀﾞｰ箱錠 閉じ速度の調整 （ ） ・型板ｶﾞﾗｽの厚さによる種類 ※建具表による

※ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ・ｽﾃﾝﾚｽ ・黄銅 制動区間 （ ）

召合せ、縦小口包み板の材質 ・鋼板 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 座金 ※丸座 ・長座 開閉繰返し （ ） ・網入り板ｶﾞﾗｽ及び線入り板ｶﾞﾗｽの網又は線の形状、板の表面の状態及び

・握り玉 材質 ※ｽﾃﾝﾚｽ 耐衝撃性 （ ） 厚さの呼びによる種類

9 ｽﾃﾝﾚｽ製建具 性能等級 (16.2.2) (16.4.2) (16.6.2～5) ※建具表による

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ ・本締り錠 （品質、性能、試験方法）建築材料等品質性能表による 14 重量ｼｬｯﾀｰ 　(16.11.2～4)

・適用する ・合わせｶﾞﾗｽ

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） ・空錠 ・管理用ｼｬｯﾀｰ （ ） Pa ※障害物感知装置 材料の板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びにｶﾞﾗｽの合計厚さによる種類

・適用しない ※ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ・ｽﾃﾝﾚｽ ・黄銅 (自動閉鎖型) ※建具表による

座金 ※丸座 ・長座 ・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ （ ） Pa ※危害防止機構 形状による種類 ・平面合わせｶﾞﾗｽ ・曲面合わせｶﾞﾗｽ

外部に面する建具の耐風圧性 ・握り玉 材質 ※ｽﾃﾝﾚｽ ・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ 落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類

・S-4 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） ・防煙ｼｬｯﾀｰ ・Ⅰ類 ・Ⅱ類 ・Ⅱ-2類 ・Ⅲ類

・S-5 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） ・ｸﾞﾚﾓﾝ錠

・S-6 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙの材質 ※亜鉛合金 ・ｽﾃﾝﾚｽ 開閉機能による種類 ※上部電動式（手動併用） ・強化ｶﾞﾗｽ

・ 製造所 ※図示 形状による種類及び材料板ｶﾞﾗｽ種類による名称 ※建具表による

電動ｼｬｯﾀｰにおける急降下制動装置、急降下停止装置の設置箇所 破片の状態及びｼｮｯﾄﾊﾞｯｸ衝撃特性による種類 ・Ⅰ類 ・Ⅲ類

防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ ・ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ ※図示による

・適用する 遮音性の等級 （ ） ｶﾊﾞｰ部の材質 ・亜鉛合金 ※ｽﾃﾝﾚｽ ・熱線吸収板ｶﾞﾗｽ

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） 電動式にｼｬｯﾀｰおける障害物感知装置の設置箇所 板ガラスによる種類、厚さによる種類 ・建具表による

・適用しない ・ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ ・Grade1 ※Grade2 ※図示による 性能による種類 ・1種 ・2種

ｶﾊﾞｰ部の材質 ※ｽﾃﾝﾚｽ

断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G 屋内用防火ｼｬｯﾀｰもしくは防煙ｼｬｯﾀｰにおける危害防止機構 ・複層ｶﾞﾗｽ

・適用する 遮熱性の等級 （ ） ・ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ（丁番型） 標準仕様書16.11.2(4)(a)かつ(b)による 材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） 材質 ・鋼（焼付け塗装） （ 設置箇所 ・建具表による ・ ） ・建具表による

・適用しない 断熱性による区分

・ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ（ﾋﾟﾎﾞｯﾄ型） ﾘﾓｺﾝの有無 ・無 ・有（ ・建具表による ・ﾘﾓｺﾝ個数（　）個 ） ・T1 ・T2 ・T3 ・T4 ・T5 ・T6

耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 材質 ・鋼（焼付け塗装） 日射取得性、日射遮蔽性による区分

・G ・S

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・SUS304、SUS340J1L、又はSUS443J1 ・ ・ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ ・Grade1 ※Grade2 電動式の場合の電源 乾燥気体の種類

ｽﾃﾝﾚｽ製のくつずりの仕上げ ・HL ・ 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ※三相200V　0.75kw以下（過電流保護装置付） ・空気 ・ｱﾙｺﾞﾝ

表面仕上げ ・HL程度 ・鏡面仕上げ ・ ・押棒、押板 管理用ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ ・熱線反射ｶﾞﾗｽ

材質 ・ｽﾃﾝﾚｽ ・黄銅 ・合成樹脂 ・設ける ・設けない 材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の曲げ加工 ・建具表による

・普通曲げ ・角出し曲げ （ ・a角 ・b角 ・ c角 ） ・ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰ ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板 日射熱遮蔽性による区分

材質 ・鋼（ｸﾛｰﾑめっき） ※ｽﾃﾝﾚｽ 鋼板の種類 ・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） ・1種 ・2種 ・3種

10 木製建具 建具材の加工、組立時の含水率※B種 ・A種 (16.7.2～4)(表16.7.1) ・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が２種の場合）

・戸当り めっきの付着量 ※Z12又はF12 ・ ・A種 ・B種

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 材質 ※亜鉛合金程度 ・ｽﾃﾝﾚｽ ・黄銅 映像調整 ・行わない ・行う

※F☆☆☆☆ ・ あおり止め（ﾌｯｸ）付き ・適用する ・適用しない ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のｶﾊﾞｰ、雨掛りに用いる

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ類のふたの材質 ・倍強度ｶﾞﾗｽ

・ﾌﾗｯｼｭ戸 表面材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ・ｸﾚｾﾝﾄ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1 ・ 材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さによる種類

・改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による ・ 材質 ※建具製造所の仕様による ※建具表による

15 軽量ｼｬｯﾀｰ 開閉方式 (16.12.2～4)

表面材の合板の種類 ・排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ （ ※埋込 ・露出 ） ※手動式 ・上部電動式（手動併用） ｶﾞﾗｽの留め材及び溝の大きさ

合板の種類 規格 備考 建具の種類 ｶﾞﾗｽ留め材 ｶﾞﾗｽ溝の大きさ(mm)

※普通合板 表面の樹種 ・樹脂製建具に使用する丁番 ※標準仕様書表16.8.3 ・ ｼｬｯﾀｰｹｰｽ ・設ける ・設けない ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材（SR-1） ※建具の製造所の仕様による

生地、透明塗料塗り ・ｶﾞｽｹｯﾄ ・図示

（ ※ﾗﾜﾝ程度 ・ ） 12 自動ドア ・引き戸用駆動装置 (16.9.2、3) 安全装置 ・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形

不透明塗料塗り 　 開閉装置 性能値 電動ｼｬｯﾀｰの障害物感知装置 ・

（ ※しな程度 ・ ） ※標準仕様書表16.9.1による （ 設置箇所 ・建具表による ・ ） 鋼製及び鋼製軽量 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材（SR-1） ※建具の製造所の仕様による

板面の品質 （ ） （ 防錆 ・適用しない ・適用する ） ・ ・図示

接着の程度 （ ・1級 ・2級 ） ・以下による 耐風圧強度 （ ） Pa ｽﾃﾝﾚｽ製 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材（SR-1） ※建具の製造所の仕様による

・天然木 樹名 （ ） 種類、開閉方式 （ ） 耐電圧 （ ） ・ ・図示

化粧合板 接着の程度 （ ・1級 ・2級 ） 温度上昇 （ ） 耐久性（ｻｲｸﾙ） （ ） ｽﾗｯﾄの材質 樹脂製 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材（SR-1） ※建具の製造所の仕様による

・特殊加工 化粧加工の方法 防錆 （ ） 電源 （ ） ・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） ・ｶﾞｽｹｯﾄ ・図示

化粧合板 （ ・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装 ） めっき付着量 （ ※Z06又はF06 ・ ） ・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形

接着の程度 （ ・1級 ・2級 ） ・車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置 ・JIS G 3322（塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） ・

・MDF 性能値 めっき付着量 （ ※AZ90 ・ ）

※標準仕様書表16.9.2による 耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

表面板の厚さ ※標準仕様書表16.7.6による ・ （ 防錆 ・適用しない ・適用する ） ｽﾗｯﾄの形状 ・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形 ・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

・以下による 18 ｶﾞﾗｽ用ﾌｨﾙﾑ 種類 記号 その他性能等

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用・適用しない ・適用する 耐電圧 （ ） 温度上昇 （ ） ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ ・座板の材質 ・ｽﾃﾝﾚｽ（SUS304） 内貼り用 外貼り用

耐久性（ｻｲｸﾙ） （ ） 防錆 （ ） ・溶融亜鉛めっき鋼板 ・日射調整ﾌｨﾙﾑ ・SC-1 ・SC-2

・かまち戸 かまち樹種 （ ） 電源 （ ） ・低放射ﾌｨﾙﾑ ・LE -

鏡板樹種 （ ） 電動式の場合の危害防止機構 ※有（障害物感知装置自動閉鎖型） ・衝撃破壊対応ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ ・GI-1 ・GI-2

見込み寸法 ※36mm ・建具表による ・ ・引き戸用検出装置 ・相関変位破壊対応ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ ・GD-1 ・GD-2

性能値 電動式の場合の電源 ※単相100V（過電流保護装置付）・ ・ｶﾞﾗｽ貫通防止ﾌｨﾙﾑ ・DF

・ふすま ※標準仕様書表16.9.3による 品質はJIS A 5759による

張りの種別 （ ・Ⅰ型 ・Ⅱ型 ） （ 防錆 ・適用しない ・適用する ） 16 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ (16.13.2、3)

上張り（押入等の裏側以外）・鳥の子 ・新鳥の子又はﾋﾞﾆﾙ紙程度 ・以下による ｾｸｼｮﾝ材料 耐風圧 開閉方式 収納形式 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ 19 衝突防止表示 形状、寸法、材質 ※図示 (20.2.11)

・押入等の裏側は雲花紙程度 放射無線周波数電磁界耐性（ ） による区分 区分 による区分 による区分 の材質

縁仕上 ・塗り縁 生地縁（素地） 耐電圧 （ ） 防錆 （ ） ※ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ ・125 ※ﾊﾞﾗﾝｽ式 ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形 ・溶融亜鉛

・生地縁（ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔｰ塗装） 防滴 （ ） 電源 （ ） ・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ ・100 ・ﾁｪｰﾝ式 ・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形 めっき鋼板

見込み寸法 ※19.5mm ・建具表による ・ ・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ ・75 ・電動式 ・ﾊｲﾘﾌﾄ形 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

引き戸用検出装置の種類 ・建具表による ・ （表16.9.4） ・50 ・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

・戸ぶすま （ 表面材の仕上げ ・建具表による ） ﾀｯﾁｽｲｯﾁの種類 ・無線式ﾀｯﾁｽｲｯﾁ ・光線式ﾀｯﾁｽｲｯﾁ

（ 見込み寸法 ※30mm ・建具表による ・ ） 車椅子使用者用便房ｽｲｯﾁの種類・大形押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ ・非接触ｽｲｯﾁ ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱの障害物感知装置

（ 設置箇所 ・建具表による ・ ）

・紙張り障子 （ 見込み寸法 ※30mm ・建具表による ・ ） 凍結防止措置 ・適用する ・適用しない

枠、くつずりの材料 ・建具表による
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1 取付方法、 取付方法 (17.1.3) (17.2.2) (17.3.2) 3 PCカーテン ｺﾝｸﾘｰﾄ (17.3.2〜5)（表17.3.1～2） 1 材料 内部に使用する塗料は、原則水性系のものとする (18.1.3) 1 接着剤 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量（19.2.2）

性能等 ・層間方式 ・柱・梁方式 ウォール 種類 ・普通ｺﾝｸﾘｰﾄ ・軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ ・ ※F☆☆☆☆ ・

・方立方式 ・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ方式　 ・ 品質 設計基準強度Fc ※30N/mm2 ・ 屋内で使用する塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・

スランプ ※12cm ・ 接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする

性能 気乾単位容積質量 防火材料 ※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

耐震性能 耐風圧性 水密性 気密性 遮音性 断熱性 耐火性 ・軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合 1.8t/m3を超え2.1t/m3以下 ・次の箇所を除き防火材料とする（ 箇所： ） 施行箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

水平方向 垂直方向 ・普通ｺﾝｸﾘｰﾄの場合 2.1t/m3を超え2.5t/m4以下 ・図示 ・

(kH) (kV) 単位水量の最大値 ※185kg/m2 2 素地ごしらえ (18.2.2〜7)

・30分 下地面等 種別 2 下地の工法 標準仕様書19.2.3(ｱ)〜(ｳ)以外の下地の工法 （19.2.3）

・1時間 鉄筋 種類の記号 ※SD295 （ ・ ・ ） 木部 不透明塗料塗りの場合 ※A種 ・B種 ・図示 ・

透明塗りの場合 ※B種 ・A種

補強鉄線 径(mm) ※3.2 ・4.0 ・5.0 ・6.0 鉄鋼面（DP以外） ※C種 ・A種 ・B種 3 ﾋﾞﾆﾙ (19.2.2、3)

耐温度差性 ・80℃ ・70℃ ・60℃ 継目寸法 ・ 鉄鋼面（DPのみ） ・A種 ・B種 ・C種 床ｼｰﾄ G 種類の記号 色柄 厚さ 備考

亜鉛めっき鋼面 ・A種 ・B種 mm

耐風圧性 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類（目地等） ﾓﾙﾀﾙ面及びせっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面 ※B種 ・A種 ※FS（複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ） ・無地 ※2.0

1章 適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・1.15 ・1.3 ) 種類及び寸法等 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP以外）、ALCﾊﾟﾈﾙ面 ※B種 ・A種 ・ﾏｰﾌﾞﾙ柄 ・

の風圧力に対応した工法 押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・A種 ・B種 ・柄物

耐火目地材 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DPのみ） ・A種 ・B種

主要部材の耐風圧性能(ガラスを除く) せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面 目地 : 継目処理工法 ※A種 ・B種 接合部の処理 ・熱溶接工法 ・

支点間距離(h) 耐風圧性能 状態 断熱材 G 種類 ・ 及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面 目地：継目処理工法以外 ※B種 ・A種

4m以下 ・たわみ量が±(1/150)×h かつ 部材の脱落、ｶﾞﾗｽ 厚さ(㎜) ・ 4 ﾋﾞﾆﾙ (19.2.2、3)

絶対量20mm以下であること の破損及び主要部材 施工箇所 ・ 3 錆止め塗料塗り (18.3.2、3) 床ﾀｲﾙ G 種類の記号 色柄 寸法 厚さ 備考

・ に有害な歪みが起こ 下地面等 工程の種別 塗料の種別 mm

4mを超える ・ らないこと。 ｶﾞﾗｽの取付け材料 鉄鋼面 SOP 見え掛り部分 ※A種 ・B種 A種 ・TT（単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ） ・無地 ・300×300 ※2

・構造ｶﾞｽｹｯﾄ 施工箇所 ・図示 ・ 見え隠れ部分 ※B種 ・A種 ・FT（複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ） ・柄物 ・450×450 ・

材質 ・ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝ系 ・EPDM系 DP - 標準仕様書表18.3. C種及びD種 ※KT（ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ） ・500×500

耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による ・ｼﾘｺｰﾝ系 EP-G 見え掛り部分 ※A種 ・B種 ※B種 ・A種 ・FOA（置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ） ・

寸法(㎜) ・H型 ・Y型 ・C型 見え隠れ部分 ※B種 ・A種 ・FOB（置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

性能の確認及び判定方法 亜鉛 SOP 鋼製建具 ※A種 ・B種 ※A種 ・B種

・性能の確認及び判定方法が確認できる資料を提出し、 先付けの材料 めっき 鋼製建具以外 ※B種 ・A種 5 特殊機能床材 （19.2.2）

監督職員の承諾を受ける ・表面仕上材 （ ・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ ・石材 ） 鋼面 DP - 標準仕様書表18.3. B種 種類 厚さ 寸法 性能 形状 備考

・建具枠 EP-G 鋼製建具 ※A種 ・B種 C種 mm

2 ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝ 金属系材料の種類 (17.2.2～5) ・ｺﾞﾝﾄﾞﾗ用ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ 大理石 ・ ） 鋼製建具以外 ※B種 ・A種 ・帯電防止床ｼｰﾄ ・ - ・ -

ｳｫｰﾙ ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ材 ・鋼材 ・ｽﾃﾝﾚｽ鋼材 （ ）

耐火処理 4 塗装 (18.4.2〜18.14.2) ・帯電防止床ﾀｲﾙ ・ ・ ・ -

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類（目地等） 適用部位 ・図示 ・ 塗装 種別 塗料の種別 （ ）

種類及び寸法等 ・図示 ・ 材料、種別 ・図示 ・ ・合成樹脂調合 木部屋外 ※A種 ・B種 ・視覚障害者用床ﾀｲﾙ - - - ・

ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(SOP) 木部屋内 ※B種 ・A種 （ ）

ｶﾞﾗｽの取付け材料 製品の見え掛かり部の寸法許容差 鉄鋼面 ※B種 ・A種 ・耐動荷重性床ｼｰﾄ ・ - - -

・ｼｰﾘﾝｸﾞ 種類 ・SR-2 ・SR-1 辺長 ・±3㎜ ・ 亜鉛めっき鋼面 - （ ）

支持方法 ・4辺支持 ・ 対角線長の差 ・0～5㎜ ・ ・ｸﾘｱﾗｯｶｰ(CL) ※B種 ・A種 - ・防滑性床ｼｰﾄ ・2 - - -

・構造ｶﾞｽｹｯﾄ 施工箇所 ・図示 ・ 版厚 ・±2㎜ ・ ・ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD ※B種 ・A種 - （ ）

材質 ・ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝ系 ・ 開口部内法寸法 ・±2㎜ ・ ・耐候性塗料塗り 鉄鋼面 - 上塗り等級 ・防滑性床ﾀｲﾙ ・ ・ - -

寸法(㎜) ・H型 ・Y型 ・C型 ねじれ、反り ・0～5㎜ ・ (DP) （ ）級 （ ）

ｶﾞﾗｽ板厚 （ ） 曲がり ・0～3㎜ ・ 亜鉛めっき鋼面 - 上塗り等級

支持枠の厚さ （ ） 面の凹凸 ・0～3㎜ ・ （ ）級 6 ﾋﾞﾆﾙ幅木 材質の種類 ※軟質 ・硬質 (19.2.2)

ｳｪﾌﾞの寸法 （ ） 先付け金物の位置 ・0～5㎜ ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び ・A種 ・C種 - 高さ(mm) ※60 ・75 ・100

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・B種 厚さ(mm) ※1.5以上 ・

断熱材 G PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの仕上げ ・ ・つや有合成樹脂 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等 ※B種 ・A種 -

種類 ・ ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ 7 ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ 種類 ・単層品 ・積層品 (19.2.2)

厚さ(㎜) ・ 構造ｶﾞｽｹｯﾄを用いる場合のｱﾝｶｰ溝の寸法及び寸法許容差(mm) 塗り(EP-G) 屋内の鉄鋼面 ※B種 ・A種 - 色柄 （ ）

施工箇所 ・図示 ・ ・図示 ・ ・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP) ※B種 ・A種 - 厚さ(mm) ・3.0 ・4.5 ・6.0 ・9.0

・ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(UC) ※B種 ・A種 − 寸法(mm） （ ）

製品の寸法許容差 配筋 ・図示 ・ｽﾃｲﾝ塗り ・ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り − −

・標準仕様書表17.2.1による ・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り(OS) 8 ｶｰﾍﾟｯﾄ (19.3.2)(表19.3.1)(表19.3.2)

躯体付金物の取付け位置の寸法許容差 ・木材保護塗料塗り(WP) ※B種 ・A種 - 敷き G ・織じゅうたん

見え掛かり部の仕上げ 鉛直方向 ・±10㎜ ・ 織り方 ﾊﾟｲﾙ形状

ｱﾙﾐﾆｳﾑ材の場合 水平方向 ・±25㎜ ・ 高日射反射率塗料 G ・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

規格等 標準仕様書16.2.3による ・適用する（屋上又は屋根面の金属面） ・適用しない ・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ ・ｶｯﾄ/ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

種別 （標準仕様書表14.2.1による） ・ ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ部材の取付け位置の寸法許容差 屋根用高日射反射率塗料（JIS K 5675）

着色 ・標準色 ・特注色 目地の幅 ・±5㎜ ・ 種類 ・2種 ・ 色柄 ・模様のない無地 ・

鋼材及びｽﾃﾝﾚｽ鋼材の場合 ・ 目地の心の通り ・±0～3㎜ ・ 等級（ ）級

目地両側の段差 ・0～4㎜ ・ 塗付け量(kg/㎡) ・塗料製造所の仕様による ﾊﾟｲﾙ糸の種類等

ｶﾞﾗｽ溝の寸法、形状等 ・無地の織りじゅうたんの種別 （ ・A種 ・B種 ・C種 ）

※ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ製造所の仕様による 各階の基準墨から各部材までの距離 ・±5㎜ ・ ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り(CL)A種の工程2の適用 ・

・適用する （ 着色剤 ・溶剤系着色剤 ・油性染料着色剤 ）

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ部材の取付け位置の寸法許容差 ｶﾞﾗｽの取付け方法 ・適用しない 帯電性 ・適用する ・適用しない

目地の幅 ・±3㎜ ・ ・ｶﾞﾗｽの取付け材が構造用ｶﾞｽｹｯﾄで複層ｶﾞﾗｽ等を使用する場合は、

目地の心の通り ・0～2mm ・ 排水機能の設置及びｶﾞﾗｽの封着処理の強化を行う ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(UC)の工程1の適用 ・適用する ・適用しない 織じゅうたんの接合方法 ・ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法 ・つづり縫い

目地両側の段差 ・0～2mm ・

各階の基準墨から各部材までの距離 ・±3㎜ ・ ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りの工程等 ・ 下敷き材 ・  反毛ﾌｪﾙﾄ(JIS L 3204)の第2種2号　呼び厚さ8mm

・

耐火処理 5 ﾌｯ素樹脂塗装 打放しｺﾝｸﾘｰﾄ面保護工法

適用部位 ・図示 ・ (下塗材) 水性 浸透性吸水防止材 ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ

材料、種別 ・図示 ・ (上塗材) ・水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ ・水性ﾌｯ素樹脂ｶﾗｰｸﾘｱｰ ﾊﾟｲﾙ形状 ﾊﾟｲﾙ長さ(mm) 工法 帯電性

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・5〜7 ・ ・全面接着工法 ・適用する

6 焼付塗装 素材 焼付種別 仕上げ ｺｰﾄ ﾍﾞｰｸ 部位 ・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ・4〜6 ・ ・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法 ・適用しない

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・ﾌｯ素樹脂 ・ｿﾘｯﾄﾞ ・ｶｯﾄ・ﾙｰﾌﾟ併用

・ｳﾚﾀﾝ樹脂 ・ﾒﾀﾘｯｸ

・ｱｸﾘﾙ樹脂 下敷き材（ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法の場合）

・ｽﾃﾝﾚｽ ・ﾌｯ素樹脂 ・ｿﾘｯﾄﾞ ・  反毛ﾌｪﾙﾄ(JIS L 3204)の第2種2号　呼び厚さ8mm

・ｳﾚﾀﾝ樹脂 ・ﾒﾀﾘｯｸ ・

・ｱｸﾘﾙ樹脂

・亜鉛めっき ・ﾌｯ素樹脂 ・ｿﾘｯﾄﾞ ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

鋼板 ・ｳﾚﾀﾝ樹脂 ・ﾒﾀﾘｯｸ ※F☆☆☆☆ ・

・ｱｸﾘﾙ樹脂
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8 続き ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 12 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ (19.7.2、3)(表 19.7.1) 15 床下地材 ※乾式遮音二重床用床下地材(樹脂製支柱式) ・断熱性床下地材 1 ﾌﾘｰｱｸｾｽ (20.2.2)

ﾊﾟｲﾙ形状 種別 施工場所 寸法 総厚さ 備考 その他ﾎﾞｰﾄﾞ ﾌﾛｱ 施工箇所 寸法 高さ 所定荷重 表面仕上げ材 備考

※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ※第一種 ※500×500 ※6.5 帯電防止 及び合板張り ・木毛系ｾﾒﾝﾄ板 ※図示 ・ ※図示 ・ BL認定及び建築物の遮音性能基準と設計指針(第2版)(日本建築学会) ㎜ ㎜ N

・第二種 ・ ・ 及び防汚 ・繊維強化ｾﾒﾝﾄ板 ※図示 ・ ※図示 ・ で規定する「床衝撃音レベルに関する適用等級」2級程度を有する ・450角以上 ・100 ・3000 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・第一種 ※500×500 ※6.5 加工品 ・火山性ｶﾞﾗｽ質複層板 ※図示 ・ ※図示 ・ ものとし、製造所の仕様による ・600角以下 ・120 ・5000 ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・第二種 ・ ・ ・繊維板 ※図示 ・ ※図示 ・ ・ ・ ・ ・

・ｶｯﾄ/ﾙｰﾌﾟ併用 ・第一種 ※500×500 ※6.5 ・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ※図示 ・ ※図示 ・ 施工箇所 床仕上材天端高さ 遮音性能(スラブ厚150mm) ・450角以上 ・100 ・3000 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

・第二種 ・ ・ ・吸音材料 ※図示 ・ ※図示 ・ 軽量床衝撃音 重量床衝撃音 ・600角以下 ・120 ・5000 ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ製品 ※図示 ・ ※図示 ・ ・畳下地 ・150 ・180 ※LL-50 ※ ・ ・ ・ ・

色柄 ※無地 ・柄物 ・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ類下地 ・（ ） ・ ・ ・450角以上 ・100 ・3000 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

・普通合板 G ・600角以下 ・120 ・5000 ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・ 表板の樹種名 ・ 16 化粧塩ビシート 下記に示す製造所の商品程度とする ・ ・ ・ ・

板面の品質 ・ （ ）

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの敷き方 厚さ ※図示 ・ 適用地震時水平力

平場 ※市松敷き ・模様流し ・ 防虫処理 ・行う ・行わない 17 システム天井 種別 Tバーの材質 備考 1階及び地階 ※0.6G以上

階段部分 ※模様流し ・市松敷き ・ ・ｸﾞﾘｯﾄﾞﾀｲﾌﾟ ・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 中間階 （ 〜 階） ※0.6G以上 ・1.0G以上

・天然木化粧合板 G ・ﾗｲﾝﾀｲﾌﾟ ・ｼﾝｸﾞﾙ ・鋼製 最上階 （ 〜 階） ※1.0G以上

見切り、押え金物 材質（ ） 種類（ ） 化粧板の樹種名 ・ ・ﾀﾞﾌﾞﾙ

形状等 ・図示 ・ 厚さ ※図示 ・ ・ロ型ﾀｲﾌﾟ 帯電防止床ﾀｲﾙ ・置敷ﾀｲﾌﾟ ・ﾊﾟﾈﾙ一体ﾀｲﾌﾟ

防虫処理 ・行う ・行わない (ﾊﾟﾈﾙ一体ﾀｲﾌﾟ以外の仕上げ材は別途内装工事とする)

9 合成樹脂塗床 (19.4.2、3)(表 19.4.1〜8) 下記に示す製造所の商品程度とする

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類 ・特殊加工化粧合板 G （ ） 寸法精度

・厚膜型塗床材 ・平滑仕上げ 化粧加工の方法 ・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装 ・ ※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による

弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床 ・防滑仕上げ 表面性能 ・ 耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による ・以下による

・つや消し仕上げ 厚さ ※図示 ・ ﾊﾟﾈﾙの長さの寸法精度 （ ）

・厚膜型塗床材 ・薄膜流しのべ工法 ・平滑仕上げ 防虫処理 ・行う ・行わない 18 浴室天井材 材質 幅 備考 ﾊﾟﾈﾙの平面形状（角度）の寸法精度 （ ）

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 ・厚膜流しのべ工法 ・防滑仕上げ ※硬質塩ビ製 ※300 断熱材を裏打ちしたもの ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの高さの寸法精度 （ ）

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法 ・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製(準不燃品) ・100 付属品の材料は主製造所の仕様による

・薄膜型塗床材 ・平滑仕上げ 目地工法の種類 ・仕上げ表による ・継目処理工法 ・ ・ ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ性能 ・適用する 適用室 （ ）

突付け工法及び目透し工法のｴｯｼﾞ ・ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ ・ｽｸｴｱｴｯｼﾞ ※適用しない

塗床材のﾎﾙﾑﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・ ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ試験

・遮音ｼｰﾙ材 ※ｱｸﾘﾙ系またはｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 所定荷重1,000N（5,000Nの積載荷重は1,000N以上（任意））による

10 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ (19.5.2～5)(表 19.5.1～6) ・ｼﾞｮｲｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ(JIS A6914） 繰り返し試験後、残留変形3.0mm以下であること

張り G 種類 工法 樹種 厚さ 大きさ 仕上塗装 間伐材等 （パネル面に目視による著しいわだち及び損傷がないこと。かつ、

mm の適用 MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・ 使用上有害ながたつきがないこと）

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・釘留め工法 ※ 15 板幅 ・塗装品 ・ 合板のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ・標準仕様書19.7.2(2)(ｲ) ・

ﾎﾞｰﾄﾞ1等 (根太張り）・ 75以上 ※無塗装 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・ 帯電防止性能 ・評価値(U)≧0.6以上 ・評価値(U)≧1.2以上

・釘留め工法 ※ ・12以上 板長さ 品 ・

(直張り） ・ ・ 400以上 天井ﾎﾞｰﾄﾞ（ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板を除く）の重ね張りを行う場合 ※図示 感電防止性能 漏えい抵抗Ⓡ≧1×10⁶Ω

・接着工法 ※ ・12以上 ・

釘止め併用 ・ ・ 合板類の張付け ※B種 ・A種 （品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・接着工法 ※ ・ ・ ・塗装品 ・

ﾌﾞﾛｯｸ1等 ・ ※無塗装 13 壁紙張り ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※規制対象外 ・ (19.8.2、3) 耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

品

施工箇所 紙 繊維ﾌﾟﾗｽ 無機質 その他 防火種別 商品名（程度） 耐火住性能 ・標準仕様書20.2.2(2)(a) ・

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ (19.5.2〜5)(表 19.5.1〜6) ﾁｯｸ

種類 工法 樹種 厚さ(㎜) 種別 防湿 仕上 間伐材 ・ ・ ・ ・ ・ ・不燃 耐衝撃性能 ・標準仕様書20.2.2(2)(b) ・

/大きさ 処理 塗装 等の ・準不燃

適用 ・ ・ ・ ・ ・ ・不燃 耐燃焼性能 ・標準仕様書20.2.2(2)(d) ・

天然木化粧 ・釘留め工法 ※ ・A種 ・適用 ・塗装 ・ ・準不燃

(根太張り）・ ・B種 する 品 ・ ・ ・ ・ ・ ・不燃 ・2重床用複合ｱｳﾄﾚｯﾄ用開口

・釘留め工法 ※C種 ・適用 ※無塗 ・準不燃 適用室 （ ）

(直張り） しな 装品 開口の数 ﾌﾛｱ面積8㎡につき1ヶ所かつ予備開口を14㎡につき1ヶ所

・接着工法 ※ - い ・ ﾓﾙﾀﾙ・せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面の素地ごしらえ ※B種 ・A種 開口の大きさ

・ ｺﾝｾﾝﾄ（電源）：2P15A接地極付×2

ｺﾝｸﾘｰﾄ面の素地ごしらえ ※B種 ・A種 情報用ﾓﾃﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ（電話）：8極8芯×1

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※標準仕様書19.5.2 ・ の入ったｱｳﾄﾚｯﾄが納まる大きさ

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ ※B種 ・A種 取付方法 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ製造所の仕様とする

各工法に使用する接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等※F☆☆☆☆ ・

14 断熱材 G ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・ 2 可動間仕切 (20.2.3)

接着工法の場合の不陸緩和材 ※合成樹脂発泡ｼｰﾄ ・ 開口部等補修のための張付け用の接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 構造形式 構成基材の種類 総厚さ ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ 防火性能

※F☆☆☆☆ ・ による種類 ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ ㎜

現場塗装仕上げ ※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り ・ｽﾀｯﾄﾞ式 ・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付 ・不燃

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝの上、ﾜｯｸｽ塗り ・断熱材打込み工法 (内蔵） ・ｱｸﾘﾙ樹脂焼付

・生地のままﾜｯｸｽ塗り 種類 厚さ(mm) 備考 ・ｽﾀｯﾄﾞ式 ・壁紙張り

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 ・ (露出）

11 畳敷き 種別 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種 (19.6.2)(表 19.6.1) ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 ・図示 ・ﾊﾟﾈﾙ式

（ 畳床： ・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N ） (ｽｷﾝ層なし) ・ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材 ・

下地の種類 ・標準仕様書 表12.6.1による床組 ・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材 ・ 中心周波数500HZの音についての透過損失（dB）・36未満 ・36以上

・ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ床下地（ﾉﾝﾌﾛﾝ） G ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 ・図示

・ ﾊﾟﾈﾙ内に取付ける建具 ・あり（ ※図示 ・ ） ・なし

施工箇所

畳表及び畳床はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散 ・床版（ ・屋根ｽﾗﾌﾞ下 ・接地床(標準詳細図7-01-2)・図示 ） 表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

が極めて少ない材料を使用したものとする。 ・壁 ・外壁内側部分(標準詳細図7-01-2) 但し、下記を除く

ｶﾞﾗｽ留め材 ※ｶﾞｽｹｯﾄ ・ｼｰﾘﾝｸﾞ

衝撃緩和型畳 （ 畳表 ・C1 ・C2 ）

ﾊﾟﾈﾙ材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※JIS A 6512によりF☆☆☆☆以上

・断熱材現場発泡工法

断熱材の種類 ※A種1 ・A種1H

厚さ(mm) ※25 ・30 ・

施工箇所 ・図示

※窓廻り等の断熱材補修部分、ルーフドレン廻りの

床版下等、部分的に後張りとしなければならない箇所

（品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による
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3 移動間仕切 (20.2.4) 9 黒板及びﾎﾜｲﾄ (20.2.9) 16 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 材料 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出し成型材 (20.2.14) 28 吊戸棚 ※優良住宅部品(ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝ) ・

構造形式 操作方法 圧縮装置の 総厚さ 表面仕上材 遮音性 ﾎﾞｰﾄﾞ G 種類 種類 寸法(mm) 色彩 形式 ・ｽﾃﾝﾚｽ製 寸法 開戸 棚板

操作方法 ㎜ 材質 ﾊﾟﾈﾙ表面 db/500Hz ・黒板 ※焼付け ・鋼製 ※緑 ・平面 ・ｽｸﾘｰﾝ付引分 ・W900×D350〜450×H500 ※2枚 ・ ※1段 ・

仕上げ ・ ・ほうろう ・黒 ・曲面 ・ ｶｰﾃﾝの形式 ・ｼﾝｸﾞﾙ ・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・W600×D350〜600×H620 ※2枚 ・ ※1段 ・

・平行方向 ・手動式 ・ﾌﾟｯｼｭ式 ・60程度 ・鋼板・焼付 ・36未満 ・ﾎﾜｲﾄ ・ほうろう 白 ※平面 ・ｽｸﾘｰﾝ付引分 ・片引き ・引分け

移動式 ・電動式 ・ﾊﾝﾄﾞﾙ式 ・100程度 ・ 塗装 ・36以上 ﾎﾞｰﾄﾞ ・曲面 ・ 29 水切棚 ※既製品 ｽﾃﾝﾚｽ製一般型 ・

・二方向 ・部分電 ・壁紙 ﾚｰﾙ及びﾌﾞﾗｹｯﾄの強さによる区分 ※10-90 ・

移動式 動式 張り 10 鏡 取付箇所 ・図示 (20.2.10) 30 ﾌｰﾄﾞ ※市販品（ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ） （ 参考商品名 ： ）

寸法(mm) ・図示 ・ 仕上げ ※ｱﾙﾏｲﾄ ・ ・標準詳細図6-11-2 ｽﾃﾝﾚｽ板厚 ※0.4 ・1.0

ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による 厚さ(mm) ※5 ・

形状 ※角形 ・ 31 旗竿 材種 形式 高さ（㎜） 操作方法 固定方法

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過 11 表示 衝突防止表示 (20.2.11) ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ・ﾃｰﾊﾟｰ式 ・ﾊﾝﾄﾞﾙ式 ・埋込式

損失とする ・設置する （ 設置箇所 ・図示 ・ ） ﾌｯｸ（ひるかん） ※鋼製 ・樹脂製 ・同一断面式 ・ﾛｰﾌﾟ式 ・ﾍﾞｰｽ式

形状・寸法 ・30φ ・ ・ ・ﾊﾝﾄﾞ式

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙの取付け下地の補強 材質 ・ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ 17 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 溝型×深さ（mm） ・90×150 ・120×80 ・120×150

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力 ・設置しない 及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸ ・150×80 ・図示 32 旗竿受金物 材種 ※ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

及び変形量となるように補強する。 ・

・図示 誘導標識、非常用進入口等の表示 材質 ・集成材 （ 仕上げ ：塗装品 ）

・消防法に適合する市販品 ・ ・図示 33 車止め支柱 形式 材種 柱径、肉厚 高さ

移動間仕切の壁面当たり枠 ※適用する（製造所の仕様による） ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 押出し型材（市販品） mm mm

・ 室名札、ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾌ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の 種別（標準仕様書表14.2.1） ・上下式鎖内臓式 ・標準品 ・ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ ・

種別、取付け形式等（案内用図記号は、JIS Z 8210による） ・BC-1 ・BC-2 ・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式

ﾊﾟﾈﾙをﾗﾝﾅｰに取り付ける部品 ・図示による 色合い ・

※ﾗﾝﾅｰに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの ・標準色 （ ）

12 煙突ﾗｲﾆﾝｸﾞ ・煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材 (20.2.13) ・特注色 （ ） 34 ﾌｪﾝｽ ﾌｪﾝｽの種類及び形状

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、ﾗﾝﾅｰ 適用安全使用温度 ・400℃まで ・650℃まで ・ ・鋼製（ 仕上げ ： ） ・ﾋﾞﾆﾙ被覆ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾌｪﾝｽ （ 高さ ・図示 ・ ）

ﾊﾟﾈﾙ重量の5倍の荷重をﾊﾟﾈﾙ1枚に使用するﾗﾝﾅｰ数で除した値に対して、 （ 参考品名 ： ）

耐力及び変形量が使用上支障がないものとする 工法 ・鋼製ﾕﾆｯﾄ煙突（煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材） ・ 18 ｺｰﾅｰﾋﾞｰﾄﾞ 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材差込型 ・塩化ﾋﾞﾆﾙ製 ・樹脂塗装ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ （ 高さ ・図示 ・ ）

（壁ﾎﾞｰﾄﾞ出隅 ※ｼﾙﾊﾞｰ ・焼付 ・ （ 参考品名 ： ）

4 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ (20.2.5) ・ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ耐火材 保護金物） ・鋼管ﾌｪﾝｽ （ 高さ ・図示 ・ ）

表面材の種類 色柄 脚部 ﾄﾞｱｴｯｼﾞ、形状 煙突用成形ライニング材の製造所の指定する製品とする 施工箇所 ※図示 （ 参考品名 ： ）

形状 形状 材質 ・ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ （ 高さ ・図示 ・ ）

※ﾒﾗﾐﾝ樹脂系 ※無地 ※幅木ﾀｲﾌﾟ ※標準 ・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 13 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ (20.2.14) 19 天井見切縁 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材 ・塩化ﾋﾞﾆﾙ製 （ 参考品名 ： ）

化粧板 ・柄物 ・ ・R ・ｽﾃﾝﾚｽ製 形式 操作方法 種類 ｽﾗｯﾄの材種 ｽﾗｯﾄ幅 ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ 寸法・

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系 ・製造所の仕様 ㎜ の材種 取付箇所 施工箇所 ※仕上表による ・ 35 屋内掲示板 形状 ・幅（　）×高さ（　） ・図示

化粧板 ・横形 ・手動 ※ｷﾞｱ式 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合 ※25 ※鋼製 ・図示 仕様 ・下記に示す製造所の商品程度とする

・ｺｰﾄﾞ式 金製 G ・ ・ ・ 20 ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材 （ ）

吊り方式 ※中心吊、戸当たり付 ・ ・操作棒式 ・ ※ﾌｯｸ 耐荷重30kg程度　2個/m ・以下による

・電動 − 枠の材質 ・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・

ﾊﾟﾈﾙ材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※JIS A 6512によりF☆☆☆☆以上 ・縦形 ・手動 ※2本操作 ※ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ ・80 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・図示 21 天井点検口 表面の材質 ・塩ﾋﾞ発泡ｼｰﾄ張り ・

ｺｰﾄﾞ式 ・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ ・100 合金製 ・ ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※450×450 ※一般型 ・屋内外用 ※額縁ﾀｲﾌﾟ ※額縁ﾀｲﾌﾟ

5 視覚障害者用 (11.2.2)(19.2.2) ・1本操作 ・ ・ ・600×600 ※屋内用 ・目地ﾀｲﾌﾟ ・目地ﾀｲﾌﾟ 36 敷地境界標 ・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製の市販品程度

床ﾀｲﾙ 施工箇所 種類 寸法（㎜） 厚さ（㎜） ｺｰﾄﾞ式 ・ ・気密型 ・金属製（真ちゅう製50角　ｱﾝｶｰ共）

・塩化ﾋﾞﾆﾙ製 ※300×300 ・ ・7.0 ・ ・電動 −

・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ ※300×300 ・ ※17程度 （品質・性能・試験方法）建築材料等品質性能表による 37 耐震ｽﾘｯﾄ 方向 ﾀｲﾌﾟ 耐火性能 防水性能 備考

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製 ※300×300 ・ ・30 ・ ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ 焼付け塗装仕上げ ・垂直方向 ※完全（全貫通型） ・耐火壁 ・有り

・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ ※300×300 ・ ※17程度 22 床点検口 ・水平方向 ・非耐火壁 ・無し

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製 ※300×300 ・ ・30 ・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ 消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 ※鋼製 ・450×450 ※一般型 ・屋内外用 ・鍵付き

・ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ・300×300 ・60 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※600×600 ・密閉型 ※屋内用 ※鍵無し 目地

視覚障碍者用ﾌﾞﾛｯｸ等の突起の形状およびその配列は JIS T 9251 による ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を ※ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ ・結露防止型 目地 内壁 外壁

使用する場合 G 目地材 ・ｼｰﾘﾝｸﾞ（見え掛かりのみ）・ｼｰﾘﾝｸﾞ材（見え掛かりのみ）

・樹脂系点字鋲（ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ用） ・ ・ｼｰﾘﾝｸﾞ材（内外共）

寸法 ・300角 ・500角 14 ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ (20.2.15) 密閉型とは、ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ等ﾒｶﾆｶﾙ構造にﾊﾟｯｷﾝを装着したものとする 目地寸法 ・20×10 ・ ・20×10 ・

色 ※黄色 ・ ｽｸﾘｰﾝの材種 操作方法 幅、高さ(mm) 取付箇所 品質等 (幅m×深さm)

・ｶﾞﾗｽ繊維製 ・電動式 ・図示 ・図示 （品質・性能・試験方法）建築材料等品質性能表による

樹脂系点字鋲の留付は、両面からの挟込みﾎｯｸ式または接着式 ・合成・天然 ・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式 ・ ・ 目地材の材質は標準仕様書表9.7.2による

繊維製 ・ｺｰﾄﾞ式 23 造作家具 合板類、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、接着剤及び塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量

6 階段滑り止め (20.2.7) ・木製 ・ ※規制対象外 ・第三種品 38 打継止水材 適用箇所 ・EVﾋﾟｯﾄ ・

材種 形状 幅（㎜） 取付け工法 端部ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ ・水膨張性ｺﾝｸﾘｰﾄ打継止水材　寸法：幅20×厚10

※ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)・ﾀｲﾔ型 ※35程度 ・接着工法 ※あり 巻取りﾊﾟｲﾌﾟ、ｳｪｲﾄﾊﾞｰ、操作ｺｰﾄﾞ又は操作ﾁｪｰﾝその他の材料 24 消火器ﾎﾞｯｸｽ ※市販品(埋込みタイプ) ・

・黄銅製押出形材 (ｺﾞﾑ又は ・40程度 ・埋込み工法 ※ﾋﾞﾆﾙ製 ※製造所の仕様による ・ 材種 仕上 寸法 扉 表示 39 ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ・ 耐震性能 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製押出 合成樹脂) ・50程度 ｽﾃﾝﾚｽ製 ※鋼製 ※焼付塗装 ※W300×H900程度 ※有り ※絵・文字表示 ｼﾞｮｲﾝﾄ金物

形材 ・ﾀｲﾔﾚｽ型 ・なし ｽｸﾘｰﾝの仕様 ・ ・ ・ ・ ・

消防法で定める防炎性能の表示があるもの 40 ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度 (20.3.3～4)

7 床目地棒 床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる (20.2.8) ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する 25 くつふきﾏｯﾄ 材種 受け枠 備考 ｺﾝｸﾘｰﾄ ※水ｾﾒﾝﾄ比55％以下、単位ｾﾒﾝﾄ量の最小値300kg/㎡を満足する調合強度

※ｽﾃﾝﾚｽ製　□型(幅40程度　ア1.5)（標準詳細図4-31-1） 場合は G とする ・塩化ﾋﾞﾆﾙ又はｺﾞﾑ製 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)製 ・図示

・ｽﾃﾝﾚｽ製 6×12（標準詳細図4-31-2） ・硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ・硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

・黄銅製 6×12（標準詳細図4-31-2） 15 ｶｰﾃﾝ (20.2.16)(表20.2.1) ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)製 ・ 配筋 ※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。

形式 開閉操作 ひだの種類 生地の種別、取付 (ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型) ・図示

8 手すり ・集成材手すり (20.2.6) 品質、 箇所

特殊加工等 26 ｽﾃﾝﾚｽ ※優良住宅部品(ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝ) ・ 取付方法 ※図示

・1段 ・35φ ※45φ ・ ※タモ ※CL ・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き ・手引き ・ﾌﾗﾝｽひだ ・図示 流し台

※2段 ※35φ ・ ・ ・ ・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・引分け ・ひも引き ・箱ひだ、つまひだ 上板及びｼﾝｸ底部はｽﾃﾝﾚｽ製、単槽ｼﾝｸ、ﾄﾗｯﾌﾟ付 41 間知石及び (20.4.2～3)

・電動 ・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ ｺﾝｸﾘｰﾄ間知 材種 種類 質量区分 備考

・既製手すり（樹脂製） ・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き ・手引き ・ﾌﾗﾝｽひだ ・図示 寸法 開戸 引き出し 備考 ﾌﾞﾛｯｸ積み ・間知石 ・花こう岩 - -

・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・引分け ・ひも引き ・箱ひだ、つまひだ ・W1200×D550〜600×H800 ※3枚 ・ ※1段 ・ ｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ付 ・凝灰岩

・O段（1段） ※40φ ・ ※ｱﾙﾐ合金製（心材共） 指づめ ・電動 ・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ ・W1500×D550〜600×H800 ※4枚 ・ ※1段 ・ ・ｺﾝｸﾘｰﾄ - ・A ・B

※O段（2段） ※34φ ・ ・ 防止材等 ・W1800×D550〜600×H800 ※4枚 ・ ※1段 ・ 間知ﾌﾞﾛｯｸ

生地の仕様

点字表示板 （ ） 箇所 消防法で定める防炎性能の表示があるもの 27 ｺﾝﾛ台 ※優良住宅部品(ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝ) ・ 積み方 ※谷積み ・布積み

JIS T 0921に基づく点字の表示原則及び点字表示方法による 使用される繊維のうち、ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維又は植物を原料とする合成繊維を

※ﾎﾟﾘｶﾎﾞﾈｰﾄﾞ製 大きさ 120×150程度 厚み 0.1程度 使用する製品についてはG とする ﾃｰﾌﾞﾙﾄｯﾌﾟはｽﾃﾝﾚｽ製、ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ （ ※有り ・無し ） 目塗り ・図示 ・伸縮目地

・塩ビ製 大きさ 100×125程度 厚み 0.1程度

暗幕ｶｰﾃﾝの両端、上部及び召合せの重な ※300mm以上 ・ 寸法 開戸 伸縮調整目地 材種 ・図示 ・

・W700×D550〜600×H620 ・2枚 ・ 厚さ ・図示 ・

・W600×D550〜600×H620 ・1枚または2枚 ・

備考

材種 寸法 形式 外枠 内枠

材種 寸法

1800×1800

1800×900

ﾌﾞﾗｹｯﾄ 備考

20
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42 洗面ｶｳﾝﾀｰ 材種 1 屋外雨水排水 排水管用材料 (21.2.1、2)(表 21.2.1、2) 1 路床 路床の材料 (22.2.2～5)(表22.2.1) 溶接金網 ※使用する

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板張り（心材：集成材） 材料 管の種類 形状 呼び径 種別 材料 厚さ(㎜)

・人工大理石 ・遠心力鉄筋 ※外圧管（1種） ・B形状 ※図示 ・盛土 ・A種 ※B種 ・C種 ・D種 ※図示 試験

ｺﾝｸﾘｰﾄ管 ・ ・ ・建設汚泥から再生した処理土 G ｺﾝｸﾘｰﾄ版厚さの試験 ・行う ・行わない

奥行き(㎜) ・硬質ﾎﾟﾘ塩化 ※VP ※図示 ・ ・凍土抑制層 ・適用する ・適用しない ※図示 舗装の平たん性 ※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・約450 ・約600 ・図示 ﾋﾞﾆﾙ管 ・VU ※図示 ・ （ 厚さ ・ ）

・RS-VU G ※図示 ・ ・ﾌｨﾙﾀｰ層 ・標準仕様書22.2.3(3) ※図示

43 防煙垂れ壁 ・固定式

材質 厚さ 高さ 備考 基床の厚さ ・図示 ・ 5 ｶﾗｰ舗装 (22.6.2～4)(表22.6.1)

・網入り磨き板ｶﾞﾗｽ ・6.8 ・500 ｱﾙﾐ製枠付き ・呼び径300以下は100mm、呼び径300を超える場合は150mm 路床の構成及び仕上り ・図示 ・ 種類 ・加熱系 ・常温系

・線入り磨き板ｶﾞﾗｽ ・

基床の種類 ・図示 ・砂地業 ※砂利地業 凍土抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験 加熱系ｶﾗｰ舗装

・可動式 ・行う ・行わない 構成及び厚さ ※図示 ・

種類 材質 高さ 備考 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管の継手に用いる材料 ※接着剤 ・ 加熱系混合材の結合材 ※図示 ・

・垂直下降式 ・不織布 ・500 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ ・路床安定処理

(巻取り式) (不燃認定品) ・800 ・固定式 側塊の形状及び寸法 ・図示 ・ 安定処理の方法 ・置き換え工法 ・安定処理工法 常温系カラー舗装

・ ・ (壁埋込型) 路床安定化処理用添加材料 工法 ・ﾆｰﾄ工法 ・塗布工法

・可動式 排水桝の種類 ・図示 ・ 種類 ・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 着色部の下部 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

(天井収納型) ・高炉ｾﾒﾝﾄB種

・回転下降式 鋼板製又はｱﾙﾐ製 ・500 表面仕上げ 砂地業に用いる材料 ・ｼﾙﾄ ・山砂 ・川砂 ・砕砂 ・生石灰 （ ・特号 ・1号 ） 材料

・800 ・天井材張り ・消石灰 （ ・特号 ・1号 ） 添加する材料 ・着色骨材 （ ）

・ ・ 砂利地業に用いる材料 ・再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ G 添加量 ・（ ）kg/㎡ ・自然石 （ ）

・切込砂利又は切込砕石 （ 目標CBR ・3以上 ・ ）

下降機構 舗装の平たん性 ※通行の支障となる水たまりを生じない程度

煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型） ・現場打ちの場合のｺﾝｸﾘｰﾄ材料 ・ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙ

設計基準強度 ※18N/mm2 ・ 単位面積質量 ・60g/㎡以上 ・ 配合

44 屋外掲示板 形状 ・幅（　）×高さ（　） ・図示 厚さ(㎜) ・0.5～1.0 ・ 結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量

・現場打ちの場合の鉄筋 種類の記号 ※SD295 引張強さ ・98N/5㎝(10㎏f/5㎝)以上 ・ ・

照明器具 ・有り ・無し 透水係数 ・1.5×10⁻¹㎝/sec以上 ・

・現場打ちの場合の足金物 ※標準仕様書21.2.2(6)(オ) ﾆｰﾄ工法及び塗布工法の配合等

施錠 ・有り ・無し 材質 ・ｽﾃﾝﾚｽ製 ・鋼製 ・合成樹脂被覆加工されたもの 試験 ・

路床土の支持力比（CBR）試験 ・行う ・行わない

製造所 下記に示す製造所の商品程度とする 凍土抑制層に用いる材 ・ 路床締固め度の試験 ・行う ・行わない 6 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ 開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の構成及び厚さ (22.7.2、3、6)

（ ） 砂を用いる場合の粒度試験 ・行う ・行わない 現場CBR試験 ・行う ・行わない 舗装 ※図示 ・

鋳鉄製ふた (21.2.1) 2 路盤 路盤の構成及び厚さ ・図示 ・ (22.3.2～5)(表22.3.1) 材料 骨材 ※道路用砕石

形状及び寸法等 ※図示 ・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ再生骨材 G （表22.4.1）

路盤材料 ・砕石 （ 種類 ・60～80 ・80～100 ）

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ (21.2.1) ・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ G RC-40

形状及び寸法等 ※図示 ・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ G CS-40 試験

（品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による ・図示 ・ 透水性アスファルト混合物等の抽出試験

※行う ・行わない

試験

2 街きょ、縁石 種類、形状及び寸法等 ※図示 (21.3.1、2)(表21.3.1) 路盤締固め度の試験 ※行う ・行わない 舗装の平たん性 ※著しい不陸がないもの

、側溝 ・

地業の材料 ・ｼﾙﾄ ・山砂 ・川砂 ・砕砂 3 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の構成及び厚さ ※図示 ・

7 ﾌﾞﾛｯｸ系舗装 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装🄶 (22.8.2、3)

砂利地業に用いる材料 ・再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ G 材料 種類 寸法（㎜） 厚さ（㎜） 目地材 備考

・切込砂利又は切込砕石 ｱｽﾌｧﾙﾄ ※再生ｱｽﾌｧﾙﾄ G （ 種類 ・60～80 ・80～100 ） ・普通平板(N) ※300角 ※60 ※砂 表面加工

骨材 ・ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ ・透水平板(P) ・ ・ﾓﾙﾀﾙ ・研ぎ出し

砂利地業の厚さ ※100(㎜) ・図示 ・道路用砕石 ・保水性平板(M) ・洗い出し

※ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ再生骨材 G ・たたき出し

・現場打ちの場合のｺﾝｸﾘｰﾄ材料

設計基準強度 ※18N/mm2 ・ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の種類 ｸｯｼｮﾝ材 ※砂 ・空練りﾓﾙﾀﾙ

区分 地域 種類

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号 ・SD295 表層 ・一般地域 ・密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13) 普通平板は G (再生材料を用いた舗装用ブロック)、

・細粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13) 透水平板は G (透水性コンクリート）とする。

6 埋戻し土 表3.2.1「埋戻し及び盛土の種別」による (21.2.1) ただし、調達困難な場合は監督職員と協議を行うものとする。

※B種 ・ ｼｰﾙｺｰﾄ乳剤の種別 ・PK-1 ・PK-2 ・PK-3

仕上り面の平たん性

試験 ※歩行に支障となる段差がないものとし、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板間の

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験 ・行う ・行わない 段差は3mm以内

舗装の平たん性 ※通行の支障となる水たまりを生じない程度 ・

・

・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装🄶 (22.8.2、3)

4 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の厚さ (22.5.2～4、6)(表22.5.1、3) 種類 厚さ（㎜） 形状寸法 曲げ強度 備考

舗装の種類 部位 構成 厚さ(㎜) N/mm2

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 車路及び駐車場 ・図示 ・図示 ・150 ・ ・普通平板(N) 車路 ・図示 ※5.0 表面加工

歩行者用通路 ・図示 ・図示 ※70 ・ ・透水平板(P) ※80 ・ ・ ・

・保水性平板(M) ・ ・

材料

ｺﾝｸﾘｰﾄ 種類 ・ ・普通平板(N) 歩行者用 ・図示 ※3.0 張り方

設計基準強度 ・ ・透水平板(P) 通路 ・ ・ ※ﾍﾘﾝﾎﾞﾝﾎﾞﾝﾄﾞ

所定のｽﾗﾝﾌﾟ ※8 ・保水性平板(M) ※60 ・ｽﾄﾚｯﾁｬｰﾎﾞﾝﾄﾞ

粗骨材の最大寸法 ・ ・ ・図示

※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ、標準仕様書表22.5.1による

ｸｯｼｮﾝ材 ※砂 ・空練りﾓﾙﾀﾙ

早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・使用する ・使用しない

歩道部に使用する普通ﾌﾞﾛｯｸは G (再生材料を用いた舗装用ﾌﾞﾛｯｸ)とする

注入目地材料 ※低弾性ﾀｲﾌﾟ ・高弾性ﾀｲﾌﾟ 透水性ﾌﾞﾛｯｸは G (透水性コンクリート）とする。

ただし、調達困難な場合は監督職員と協議を行うものとする。

目地

種類、間隔、構造 ※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による 仕上り面の平たん性

・図示 ※歩行に支障となる段差がないものとし、ﾌﾞﾛｯｸ間の段差は3mm以内

・
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7 続き ・舗石舗装 1 植栽地の確認等 土壌の水素ｲｵﾝ濃度（pH）試験 ・行う ・行わない (23.1.3) 7 幹巻き用材料 材料 (23.3.2) 別表-1 設備工事との工事区分表 ○印は本工事範囲とする

種類 形状 厚さ（㎜）施工方法 基層 ※幹巻き用テープ ・わら及びこも

寸法(㎜) 水溶性塩類（EC）の試験 ・行う ・行わない

※小舗石 ・割石 ・ ※うろこ張り ※ｺﾝｸﾘｰﾄ版 8 芝 種類 ※ｺｳﾗｲｼﾊﾞ ・ﾉｼﾊﾞ ・ (23.4.2～3)

（花こう岩） ・図示 ・ ※70㎜ ・ 2 植栽基盤の整備 (23.2.2) 機器の基礎 電気関係 配電盤・制御盤の基礎 屋内

・ 植栽 工法 有効土層の厚さ 整備範囲 土壌改良費 芝張りの工法 屋外

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 ・樹木 ※A種 樹高12ｍ以上 ・葉張り部分 ・適用する 平地 ※目地張り ・べた張り 屋上

※50㎜ ・ ・B種 （※100 ・120 ・150 ）・植栽部分 ・適用しない 法面 ・目地張り ※べた張り ﾃﾚﾋﾞｱﾝﾃﾅ基礎

・C種 樹高7ｍ以上～12ｍ未満 ※図示 避雷針の基礎

ｸｯｼｮﾝ材 ※砂 ・空練りﾓﾙﾀﾙ ・D種 （※80 ・100 ） ・ 9 吹付けは種 (23.4.2) 特記した基礎

・ 樹高3ｍ以上～7ｍ未満 種子の種類 発芽率 種子の量（g/㎡） 機械関係 屋内設備

仕上り面の平たん性 （※60 ・80 ） ※洋芝類 ※発芽率80%以上 屋上設備（架台、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを除く）

※歩行に支障となる段差がないものとし、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板間の段差は3mm以内 樹高3ｍ未満 （採取後2年以内） 屋外設備（　　　　〃　　　　　）

（※50 ・60 ） 架台・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

8 砂利敷き 種別 10 地被類 (23.4.2) 特記した基礎

・A種 （ 施工範囲 ： ・図示 ・通路 ・ ） ※芝、 ※B種 ※20 ・植栽部分 ・適用する 樹種 ｺﾝﾃﾅ径 単位面積当たりのｺﾝﾃﾅ数 芽立数 開口部 梁、床、壁 補強を要するもの

・B種 （ 施工範囲 ： ・図示 ・建物周囲 ・ ） 地被類 ※図示 ・適用しない ・ 貫通ｽﾘｰﾌﾞ 補強を要しないもの

・ ・ 梁、床、壁 補強を要するもの

9 路面標示用塗料 JIS K 5665（路面標示用塗料）による 但し、現状地盤より高さが上がる場合はＤ種とする 貫通部型枠 補強を要しないもの

種類 施工 適用 色 幅（㎜） 塗布厚さ(㎜) 11 屋上緑化 G 植栽基盤及び材料 (23.5.2、3) 軽量鉄骨下地 補強を要するもの

・1種🄶 常温 液状 ※白 ・150 ・1.5 植栽基盤の排水設備 ・設ける （ ※図示 ・ ） ・屋上緑化システム 壁・天井ﾎﾞｰﾄﾞ 補強を要しないもの

・2種🄶 加熱 ・ ・100 ・ ・設けない 土壌層の厚さ ・図示 ・ 類の切込 （ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽは除く）

※3種1号 溶融 紛体状 排水層 ・軽量骨材 （ 層の厚さ ： ） 埋込形分電盤、 補強を要するもの

3 植込み用土 ※現場発生土の良質土 ・客土 ・板状成型品 端子盤等の型枠 補強を要しないもの

G 低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料 植込み用土 ※改良土 ・人工軽量土 上記開口部の墨出し

4 土壌改良材 ・適用する （ 施工箇所 ※図示 ） 樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等 上記開口部の補強

10 車止め 車止め用既製ｺﾝｸﾘｰﾄ W200×L600×H120 小型反射板付き ※図示 ・ ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

・バーク堆肥 G 見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等 OAﾌﾛｱｰ配線器具用

全面接着アンカー併用固定（彫込み30mm埋込み65mm以上） 使用量 : 植栽基盤面積1m2あたり ※図示 ・ 点検口 床、壁、天井

（ ・50L ・ ） （品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による 外部取付ｶﾞﾗﾘ ﾀﾞｸﾄ、ﾁｬﾝﾊﾞｰの接続用ﾌﾗﾝｼﾞを含む

有機物の含有率（乾物） : 70％ 以上 防油堤 ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸの防油堤、ﾀﾝｸ基礎

炭素窒素比（Ｃ/Ｎ比） : 35 以下 ・屋上緑化軽量システム 床下水槽のﾏﾝﾎｰﾙふた

陽イオン交換容量（乾物）: 70meq/100g 以上 樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等 ｶﾞｽ漏れ検知器

pH : 5.5～7.5 ※図示 ・ 消火栓組込み機器収納箱内配線整理用端子板

水分 : 55～65％ 見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等 湯沸室の排気ﾌｰﾄﾞ

幼植物試験の結果 : 生育阻害その他の異常が認められない ※図示 ・ 換気扇 本体

窒素全量（現物） : 0.5％ 以上 （品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による 取付枠

りん酸全量（現物） : 0.2％ 以上 流し台 本体（排水ﾄﾗｯﾌﾟ共）

加里全量（現物） : 0.1％ 以上 支柱 ・設置する （ 形式 ・図示 ・ ） 水栓

浴槽

施工箇所の土壌及び植栽する植物の性質から使用が不適な場合、及び かん水装置 ※設置する （ 種類 ・ ） 身障者用便所手摺り

調達困難な場合は監督職員と協議を行うものとする。 機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト） G 12 樹木札 樹木札図 機器付属の制御盤への電源供給配管配線

自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一 13 新植樹木、芝 ・引渡しの日から1年とする (23.5.5) 自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線

の基準に適合する原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、 及び地被類の 機器と付属操作ｽｲｯﾁ等との渡り配線

害が認められないものとする。 枯補償 機器と付属操作ｽｲｯﾁ等との渡り配管

電 機器と付属操作ｽｲｯﾁ

使用量 : 植栽基盤面積1m2あたり 気 機器と付属操作ｽｲｯﾁの埋込ﾎﾞｯｸｽ

（ ・10L ・ ） 配 煙感知器から連動制御盤を経て

有機物の含有率（乾物） : 35％ 以上 管 防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰ及び排煙口に至る配管配線

炭素窒素比（C/N比） : 20以下 配 小便器用節水装置制御盤以降の配管配線

pH : 8.5 以下 線 自動ﾄﾞｱ及び電動ｼｬｯﾀなどの制御部への電源供給

水分 : 50％ 以下 自動ﾄﾞｱ及び電動ｼｬｯﾀなどの制御部と

窒素全量（現物） : 0.8％ 以上 操作ｽｲｯﾁ間の配管配線及び操作ｽｲｯﾁ

りん酸全量（現物） : 1.0％ 以上 防火扉ﾚﾘｰｽﾞ

アルカリ分（現物） : 15％ 以下　(ただし、土壌の酸度 電極棒

を矯正する目的で使用する場合は 配線ﾋﾟｯﾄ及びふた

この限りではない） 別途機器などへの接続

ｼｽﾃﾑ天井 ﾎﾞｰﾄﾞ・Ｔﾊﾞｰ

施工箇所の土壌及び植栽する植物の性質から使用が不適な場合、及び 照明ﾗｲﾝ設備ﾌﾟﾚｰﾄ

調達困難な場合は監督職員と協議を行うものとする。 空調ﾗｲﾝ設備ﾌﾟﾚｰﾄ

電気錠 電気錠及び通電金具

5 樹木 (23.3.2) ﾃﾝｷｰ及び制御盤

※さがの樹 樹種、寸法、株立数等 ※図示 ・ 浄化槽 杭工事

土工事

・県内産苗木 樹種、寸法、株立数等 ※ ・ 基礎工事

電気工事

・上記以外の樹種、寸法、株立数等 ※ ・ 水道ﾘﾓｰﾄﾒｰﾀｰの配線

水道ﾘﾓｰﾄﾒｰﾀｰの配線の結線と調査

6 支柱 (23.3.2、3)

支柱材 ※丸太（間伐材）G ・真竹

防腐処理方法 ※加圧式防腐処理丸太材 ・

形式 ・図示 ・
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別表-2

床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 標準仕様書、6章8節に規定する床型枠鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄを対象 屋上緑化ｼｽﾃﾑ 標準仕様書、23章5節屋上緑化及び改修標準仕様書9章6節に規定する

鉄骨柱下無収縮ﾓﾙﾀﾙ 標準仕様書、7章2節に規定する無収縮ﾓﾙﾀﾙを対象 屋上緑化改修工事を主とし、区分は下記による

無収縮ｸﾞﾗｳﾄ材 改修標準仕様書、8章2節に規定する無収縮ｸﾞﾗｳﾄ材とし、 ① 屋上緑化ｼｽﾃﾑ(板状成形品ﾀｲﾌﾟ)

ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形及び現場調合形を対象 ② 屋上緑化軽量ｼｽﾃﾑ

乾式保護材(防水立上部) 標準仕様書、9章2節に規定する乾式保護材を対象 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 一般庁舎の屋上に単体で設置するもので、ｶﾞﾗｽ等を採光部に用いた小規模の

既製調合ﾓﾙﾀﾙ(ﾀｲﾙ工事用) 標準仕様書、11章2節に規定する既製調合ﾓﾙﾀﾙを対象 既製金属部材による製品(開口部は最大2,000mm角または、長辺が3,000mm以下

既製調合目地材 標準仕様書、11章2節に規定する既製調合目地材とし、 のもの)とし30分以上の耐火性能を有するものを対象

主として外装用を対象 また、耐火性の無い、透光性の合成樹脂系成形ﾄﾞｰﾑ等を持つ製品であっても、

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ 標準仕様書、13章5節に規定するﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝとし、ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち込みﾀｲﾌﾟを対象 下部に網入りｶﾞﾗｽを用い、30分以上の耐火性能を有するものは対象

吸水調整材(ﾓﾙﾀﾙ用) 標準仕様書、15章3節に規定する吸水調整材を対象 ただし、大型のｱﾄﾘｳﾑや、特別の形状を持つ特注品及び上部に人が乗ることを

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 標準仕様書、16章2節に規定するｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具とし、一般的なﾋﾞﾙ用 想定したものは対象外

建具を対象 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 改修標準仕様書、4章2節に規定するﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを対象

新たに形材を製作するものや金属ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ及び防音ｻｯｼは対象外 鋳鉄製ふた 公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)の当該事項に規定する

但し、断熱ｻｯｼについては③(C種におけるH-3以上)を対象 (ﾏﾝﾎｰﾙふた、弁桝ふた) ﾏﾝﾎｰﾙふた・弁桝ふたを対象

① 70-200-8-35 (A種）

② 70-240-8-35 (B種）

③ 100-280-2-50 (C種）

鋼製建具 標準仕様書、16章4節に規定する鋼製建具(標準型鋼製建具を含む)

を対象とし、建具の分類は下記による

① 鋼製建具(簡易気密型を除く)

② 鋼製建具(簡易気密型)

鋼製軽量建具 標準仕様書、16章5節に規定する鋼製軽量建具（標準型鋼製軽量建具

を含む)を対象とし、建具の分類は下記による

① 鋼製軽量建具(簡易気密型を除く)

② 鋼製軽量建具(簡易気密型)

鋼製軽量建具 標準仕様書、16章5節に規定する鋼製軽量建具（標準型鋼製軽量建具

を含む)を対象とし、建具の分類は下記による

① 鋼製軽量建具(簡易気密型を除く)

② 鋼製軽量建具(簡易気密型)

ｽﾃﾝﾚｽ製建具 標準仕様書、16章6節に規定するｽﾃﾝﾚｽ製建具を対象とし、筒易気密型は対象外

錠前類 標準仕様書、16章8節に規定する錠前類及び標準型建具用のﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

を対象とし、下記による

① ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠(ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠) 標準型建具用を含む

            (ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ) 標準型建具用を含む

② ｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠

ｸﾛｰｻﾞｰ類 標準仕様書、16章8節に規定するｸﾛｰｻﾞｰ類を対象とし、下記による

① ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ(標準型建具用を含む)

② ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ

③ ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ

自動ﾄﾞｱ機構 標準仕様書、16章9節に規定する自動ﾄﾞｱ開閉装置(引き戸用)を対象

とし、分類は湯沸室のフードの配管工事下記による

自閉式上吊り引戸機構 標準仕様書、16章10節に規定する自閉式上吊り引戸装置とし、主として

(手動開き式) 身体障がい者等が使用する一般庁舎等の事務室の出入口、屋内用、

屋外用の身体障がい者用便 所の出入口を対象

重量ｼｬｯﾀｰ 標準仕様害、16章11節に規定する重量ｼｬｯﾀｰを対象とし、種類は下記による

① 用途による種類：管理用ｼｬｯﾀｰ、外壁用防火ｼｬｯﾀｰ、屋内用防火ｼｬｯﾀｰ

   を対象とし防炎ｼｬｯﾀｰは対象外

② 開閉機能による種類：上部電動式(手動併用)及び上部手動式を対象

③ ｽﾗｯﾄの形式による種類：ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形を対象とし、ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

   は対象外

軽量ｼｬｯﾀｰ 標準仕様書、16章12節に規定する軽量ｼｬｯﾀｰを対象とし、開閉形式による

種類は上部電動式(手動併用)、手動式を対象

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ標準仕様書、16章13節に規定するｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱを対象とし、

JIS A 4715「ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ構成部材」による種類は下記による。

① ｾｸｼｮﾝ材料による区分：ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ、ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ、ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟを対象

② 開閉方式による区分：ﾊﾞﾗﾝｽ式、ﾁｪｰﾝ式、電動式を対象

③ 強さによる区分：強さの区分50、75、100、125を対象

④ 収納形式による区分：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形、ﾛｰﾍｯﾄﾞ形、ﾊｲﾘﾌﾄ形、ﾊﾞｰﾁｶﾙ形を対象

防水剤 標準仕様書、15章3節に規定する建具廻り等に使用するﾓﾙﾀﾙに

混入する防水剤を対象

現場発泡断熱材 標準仕様書、19章9節に規定する現場発泡断熱材でノンフロンを対象

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ 標準仕様書、20章2節に規定するﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱとし、使用用途は一般庁舎等の

高さ600㎜以下を対象とし、分類は下記による

① 3000N

② 5000N

可動間仕切 可動間仕切標準仕様書、20章2節に規定する可動間仕切を対象とし

国土交通省大臣認定の「耐火構造間仕切」及び構造形式の空間の

仕切り方のうち床置き形は対象外

移動間仕切(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ) 標準仕様書、20章2節に規定する移動間仕切を対象とし、使用用途は

主として一般庁舎用を対象

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 標準仕様書、20章2節に規定するﾄｲﾚﾌﾞｰｽを対象とし、使用用途は

主として一般庁舎用を対象

煙突用ﾗｲﾆﾝｸﾞ材 標準仕様書、20章2節に規定する煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材とし、

ｺﾝｸﾘｰﾄ打込みを対象

天井点検口 標準仕様書、14章4節に規定する軽量鉄骨天井下地等に

取付ける天井点検口を対象

また外部軒天井に使用する場合は、その対応が可能なものを対象とする

床点検口 一般庁舎等の屋内及び外部玄関ﾎﾟｰﾁ部分の歩行用としｺﾝｸﾘｰﾄ床ｽﾗﾌﾞ用を

対象とし、寸法は600角程度までとする

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 標準仕様書、21章2節に規定するものとし、一般庁舎の構内に使用する

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞとしている。材質、用途による分類は下記による

① 材質による分類：鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ、ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞを対象とする

② 用途による種類：溝ふた(横断用、側溝用)、ますふた用、かさあげ用、

   U字側溝を対象とし、大ｽﾊﾟﾝ用及び荷重種別T-25用並びに床板用は対象外

品目 対象材料名 品目 対象材料名

共通事項
  A

      13
図
面
名

特記仕様書（建築新営）その１３ 設
計 令和　　年　　月　　日

　一級建築士 登録 第            号

工
事
名

金立特別支援学校教室棟整備事業 縮
尺

A1： -
A3： - 佐賀県県土整備部建築住宅課

図
番
号



10,730mm

登下校想定時間

工事車両の出入りを避けること
8:00～9:30、15:00～16:00は

登下校想定時間

工事車両の出入りを避けること
8:00～9:30、15:00～16:00は

■ 特記事項

１．朝夕は送迎車両が多く出入りするため、工事関係車両の出入りは極力その時間帯を避けること。

２．学校敷地内では、常に就学児が通行しているので管理者と事前協議を行い、十分な安全対策を講じること。

３．現場へ工事関係車両を出入りさせる場合は、必ず出入口に待機させている交通誘導員に誘導させること。

４．近隣への騒音、振動及び粉塵対策には十分配慮し、必要な措置を行うこと。高騒音工事は事前協議を行うこと。

　　釘、ビス、がれき(コンクリートくず)、鉄くず等の撤去・清掃を行うこと。

７．グランドは工事完了時に現状復旧を行うこと。

　　事故防止マニュアル」に基づき必要な措置をとること。

６．工事現場周辺の架空線、埋設物等については工事着手前に現状調査を行い、「地下埋設物架空線等上空施設の

　　安全管理上、適切な位置に移動して車両や歩行者を誘導する事。

５．大型車両や反復車両が多い時及び敷地内の歩行者動線と交錯する部分などは、必要に応じて交通誘導員を

1,000

1,000

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

A

配置図・付近見取図

金立特別支援学校教室棟整備事業
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受
水
槽

庫ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ

機械室

管理教室棟

重度教室棟

軽度教室棟

特別教室棟

中庭

中庭

調整地

プール

合併処理槽

No30

倉庫

小学部

渡り廊下

渡廊下１（開放）

管理教室

倉庫

自転車置場

教室棟

小学部

特別教室棟特別教室棟

スクールバス発着所

屋外渡り廊下

特別教室棟

特別教室棟

教室棟

中学部

畑地

駐車場

中庭

宅地

宅地

宅地

畑地

宅地

宅地 道

ネットフェンス

ﾌｪﾝｽ ﾌ
ｪﾝ

ｽ

水
路

畑畑

低木低木 低木 低木

畑畑畑畑

民間学校地

寄宿舎棟

児童クラブ

トイレ

渡廊下3

渡廊下2

ボイラー室

屋内運動場　

置場ｺﾞﾐ

駐車場

渡廊下4

会議室棟

今回計画建物

屋外通路

渡り廊下

駐車場

宅地

グランド

ﾌ
ｪﾝ

ｽ

ﾌｪﾝｽ

ﾌｪﾝｽ

敷地境界線

敷
地

境
界

線

道
路
教

境
界

線
（

敷
地

境
界

線

15
,7

00
）

水路・道

ネットフェンスH=1,200

敷
地
境
界
線

敷地境界線
市道　 6154 13号線）（川久保

5
6
,
1
0
0
）

高等部

教室棟

渡り廊下

資材置場

道

ﾌｪﾝｽ

倉庫

作業場

プロパン庫

（小川東古賀線）

1 号道路142条 項

市道
幅員6135

既
存

フ
ェ

ン
ス

ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾝﾄﾞ

隣
地

境
界

線

敷地境界線

道路境界線（151.500）

通路

敷
地

境
界

線

敷地境界線

道
路

教
境

界
線

（

敷
地
境

界
線

現場事務所

既存門扉(ゲートとして流用)

工事関係者
駐車スペース

第二種低層住宅専用地域

㎡

㎡

㎡

28,238.00

27,180.00

1,058.00

第二種低層住宅専用地域範囲を示す。

敷地面積：

指定なし地域
金立特別支援学校入口

大和町大字久池井

佐賀市金立町大字金立 2番地2339

銚子塚古墳

金立町大字金立

主要地方道佐賀川久保鳥栖線

佐賀整肢学園前

佐賀県立金立特別支援学校

N

宅地

宅地

2

2,000

±０

2,
00
0

±０

9
,
9
5
0

5,
00

0

7,712

8
0
0
0

－２００

14,000

17,600

敷地内通路±０ W=3.0m

S

－３００

8,085

畑地

－３００

－３００

4
,
8
8
0

　（但し、申請地には接道していない）
項道路※

±０

±０

±０

±０

H=1,800

±０

－２００

２項道路※

　（但し、申請地には接道していない）

UP

－９００

畑地

畑地

－３００

H=1,200
H=500

＋５００

±０

N

W E

S

±０

13
,8

4
0

－１００

今回計画建物

■ 凡例

工事関係車両動線

生徒動線

仕　様名　称 期　間記　号

ｍ単管支柱＋成形鋼板 H=2.0m仮囲い(Ａ)Ａ

ｍＢ 仮囲い(Ｂ) プラスチックフェンス H=1.2m(ウェイト共)

Ｃ 仮囲い(Ｃ)

仮設鉄板敷

既存メッシュフェンスH=2.0mに白シート張り

1524×6096×t=22

ｍ

人交通誘導員Ｂ交通誘導員

■ 指定仮設　凡例

240日

240日

240日

180日

1人×180日 180

25.6

47.0

㎡260.0

119.0

数　量

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/500

A3：1/1000

生徒動線

生徒動線

生
徒
動

線

生
徒
動

線



1
,
2
1
5

1,665

530

1,665

3,000 120

2
,
8
6
5

5
2
02
5
0
5
0

9
1
0

5
0

1
,
3
1
5

2
,
9
5
0

9
0
0

2
3
0

8
0
0

2
3
0

4,840 1,970 2,090

Ａ

名　　称 仕　　様 対　　応

Ｊ

Ｋ

記号

雨水枡

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

側溝

落蓋式溜桝 呼び名500 撤去・処分(グレーチング蓋 共)

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

NSK型-2型 呼び名300

名　　称 仕　　様 対　　応記号

■ 撤去物リスト

撤去・処分(コンクリート蓋 共)
切断 共

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

[AC]

[
A
C
]

[
A
C
]

[AC]

[AC]

[AC]

[
A
C
]

Ｃ 手すり

手すり

スチール製 H=800

ステンレス製 H=900

メッシュフェンス

メッシュフェンス支柱

PCフェンス W1850×H1500

メッシュフェンス扉用支柱 PCフェンス用 H=2200　基礎:300角

メッシュフェンス扉 PCフェンス用 W2000×H1450

PCフェンス用 H=1500　基礎:180角

撤去・処分(切断・土間補修 共)

撤去・処分(切断・土間補修 共)

撤去・処分(基礎 共)

撤去・処分

撤去・処分

H=240程度
撤去・処分(モルタル 共)
撤去部補修 共

通路コンクリート土間

※ 詳細図参照 撤去・処分(屋根・躯体・基礎 共)

モルタル面カッター入れ

開放型渡り廊下

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｉ
Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｃ Ｃ Ｄ

ＩＩ

撤去・処分(基礎 共)

Ｋ

±0 -95

-350

-560

±0

KBM -85

-85

-390
-430 -440

-440

-480

-510 -540

-590

-580

-365

-40
旧寄宿舎FL

-40
旧寄宿舎FL

-455

※ -***

-235

-500

-500

-500

現況地盤レベルを示す。

既存アスファルト舗装 撤去

-250

-600

アスファルト カッター入れ

ス
ロ

ー
プ

（既存）

（既存）

屋外トイレ

体育館棟

（解体）

（既存）

機械室棟

（既存）

会議室棟

（既存）

分校舎棟

旧寄宿舎棟

▽門柱芯

▽
渡

り
廊

下
柱

面

グラウンド

A

現況部分配置図
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フラッグポール

開
放
型
渡
り
廊
下
４(

既
存)

既存側溝

既
存
側
溝

開放型渡り廊下３(既存)

公
有
水
面

既存側溝

既
存
側
溝

隣
地

境
界

線

隣
地
境
界
線

上部庇ライン
(既存)

上部庇ライン
(既存)

上部庇ライン
(既存)

既存フェンス

上部庇ライン
(既存)

2,700 100450350

南立面図Ａ－Ａ断面図

開放型渡り廊下(撤去)　詳細図　S=1/50

※ 鉄骨部は切断後、錆止めにて補修を行うこと

※ 撤去範囲に含むものは全て撤去とする(基礎共)

東立面図 北立面図

スロープ通路(撤去)　詳細図　S=1/50

撤去範囲

竪樋φ75

△
柱

面

竪樋
(既存のまま)

軒樋：
塩ビ製丸樋W120

ブレースφ16

Ａ

Ａ

撤去範囲

カッター入れ

φ16
φ40

カッター入れ
φ40

φ16
φ40φ16

切断(モルタル補修共)

屋根：大波スレート
　　　※アスベスト含有(レベル３)

腰壁：サイディング
　　　※アスベスト含有(レベル３)

梁:2C-100x50x20x3.2

梁:2C-100x50x20x3.2

C-100x50x20x3.2

C-100x50x20x2.3

C-200x75x20x3.2

柱:□-100x100x3.2

□-100x50x2.3

汚

汚

汚

汚 汚

汚

汚汚

N

W E

S

▲

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/100

A3：1/200
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庇
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幅

≦
1
0
0
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,
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6

5
,
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3

3,
00
0

2,70011.7

1
0
,
4
9
6

5
,
0
0
0

5
,
2
4
8

35,400

5,000

3,000

庇重ね幅≦100

ク
リ

ア
≧

1
0
0

4,480

5
,
4
7
3

5
,
1
0
0

4,
85
0

5,
00
0

±0 -95

-350

-560

-580

-500

±0

KBM -85

-85

-85

-105

-85

-310

-500

-85

-500

-85

-480

-140

-500

-600

-550

-380

-380 -380 -380 -500

※ -*** 計画仕上レベルを示す。

ス
ロ

ー
プ

ス
ロ

ー
プ

(
1
/
1
4
.
5
)

ス
ロ

ー
プ

(
1
/
1
5
)

（既存）

（既存）

屋外トイレ

体育館棟

グラウンド

会議室棟

（既存）

今回計画建物

1FL=設計GL+435

設計GL=KBM-500

(準耐火建築物)

(その他建築物)

（既存）

機械室棟

(その他建築物)

※法2条第6号ただし書きイに
　該当する附属建築物

この面に開口部無し

(その他建築物)

(その他建築物)

（既存）

分校舎棟

A

部分配置図
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フラッグポール

フ
ェ

ン
ス

既
存
側
溝

開
放
型
渡
り
廊
下
４(

既
存)

開放型渡り廊下３(既存)

隣
地

境
界
線

既存側溝

公
有
水
面

植　

栽　

帯

植　

栽　

帯

既
存
側
溝

新
規
側
溝

新規側溝

新規側溝

5
m
延

焼
ラ

イ
ン

5m延焼ライン

建物中心ライン

3m延焼ライン

建
物

中
心

ラ
イ

ン

3
m
延

焼
ラ

イ
ン

隣
地

境
界

線

隣
地
境
界
線

3m
延
焼
ラ
イ
ン

5m
延
焼
ラ
イ
ン

上部庇ライン

上部庇ライン
(既存)

上部庇ライン
(既存)

上部庇ライン
(既存)

上部庇ライン
(既存)

既存フェンス
H=1000

既存フェンス
H=2000

既存フェンス
H=1500

上部庇ライン

Y1

Y11

ポーチ

ポーチ

X1 X25

テラス ▲

N

W E

S

▲

▲

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/100

A3：1/200
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建物概要・建物求積図 17

テラス

本体

テラス

本体

階段

庇１

本体

(申請建物)

<建築面積>

(テラス)

合  計

<延床面積>

(申請建物)

合  計

16.470×35.370+24.300ｘ1.800

0.580×3.300

9.720×1.500

1.100×9.900

1.800×35.100

16.470×35.370

(庇１)

(階段)

(本体)

(庇２)

=  14.58

=  10.89

= 582.54

=  63.18

=   1.914

= 673.10　㎡

(１Ｆ)

(２Ｆ)

=   626.28　㎡

10.170×35.370+6.300×7.470 =   406.77　㎡

= 1,033.05　㎡

最高高さ

軒高

建築面積

延べ面積

主要用途

構造

階数

防火対象物種別

特殊建築物種別

耐火建築物種別

基礎種別

工事種別

□耐火建築物

２階

■準耐火建築物（ロ－２）

□その他建築物

消防法施行令　別表第一（6）項二

建築基準法　別表第一（三）

■直接基礎　　□杭基礎

鉄骨造

特別支援学校

新築

屋根

外壁

開口部

外部巾木

工法等

仕上

材料

シーリング

笠木

窓

断熱材

鼻隠し

形状

材料

ケラバ包み

軒裏

小屋裏断熱材

出入口

タイトフレーム

上葺き材：塗装ガルバリウム鋼板 （■ｔ＝０．６　□ｔ＝０．８）

裏貼り　□有(オレフィン樹脂系フォームt=4)　■無

下葺き材：ガルバリウム鋼板素地

裏貼り　□有（オレフィン樹脂系フォームｔ＝４）　■無

（■ｔ＝０．６　□ｔ＝０．８）

グラスウール１０ｋｇ／ｍ３　ｔ＝１００

溶融亜鉛めっき鋼板ｔ＝２．３（■ビス止め　□溶接）

■有（塗装ガルバリウム鋼板■ｔ＝０．６□ｔ＝１．５)　□無

□有（塗装ガルバリウム鋼板　Ｈ＝４５０　既製品）　　　　　■無

折板裏面表し　（裏貼材なし）

ＧＷｔ＝５０（２４ｋｇ／ｍ３）

窯業系サイディングｔ＝１６（ヨコ張り）

メーカー仕様

透湿防水シート張り、金物留め通気工法現場ヨコ張り

■変成シリコーンシーリング（窯業系外壁材専用品）

□変成シリコーンシーリング（窯業系外壁材専用品　高耐候性タイプ）

■有（アルミ既製品）　□無

アルミサッシ引違い窓（YKK　ＥＸＩＭＡ３１，ＢＧＥ３１同等）

アルミサッシFIX窓（YKK　ＥＸＩＭＡ３１同等）

アルミサッシハンガー戸、引き違い戸

ＳＵＳ製自動ドア+両袖FIX

スチール製ハンガー戸

スチール製両開き戸

コンクリート打放し補修　目地シーリング

□有（アルミ製深型ベンドキャップ１５０φ防虫網，水切付）　■無

　8.313

　7.288

ｍ

ｍ

㎡

㎡

673.10

樋

内階段

軒樋

竪樋

樋受金物

手摺

躯体

床下地

躯体仕上

床材

躯体

塩ビ製　□前上り１３５型　■前上り１６５限@□は採

■ＳＵＳ製　□アルミ製

鋼製　

■コンクリートｔ＝４０

■アルミ製塩ビ被覆　□木製　□無

鋼製（手摺付）

チェッカープレート　ｔ＝４．５

□有(　　　　　　　　　　　　　　)　■無

部位

外壁（一般部）

要求条件

準不燃材料以上

計画仕様

窯業系サイディング

認定番号など

ＱＭ-０９４４同等メーカー仕様

外壁（延焼の恐れのある部分）　防火構造 窯業系サイディング＋室内側ＧＢ－Ｒ９．５以上 ＰＣ０３０ＢＥ－９２０２同等

メーカー仕様

2階床 ■Ａ仕様

□Ｂ仕様

準耐火構造等

準耐火構造等

デッキプレート＋コンクリート

デッキプレート＋コンクリート　吹付ﾛｯｸｳｰﾙt=15

Ｈ１２告示第１４００号

ＦＰ０６０ＦＬ－９１２８

屋根
□Ａ仕様

■Ｂ仕様

不燃材料

不燃材料 折板二重葺き＋グラスウールｔ＝１００

折板葺き＋オレフィン樹脂系フォームｔ＝４ 塗装有：ＮＭ－4617（1）塗装無：ＮＭ－4617（2）

Ｈ１２告示第１４００号,ＮＭ－８６９７

ＮＭ－８６９７

Ｈ１２告示第１４０１号

Ｈ１２告示第１４００号

防火上主要な間仕切壁

建物概要 各部仕様
・本仕様の中で選択式の項目は、■を採用して　□は採用しない。

準耐火建築物（ロ－２）認定番号

防火上主要な間仕切壁（耐火構造・準耐火構造）認定番号

カラーＶＰ　■７５φ　□１００φ

小屋裏換気口

ハゼ式折板二重葺き　Ｈ＝８５～９１

庇2

庇1

仕様・寸法

商品名称

床材

材質・寸法

屋根

樋

先端仕様
□化粧樋　■化粧材(樋なし)　

竪樋45角樹脂製

鋼製　D=1580　　　

ボルト式折版t=0.5Ｈ＝88　（ガルバリウム鋼板）（軒天：折版表し）

無し

片持式アルミ製既製品　Ｄ＝2100（Ｄは胴縁芯からの寸法)（吊り材有）

土間コンクリート金ごて

□ＡＤ－１　□ＡＤ－２－２　■ＡＤ－Ｒ　（㈱共和アルフィン既製品同等）

上屋

避難器具

■溶融亜鉛めっき素地　□ウレタン樹脂塗装

垂直式救助袋

外階段

手摺 ＳＵＳ製（既製品）

テラス

スロープ

床材

躯体

躯体仕上

屋根

床材

手摺

土間コンクリート刷毛引き

ＳＵＳ製（既製品）

鋼製　

ハゼ式折板（塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝０．６)（タイトフレームビス止め）

■溶融亜鉛めっき素地　□ウレタン樹脂塗装

土間コンクリート金ごて

手摺

グレーチング

ＳＵＳ製（既製品）

ノンスリップグレーチング（樹脂製）

ポーチ1、2、3

建物求積図

軒裏

柱・梁

階段

不燃材料

不燃材料

準不燃材料以上

屋根材表し

鉄骨

鉄骨

（延焼の恐れのある部分）開口部 要求条件:防火設備

■引違い窓

■ＳＵＳ製自動ドア+両袖FIX

■スチール製片引きハンガー戸

■スチール製両開き戸

EB-2878-3同等

H12告示第1360号

H12告示第1360号

H12告示第1360号

YKK　ＢＧＥ３１同等

ＧＢ－Ｒ１２．５＋９．５　両面貼

ＧＢ－Ｆ２１＋２１　片面貼（階段部）

準耐火構造４５分

耐火構造６０分

■Ａ仕様

□Ｂ仕様

（令114条区画）

部位 要求条件 計画仕様 認定番号など

Ｈ１２建告第１３５８号

ＦＰ０６０ＮＰ－０００７

1,033.05

規格、モジュール、部材の形状、材質、機材等は、図面中の仕様・仕上としているが、関係法令に適合し、建物の安全性能や諸室の機能性等が本設計と同等以上であれば県と協議の上、各メーカー仕様によることができる

庇２

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/200

A3：1/400

建築面積求積図　Ｓ＝１／２００

１階床面積求積図　Ｓ＝１／２００

２階床面積求積図　Ｓ＝１／２００
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地盤算定図 18

Ｎ

Ｗ Ｅ

Ｓ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ａ
Ｌ

ＫＪ

ＨＩ

Ａ
Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ
Ｇ

Ａ

Ｋ

Ｊ ＬＨ ＩＧ

1FL±0

1FL±0

1FL±0

地盤面＝1FL-427

Ｂ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｅ Ｆ

Ｆ Ｇ

Ｇ Ｈ

Ｈ Ｉ

Ｉ Ｊ

Ｊ Ｋ

Ｋ Ｌ

Ｌ

-0.535 -0.435

-0.435

-0.435

-0.315

-0.315

-0.435

-0.435

-0.435

-0.535

-0.315

-0.361

-0.361

16.470

1.800

1.800

1.500

1.500

35.100

9.720

0.135

0.135

6.435

0.315

35.370

小計　110.280

-0.435

-0.435

-0.435

-0.315

-0.315

-0.315

-0.435

-0.435

-0.435

-0.361

-0.361

番号 底辺 高さ 倍面積

倍面積合計

面積合計

-26.3250

-1.1340

-1.3050

-0.1174

-1.5660

-15.9759

-0.0850

-4.3500

-1.083

-7.73712

-0.2740

-34.3089

-94.2615

-47.1307

　　周長　＝　110.280m

　　　　　＝　-0.427

地盤面　＝　1FL-427mm

　地盤面　＝　-47.1307/110.280

-315 -435

-435

-535-435

-435

-361 -361

-315

-〇〇〇 1FL±0からの地盤高さを示す（建物廻り）

凡例

階段

本体

テラス

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/150

A3：1/300

地盤面算定図　 S=1/150
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室内仕上表 19

床 壁　（外壁側） 壁　（間仕切壁） 【軸組：LGS】 天　　井 【軸組：LGS】
備　　考

【軸組：LGS】

面台（ポストフォーム）、鏡

面台（ポストフォーム）、鏡

階段：手摺、ノンスリップ

室　　　名

ホール

廊下

脱衣室

女子便所

男子便所

階段下物入

廊下

脱衣室

女子便所

男子便所

階段室

教室1～6

教室7～12

カームダウン室

作業室B

作業室A

作業室C

倉庫

玄関

床　高

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

ＦＬ±０

天井高さ

２７００

２７００

２７００

２７００

２７００

２７００

２７００

-

２７００

２７００

２７００

２７００

２５００

２５００

２５００

２５００

２５００

２５００

２５００

下　　地

モルタル下地

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

Ａ

Ａ＋ネダフォームt=50

Ｂ＋ネダフォームt=40

合板t=9+4

仕　　上

磁器質300角タイル

同上

同上

防滑性ビニル床シート t=2

同上

同上

長尺塩ビシート t=2

長尺塩ビシート t=2

長尺塩ビシート t=2

単層フローリング t=12

同上

防滑性ビニル床シート t=2

同上

同上

防滑性長尺塩ビシート t=2

下　　地

同上

同上

同上

同上

ＧＢ－ＮＳ１２．５

同上

同上

ＧＢ－Ｒ１２．５

同上

ＧＢ－ＮＳ１２．５

-

ＧＢ－Ｒ１２．５

同上

同上

同上

同上

ＧＢ－ＮＳ１２．５

ＧＢ－ＮＳ１２．５

ＧＢ－Ｒ１２．５

仕　　上

腰壁:杉板H=900

ビニルクロス

ビニルクロス

同上

ビニルクロス

（32㎏/m3 t=25）

ビニルクロス

ガラスクロスボード

同上

腰壁:杉板H=900

ＧＢ－Ｄ１２．５（壁）

ビニルクロス

同上

ビニルクロス

ビニルクロス

同上

同上

同上

同上

同上

同上

腰壁:杉板H=900

ビニルクロス

配管パック部:不燃メラミン化粧板t=3(木目調)　構造用合板下地

配管パック部:不燃メラミン化粧板t=3(木目調)　構造用合板下地

巾　木

-

100角タイル

H=100

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

VB

同上

同上

同上

ｼｰﾄ立上H=100

ｼｰﾄ立上H=100

ＧＷ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

下　　地

ＧＢ－ＮＳ１２．５

-

ＧＢ－ＮＳ１２．５

ＧＢ－Ｒ１２．５

ＧＢ－Ｒ９．５

ＧＢ－Ｒ１２．５

ＧＢ－Ｒ１２．５

ＧＢ－Ｒ９．５

ＧＢ－Ｒ１２．５

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

仕　　上

ビニルクロス

ビニルクロス

ビニルクロス

ビニルクロス

ビニルクロス

ビニルクロス

（32㎏/m3 t=25）

ガラスクロスボード

ＧＢ－Ｄ１２．５（壁）

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

腰壁:杉板H=900

腰壁:杉板H=900

腰壁:杉板H=900

同上

腰壁:杉板H=900

巾　木

100角タイル

H=100

VB

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

-

ｼｰﾄ立上H=100

ｼｰﾄ立上H=100

ＧＷ

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

■

■

■

■

■

■

下　　地

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

仕　　上

ＧＢ－Ｄ９．５（天井）

ＧＢ－Ｄ９．５（天井）

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

階段裏表し(ＥＰ塗装)

廻　縁

塩ビ製

-

塩ビ製

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

ＧＷ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

床見切り材SUS、防護柵、ピクチャーレール

面台（ポストフォーム）、鏡、小便器下部：汚垂石タイル

階

１階

共通

２階

ＧＢ－Ｒ９．５

ＧＢ－Ｒ１２．５・１５

ＧＢ－Ｄ９．５（壁）

ＧＢ－Ｓ９．５・１２．５

ＧＢ－ＮＳ１２．５

ＧＢ－Ｄ９．５（天井）

ＧＢ－Ｄ１２．５（壁）

ＧＢ－ＮＣ９．５（天井）

ＧＢ－Ｆ１２．５・１５・２１

化粧せっこうボード

化粧せっこうボード

強化せっこうボード

せっこうボード

せっこうボード

化粧せっこうボード

不燃積層せっこうボード

シージングせっこうボード（準不燃）

シージングせっこうボード（不燃）

ＱＭ－９８２８

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８６１５

ＱＭ－９８２４

ＮＭ－０１２８

ＱＭ－０８９８

ＮＭ－９６３９

ＱＭ－０５２４

ＮＭ－１８６４

ケイカル板

化粧ケイカル板

ビニルクロス

ビニルクロス（不燃）

ＧＢ－ＮＣ９．５（壁）

ＧＢ－Ｈ９．５・１２．５・１５

ＤＲ９・１２

ＳＯＰ・ＥＰなど

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

塗装

不燃積層せっこうボード

硬質せっこうボード

ロックウール化粧吸音板

けい酸カルシウム板

化粧けい酸カルシウム板

ビニルクロス

不燃壁紙

吸音用あなあきせっこうボード

ＮＭ－０４４１

ＱＭ－９８２７

ＮＭ－９６４５

ＮＭ－８５９９

ＮＭ－８５７８（≧ｔ＝５）

ＮＭ－８５７９（≧ｔ＝６）

ＱＭ－９４０５

ＮＭ－９８９９

ＮＭ－８５８５

グラスウール

合成樹脂調合ペイント塗り

合成樹脂調合エマルジョンペイント塗り

つや有合成樹脂エマルジョンペイント塗り

ビニル巾木　H＝60

木製巾木　15×45

フタル酸樹脂エナメル塗り

水性ウレタンクリア塗り

ＶＢ

ＷＢ

ＧＷ

ＳＯＰ

ＥＰ－Ｇ

ＦＥ

ＥＰ

UC

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

共通事項

土間コンクリート金鏝押え

+デッキプレート日鉄ＥＺ５０（ＥＣＯ６０）

コンクリート山上t=60金鏝押え Ｈ１２告示第１４００号

＋ポリスチレンフォームｔ＝２０

＋デッキプレート

コンパネｔ＝１２

＋ポリスチレンフォームｔ＝２０

＋木毛セメント板ｔ＝２０

＋デッキプレート

硬質木片セメント板t＝１２

認定番号種類略号種類略号認定番号種類略号認定番号種類略号

複合下地の略号・種類・認定番号内部仕上の略号・種類・認定番号（参考）

室内仕上表

同上

同上

防振マットt=4＋合板t=12

Ｂ＋ネダフォームt=50

防振マットt=4＋合板t=12

長尺塩ビシートt=2

単層フローリングt=12

単層フローリングt=12

一部腰上：シナ合板下地＋掲示クロス貼

一部腰上：シナ合板下地＋掲示クロス貼

上下ホワイトボード、面台（ポストフォーム）

上下ホワイトボード、面台（ポストフォーム）

面台（ポストフォーム）、鏡、小便器下部：汚垂石タイル

手洗い、面台（ポストフォーム）、鏡、平面ホワイトボード

手洗い、面台（ポストフォーム）、鏡、平面ホワイトボード

ユニットシャワー（US0812）、洗濯パン（2ケ）

ユニットシャワー（US0812）、洗濯パン（2ケ）

ピクチャーレール

防滑性長尺塩ビシートt=2

（一部：防滑性塩ビシートt=2）

（一部：防滑性塩ビシートt=2）

（一部：防滑性塩ビシートt=2）

Ａ＋ネダフォームt=50

合板t=9+4

Ａ＋ネダフォームt=50

合板t=9+4

Ａ＋ネダフォームt=50

合板t=12

Ａ＋ネダフォームt=50

合板t=12

防振マットt=4＋合板t=12

Ｂ＋ネダフォームt=50

上下ホワイトボード、面台（ポストフォーム）

SUSシンク槽（既製品）

SUSシンク槽（既製品）

SUSシンク槽（既製品）

トイレブース、SUSシンク槽（既製品）

トイレブース、SUSシンク槽（既製品）

トイレブース、SUSシンク槽（既製品）

トイレブース、SUSシンク槽（既製品）

ｺﾞﾑ集成材+UC

H=105

ｺﾞﾑ集成材+UC

H=105

ｺﾞﾑ集成材+UC

H=105

ｺﾞﾑ集成材+UC

H=105

ｺﾞﾑ集成材+UC

H=105

ｺﾞﾑ集成材+UC

H=105

ｺﾞﾑ集成材+UC

H=105

ｺﾞﾑ集成材+UC

H=105

（US）

　（１Ｆ又は２Ｆの天井のみ）

１：ＧＷは２４ｋｇ／ｍ３品とする。

２：内装仕上は、全てＦ☆☆☆☆又は告示対象外材料にて施工する。

３：天井裏等は、全てＦ☆☆☆以上又は告示対象外材料にて施工する。

５：ライニング壁下地は、ＧＢ二重貼り使用の場合は片側を

４：石綿及びクロルピリホスは使用しない。

６：間仕切壁にＧＷを入れる場合は、天井まで充填とする。

７：天井仕上で一般と異なる重量のある天井下地は強度計算書を提出する。

８：ネダフォーム下は調整代を見込む。

　　よって、使用面積（令第２０条の７）の制限を受けない。

　　コンパネとしてよい。

　　ＧＢ－Ｒ１２．５を二重張りとする。

　　カーテンBOX、カーテンレール（シングル）を設置。

10：教室、作業室Ａ、作業室Ｂ、作業室Ｃ、カームダウン室、相談室は、

９：延焼ラインの外壁防火構造範囲で、上記８により目地を設ける場合は

12：杉板H=900はUC塗装仕上げとする。

11：教室（更衣スペース）は、吊下げカーテンレール設置。

13：巾木、見切縁はＵＣ塗装とする。

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A3：1/150

A1：1/75 
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135 900 1,800 900 1,800 1,800 900 1,800 1,800 900 1,800 1,800 900 1,800 1,800 900 1,800 1,800 900 900 1,800 1,800 900 1,800 135

2,835 4,500 4,500 4,500 4,500 5,400 5,400 3,735

35,370

9
,
7
2
0

1,580 1,500

24,300

1,450

1,800

3,
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3
,
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有効1,800以上

1
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5

有
効

2
,
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以
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A金立特別支援学校教室棟整備事業

１階平面図 20

ス
ロ

ー
プ

(
1
/
1
4
.
5
)

消 消
室室室

室 室 室 室 室

室ＰＰ 室

室

外壁は防火構造範囲を示す（延焼ライン内）

防火上主要な間仕切壁を示す（令114条区画）

内部グラスウール24ｋｇ/ｍ3　ｔ＝50入りの間仕切壁を示す

消火活動上有効開口部を示す

※小屋裏又は床裏に達せしめること（詳細はA-26図参照）

パッケージ型消火栓　W750×H1400×D250

凡例

壁ブレースを示す

外部出入口を示す

法第2条第9号の2ロに規定する防火設備を示す

コーナーガード位置を示す

消火器位置を示す

平付式室名札　アクリル板　W300×H60　　1か所

平付式ピクトサイン　アクリル板　200×200　　2か所

サイン凡例

持出式室名札　アクリル板　W325×H80　　11か所

※地盤面は　1FL-427

鋼製内階段

有効巾：1400以上

蹴　上：148.86

踏　面：300

手　摺：D=100以下

鋼製外階段（手摺付）

有効巾：900以上

蹴　上：150

踏　面：260

手　摺：D=100以下

※火気使用室はなし

※消火器ボックスは壁埋込型とする

FLからの高さを示す

別途工事を示す

-315

-361

-435

-535
-435

〇〇〇〇

外部手摺：ＳＵＳ製（既製品）

手摺

手
摺

外部手摺：ＳＵＳ製（既製品）

手
摺

手摺

手
摺

手
摺

手摺

外部手摺：ＳＵＳ製（既製品）
外部手摺：ＳＵＳ製（既製品）

汚垂石タイル

手摺

既存渡り廊下

ス
ロ

ー
プ

A

B

A

B

水
勾
配

水
勾

配

水
勾
配

水
勾

配

防護柵防護柵

上部脱衣棚

消

3m延
焼
ラ
イ
ン

隣
地
境
界
線

建物中心ライン

3
m
延

焼
ラ

イ
ン

建
物

中
心

ラ
イ

ン

3m延焼ライン

棚

棚 棚

棚冷棚
冷

棚 棚 棚棚棚棚

棚棚棚棚棚棚

靴
箱

SUS床見切W30 SUS床見切W30

▽
外

階
段

面

SUS床見切W30

掃除具入 掃除具入 掃除具入 掃除具入 掃除具入掃除具入

ゴミ箱収納庫 ゴミ箱収納庫 ゴミ箱収納庫 ゴミ箱収納庫 ゴミ箱収納庫

床：防滑性塩ビシート 床：防滑性塩ビシート 床：防滑性塩ビシート 床：防滑性塩ビシート 床：防滑性塩ビシート 床：防滑性塩ビシート

床：防滑性塩ビシート床：防滑性塩ビシート

ゴミ箱収納庫

腰壁新設 H=1000
(既存合わせ)
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LSD
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LSD

22

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

室

室

Ｐ

室

AW
1

AW
2

SK

SK上部庇ライン▽

グレーチング（屋外用ノンスリップ樹脂）

グレーチング（屋外用ノンスリップ樹脂）

高/型

△
上

部
庇

ラ
イ

ン

FL±0 FL±0 FL±0

FL±0

UP

FL±0FL±0FL±0FL±0FL±0FL±0
FL±0

作業室Ｂ作業室Ｃ

女子便所 男子便所

US

玄関

ホール

廊下

階段室

階段下物入

天吊式カーテン
レール(アルミ中型)

ベ
ン

チ

ベ
ン

チ
下

足
入

下
足

入

脱衣室

▲

廊下

作業室Ａ

N

S

W E

１階平面図  S=1/75

教室１ 教室２ 教室３ 教室４ 教室５ 教室６

高/型

47.20㎡ 57.91㎡ 52.12㎡

33.00㎡33.00㎡ 33.00㎡33.00㎡ 39.60㎡39.60㎡

グレーチング（屋外用ノンスリップ樹脂）グレーチング
（屋外用ノンスリップ樹脂）

グレーチング
（屋外用ノンスリップ樹脂）

手洗い流し台 足洗い場
グレーチング
（屋外用ノンスリップ樹脂）

SUSシンク槽（既製品） SUSシンク槽（既製品）

SUSシンク槽（既製品）

SUSシンク槽（既製品）

SUSシンク槽
（既製品）

▽
胴

縁
芯

△
胴

縁
芯

△胴縁芯

▽胴縁芯

△
胴

縁
芯

△胴縁芯

▽胴縁芯

▽
胴

縁
芯

1
3

1
4

1
5

1
2

4
3

2
1

1
1

1
0

8
9

7
5

6

床・外部手摺まで建物側工事

外部手摺のみ建物側工事

既存部分

既存部分

網

網

網

▽
庇

出
寸

降下空地

FL-20

FL±0

FL±0 FL±0

FL+174

FL±0

FL±0

FL±0

SUS床見切W30

自動ドア

FL±0

FL-20

FL±0

ポーチ３

ポーチ２

ポーチ１

洗濯機パン

洗濯機パン

FL-65

テラス

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
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２階平面図 21

消消
室ＰＰ 室

室室室室室 室 室

※消火器ボックスは壁埋込型とする

サイン凡例

平付式室名札　アクリル板　W300×H60　　1か所

平付式室名札　《参考図》持出式室名札　《参考図》 1/5 1/5 1/5

平付式ピクトサイン　アクリル板　200×200　　2か所

平付式ピクトサイン　《参考図》

パッケージ型消火栓　W750×H1400×D250

コーナーガード位置を示す

消火器位置を示す

持出式室名札　アクリル板　W310×H80　　9か所

別途工事を示す
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SUSシンク槽
（既製品）

SUSシンク槽
（既製品）
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△胴縁芯

▽胴縁芯

避難器具：ハッチ式救助袋

※火気使用室はなし

壁ブレースを示す

外部出入口を示す

法第2条第9号の2ロに規定する防火設備を示す

防火上主要な間仕切壁を示す（令114条区画）

※小屋裏又は天井裏に達せしめること（詳細はA-17図参照）

内部グラスウール24ｋｇ/ｍ3　ｔ＝50入りの間仕切壁を示す

消火活動上有効開口部を示す

凡例

FLからの高さを示す

外壁は防火構造範囲を示す（延焼ライン内）

▽胴縁芯

高/型高/型

男子便所女子便所

脱衣室
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階段室
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レール(アルミ中型)

FL+174

FL±0
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２階平面図  S=1/75
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金具：アルミ型材(シルバー)

表示板：アクリル t=5(乳白色)　UV印刷

取付用皿穴 4φ

本体：アクリル樹脂(乳白) t=5　シート貼り

支持板：アクリル樹脂(乳白) t=3

支持板：アクリル樹脂(乳白) t=3+2

取付用皿穴 4φ

本体：アクリル樹脂(乳白) t=5 シート貼り
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屋根伏図 22
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竪樋：カラーVP75Φ

竪樋：カラーVP75Φ

塗装ガルバリウム鋼板t=0.6（防露材裏貼） ※屋根部分詳細図参照

※屋根部分詳細図参照

※屋根部分詳細図参照

アルミ製（既製品）

アルミ既製品

水切り下地：硬質木片セメント板t=12

塗装ガルバリウム鋼板t=0.6

水切り

(雨押え)

パラペット笠木

ケラバ包み
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屋根勾配 3/100(片流れ)

屋根勾配 3/100(片流れ)

水切り

パラペット笠木

水切り水切り

パラペット笠木

パラペット笠木水切り

ケラバ包み

屋根：ハゼ式折板二重葺きＨ＝８５～９１

水切り

水切り

パラペット笠木

ケラバ包み

水切り

水切り水切り

パラペット笠木

水切り

庇:アルミ既製品

水切り

パラペット笠木

屋根：ハゼ式折板二重葺きＨ＝８５～９１

庇１

屋根勾配 3/100(片流れ)

 屋根伏図  S=1/75

軒樋：カラー塩ビ製前上り165型

軒樋：カラー塩ビ製前上り165型
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立面図（１） 23

※外壁のタテ目地はメーカー仕様により施工すること

※外部使用の金物、ネジ、ビスは溶融亜鉛めっきまたはステンレスとする

既存渡り廊下
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立面図（２） 24

※外部使用の金物、ネジ、ビスは溶融亜鉛めっきまたはステンレスとする

※外壁のタテ目地はメーカー仕様により施工すること
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コンクリート打ち放し補修（誘発目地W＝20＠1800以内）

ハゼ式折板二重葺き

アルミ製

塗装ガルバリウム鋼板

アルミサッシ

内部丸鋼ブレース

鋼製（メッキ塗装）

鉄部（メッキ塗装）

ＳＵＳ製自動ドア、アルミ製戸、スチール製戸
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 X1通り 立面図  S=1/75
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断面図 25
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 A-A 断面図  S=1/75

 B-B 断面図  S=1/75
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階段室
カーム

ダウン室

▽窓中心

▽窓中心

Y7 Y11Y1

3/100勾配

3/100勾配

テラス

▽窓中心

防火上主要な間仕切壁を示す（令114条区画）

凡例

※小屋裏又は床裏に達せしめること（詳細はA-26図参照）
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設 計 変 更 年 月 日
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延焼の恐れのある部分：防火構造（GB-R複合）

▽水下高さ(平屋部)

▽パネル下端

小屋裏又は床裏に達せしめること（114条区画）

GB-R天井裏または床裏まで（延焼の恐れのある部分）

小屋裏又は床裏に達せしめること（114条区画）

小屋裏又は床裏に達せしめること（114条区画）

GB-R天井裏または床裏まで（延焼の恐れのある部分）

内壁:ビニルクロス

LGS65型

LGS

内壁:ビニルクロス

アルミ製カーテンBOX

回り縁:塩ビ製

回り縁:塩ビ製 回り縁:塩ビ製

アルミ製カーテンBOX

　　　　　　　　　防露材裏貼

止面戸（周囲シーリング）

水切り：塗装ガルバリウム鋼板

LSDハンガードア

軒先面戸（水切付）

ビル用アルミサッシ(引違い)

回り縁:塩ビ製

水切り

エプロン面戸

Rib-6

▽1FL

▽軒高(平屋部)

▽最高高さ

床:土間コンクリート金鏝押え

ビル用アルミサッシ(引違い)

タイトフレーム

アルミ製カーテンBOX

LGS
LGS

LGSLGS

ビル用アルミサッシ(引違い)

通気金具留め

準不燃材料以上

透湿防水シート

ビル用アルミサッシ(引違い)

▽パネル下端

▽最高高さ

△地盤面

▽1FL

▽2FL

△軒高(RSL)

▽柱上端

グラスウール24kg/m3 t=50

テラス

作業室Ｂ 廊下 教室３

教室８  廊下 

水切り（雨押え）：折板と同質、同厚

勾配3／100

床:単層フローリング t=12

グラスウール24kg/m3 t=50

屋根：ハゼ式折板二重葺き H＝85～91

水切り下地：硬質木片セメント板 t＝12

天井:GB-P t=9.5 天井:GB-P t=9.5

下地:GB-R t=12.5

床:長尺塩ビシート t=2

ネダフォーム t=50＋調整代 t=10

上葺き材：塗装ガルバリウム鋼板 t＝0.6

下葺き材：ガルバリウム鋼板素地 t＝0.6

屋根：ハゼ式折板二重葺き H＝85～91

勾配3／100

ネダフォーム t=40＋調整代 t=10ネダフォーム t=50＋調整代 t=9

床:長尺塩ビシート t=2 床:単層フローリング t=12

ネダフォーム t=40＋調整代 t=10

床:単層フローリング t=12

下地:GB-R t=12.5

　　　上葺き材：塗装ガルバリウム鋼板 t＝0.6

　　　下葺き材：ガルバリウム鋼板素地 t＝0.6

天井:GB-P t=9.5

外壁:窯業系サイディング(横貼り) t=16

すきまふさぎ鋼板 t=0.6

天井:GB-P t=9.5
天井:GB-P t=9.5

　　　断熱材：グラスウール10kg／m3 t＝100

断熱材：グラスウール10kg／m3 t＝100

ビル用アルミサッシ(引違い)

ビル用アルミサッシ(引違い)

軒樋：カラー塩ビ製前上り165型

竪樋：カラーVP75Φ

ゴム集成材 H=105＋UC

額縁：ゴム集成材＋UC

ゴム集成材 H=105＋UC

額縁：ゴム集成材＋UC

額縁:ゴム集成材＋UC

ゴム集成材 H=105＋UC ゴム集成材 H=105＋UC ゴム集成材 H=105＋UC

内壁:ビニルクロス

下地:GB-R t=12.5

グラスウール24kg/m3 t=50

LGS65型

腰:杉板（上小節） H=900（上部見切り材:ゴム集成材＋UC）

額縁:ゴム集成材＋UC

腰:杉板（上小節） H=900（上部見切り材:ゴム集成材＋UC）

額縁:ゴム集成材＋UC

腰:杉板（上小節） H=900（上部見切り材:ゴム集成材＋UC）

LGS65型

額縁:ゴム集成材＋UC

外壁：窯業系サイディング(横貼り) t=16

通気金具留め

準不燃材料以上

透湿防水シート

笠木：アルミ製（既製品）

捨て笠木：塗装ガルバリウム鋼板 t=0.3

梁・溶融亜鉛メッキ

段鼻ノンスリップタイル
W150×D60×t=8

△最低地盤面

▽最高地盤面
△ＢＰＬ下端

浅層地盤改良 H＝800防湿材：ポリエチレンシート t=0.15

断熱材：ポリスチレンフォーム t=30

軒先面戸（水切付）

軒樋：カラー塩ビ製前上り165型

竪樋：カラーVP75Φ

30

C-6 0x3 0x1 0x2 .3

(当社外工事)

※外部露出鉄部は

溶融亜鉛メッキ塗装とする

土間コンクリート金鏝押え土間コンクリート金鏝押え 土間コンクリート金鏝押え

コンクリート(山上60)金鏝押え

カーテンレール（シングル）

カーテンレール（シングル）

柱・鉄部表し

Y12Y11Y10Y8Y7Y6Y5Y4Y2Y1

※屋根詳細図を参照の事

（周囲シーリング）

カーテンレール（シングル）

コンクリート(山上60)金鏝押え

（周囲シーリング）

延焼の恐れのある部分：防火構造（GB-R複合）

△2SL

△腰壁上端

グラスウール24kg/m3 t=50

グラスウール24kg/m3 t=50グラスウール24kg/m3 t=50

防振マット t=4,合板 t=12

防振マット t=4,合板 t=12

合板 t=12合板 t=12

ネダフォーム t=40＋調整代 t=10

合板 t=9+4

矩計図（１）　S=1/25
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３回
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尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
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▽パネル下端

▽水下高さ(平屋部)

小屋裏又は床裏に達せしめること（114条区画）

小屋裏又は床裏に達せしめること（114条区画）

△Ｂ．ＰＬ下端
▽最高地盤面

△最低地盤面

防湿材：ポリエチレンシート t=0.15

断熱材：ポリスチレンフォーム t=30

浅層地盤改良 H＝800

水切り

▽最高高さ

LGS

回り縁:塩ビ製

アルミ製カーテンBOX

床:単層フローリング t=12

内壁:ビニルクロス

LGS65型

LGS

LGS

内壁:ビニルクロス

LGS65型

回り縁:塩ビ製

LGS

LSDハンガードア

LGS

回り縁:塩ビ製

ビル用アルミサッシ(引違い)

ビル用アルミサッシ(引違い) ビル用アルミサッシ(引違い)

床:土間コンクリート金鏝押え

LSDハンガードア

ビル用アルミサッシ(引違い)

回り縁:塩ビ製

アルミ製カーテンBOX

防露材裏貼

止面戸（周囲シーリング）

エプロン面戸

通気金具留め

準不燃材料以上

透湿防水シート

防露材裏貼

タイトフレーム

Rib-6

LGS65型

内壁:ビニルクロス内壁:ビニルクロス

LGS65型

▽パネル下端

△地盤面

▽1FL

▽2FL

△軒高(RSL)

▽柱上端

▽最高高さ

▽軒高(平屋部)

▽1FL

テラス女子便所 廊下 教室５

教室１１  廊下 女子便所

勾配3／100

水切り（雨押え）：塗装ガルバリウム鋼板 t＝0.6

水切り下地：硬質木片セメント板 t＝12

屋根：ハゼ式折板二重葺き H＝85～91

　　　下葺き材：ガルバリウム鋼板素地 t＝0.6

　　　断熱材：グラスウール10kg／m3 t＝100

天井:GB-P t=9.5

下地:GB-R t=12.5

床:長尺塩ビシート t=2

ネダフォーム　t=50+調整代　t＝10

天井:GB-P t=9.5

グラスウール24kg/m3 t=50

ネダフォーム t=50＋調整代 t＝10 シート立上 H=100

水切り：塗装ガルバリウム鋼板 t＝0.6

水切り下地：硬質木片セメント板 t＝12

外壁:窯業系サイディング(横貼り) t=16

天井:GB-D t=9.5

グラスウール24kg/m3 t=50

シート立上 H=100

床:長尺塩ビシート t=2

ネダフォーム t=50＋調整代 t=9
杉板 H=105

ネダフォーム t=40＋調整代 t＝10

床:単層フローリング t=12

グラスウール24kg/m3 t=50

下地:GB-R t=12.5

天井:GB-P t=9.5 天井:GB-P t=9.5

グラスウール24kg/m3 t=50

すきまふさぎ鋼板 t=0.6

天井:GB-D t=9.5
回り縁:塩ビ製

　　　上葺き材：塗装ガルバリウム鋼板 t＝0.6

下地:GB－NS12.5

下地:GB－NS12.5

ビル用アルミサッシ(引違い)

ビル用アルミサッシ(引違い)

軒樋：カラー塩ビ製前上り165型

竪樋：カラーVP75Φ

捨て笠木：塗装ガルバリウム鋼板 t=0.3

笠木：アルミ製（既製品）

通気金具留め

準不燃材料以上

透湿防水シート

外壁：窯業系サイディング(横貼り) t=16

ゴム集成材 H=105＋UC

ゴム集成材 H=105＋UC

腰:杉板（上小節） H=900（上部見切り材:ゴム集成材＋UC）

腰:杉板（上小節） H=900（上部見切り材:ゴム集成材＋UC）

額縁:ゴム集成材＋UC

額縁:ゴム集成材＋UC

ゴム集成材 H=105＋UC

額縁:ゴム集成材＋UC

額縁:ゴム集成材＋UC

LGS

額縁:ゴム集成材＋UC

額縁:ゴム集成材＋UC

段鼻ノンスリップタイル
W150×D60×t=8

床：防滑性長尺塩ビシート t=2

ネダフォーム t=50＋調整代 t=10

床：防滑性長尺塩ビシート t=2

軒先面戸（水切付）

軒樋：カラー塩ビ製前上り165型

竪樋：カラーVP75Φ

30

30

C- 60x 30x 10x 2. 3

(当社外工事)

C- 60x 30x 10x 2. 3

(当社外工事)

矩計図（２）  S=1/25

カーテンレール（シングル）

コンクリート(山上60)金鏝押え コンクリート(山上60)金鏝押え コンクリート(山上60)金鏝押え

水勾配

（周囲シーリング）

カーテンレール（シングル）

1,800

Y12Y11Y10Y8Y7Y6Y5Y4Y2Y1

グラスウール24kg/m3 t=50

土間コンクリート金鏝押え土間コンクリート金鏝押え

△腰壁上端

△２ＳＬ

グラスウール24kg/m3 t=50

防振マット t=4,合板 t=12

ネダフォーム t=40＋調整代 t＝10

防振マット t=4,合板 t=12

グラスウール24kg/m3 t=50

合板 t=9+4合板 t=12

グラスウール24kg/m3 t=50

防振マット t=4,合板 t=12

土間コンクリート金鏝押え

合板 t=9+4
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矩計図（３） 28

※外壁のタテ目地はメーカー仕様により施工すること

▽パネル下端

▽水下高さ(平屋部)

（防火設備）

準不燃材料以上

段鼻ノンスリップタイル
W150×D60×t=8

※外部露出鉄部は溶融亜鉛メッキ塗装とする

Y12Y11Y10Y9Y8Y7Y6

△2SL

コンクリート(山上60)金鏝押え

土間コンクリート金鏝押え 土間コンクリート金鏝押え

モルタル下地

SUS床見切W30

柱・鉄部表し

（周囲シーリング）

グラスウール24kg/m3 t=50

※屋根詳細図を参照の事

合板 t=9+4合板 t=9+4

防振マット t=4,合板 t=12

グラスウール24kg/m3 t=50

グレーチング
防護柵

回り縁:塩ビ製

▽最高高さ

床:磁器質300角タイル

Rib－6

軒先面戸（水切付）

　　　　　　　　　防露材裏貼

 廊下 

ポーチ２

玄関ホール 廊下 

▽地盤面

▽1FL

▽2FL

△軒高(RSL)

▽柱上端

▽最高高さ

水切り

止面戸（周囲シーリング）

エプロン面戸

LGS

LGS

内壁:ビニルクロス

LGS65型

LGS

土間コンクリート金鏝押え

床:土間コンクリート金鏝押え

（屋外用ノンスリップ樹脂）

シーリング

引分け自動ドア＋袖FIX窓

タイトフレーム

梁・鉄部表し

通気金具留め

▽軒高(平屋部)

▽1FL

天井:GB-P t=9.5

外壁:窯業系サイディング(横貼り) t=16

水切り（雨押え）：塗装ガルバリウム鋼板 t＝0.6

水切り下地：硬質木片セメント板 t＝12

水切り：塗装ガルバリウム鋼板 t＝0.6

屋根：ハゼ式折板二重葺き H＝85～91

上葺き材：塗装ガルバリウム鋼板 t＝0.6

下葺き材：ガルバリウム鋼板素地 t＝0.6

断熱材：グラスウール10kg／m3 t＝100

床:長尺塩ビシート t=2

ネダフォーム t=50＋調整代 t＝9

グラスウール24kg/m3 t=50

下地:GB-R t=12.5

床:長尺塩ビシート t=2

ネダフォーム t=50＋調整代 t＝9

天井:GB-P t=9.5

ネダフォーム t=50＋調整代 t＝10

床:長尺塩ビシート t=2

天井:GB-P t=9.5

勾配3／100

笠木：アルミ製（既製品）

捨て笠木：塗装ガルバリウム鋼板 t=0.3

腰:杉板（上小節） H=900（上部見切り材:ゴム集成材＋UC）

軒樋：カラー塩ビ製前上り165型

竪樋：カラーVP75Φ

矩計図（３）  S=1/25 

浅層地盤改良H＝800 防湿材：ポリエチレンシートt=0.15

断熱材：ポリスチレンフォームt=30

△最低地盤面

▽最高地盤面

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/25

A3：1/50



1,500

700

1
,
4
0
0

1,500

700

1
,
4
0
0

1,410

650

1
,
4
0
0

1,410

650

1
,
4
0
0

1,500

700

5
0
0

1,410

650

5
0
0

1,460

1
,
3
7
8

3,171

有効開口：1350 有効開口：1400 有効開口：900以上

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

2
,
0
1
5

670

1,500

2
,
0
0
0

有効開口：1200以上

8
0
0

1,470

735 735

2
,
0
0
0

8
0
0

500

2
,
0
0
0

8
0
0

有効幅
800以上

2
,
0
0
0

150

8
0
0

有効幅
800以上

2
,
0
0
0

有効幅
800以上

500

2
,
0
0
0

7
0
0

有効幅
800以上

2
,
0
0
0

150

8
0
0

有効幅
800以上

6
0

1
,
8
4
0

2
0

750

6
0

1
,
8
4
0

2
0

6
0

1
,
8
4
0

2
0

600800

8
0
0

1
,
9
9
7

1,500

1
,
4
0
0
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建具表 29

自動ドアエンジン・センサー、付属金物、シリンダーサムターン錠

額縁：アルミ製、衝突防止

ドアハンガー・付属金物、引棒、シリンダーサムターン錠

制動装置（常時閉鎖）、指はさみ防止

ドアハンガー・付属金物、引棒、鎌錠

制動装置（常時閉鎖）、指はさみ防止

ドアハンガー・付属金物、引棒、鎌錠

制動装置（常時閉鎖）、指はさみ防止

制動装置（常時閉鎖）、指はさみ防止

ドアハンガー・付属金物、引棒

制動装置（常時閉鎖）、指はさみ防止

ドアハンガー・付属金物、引棒

制動装置（常時閉鎖）、指はさみ防止

GH、ステンレス巾木、表示錠 GH、ステンレス巾木、表示錠 GH、ステンレス巾木ﾄﾞｱﾊﾝｶﾞｰ・付属金物、引棒、ｼﾘﾝﾀﾞｰｻﾑﾀｰﾝ錠

2F：教室

1F：教室､作業室Ａ､作業室Ｂ､作業室Ｃ 1F：男子､女子便所､脱衣室

2F：男子､女子便所､脱衣室

1F:階段下物入 2F:カームダウン室 2F:倉庫 1F：男子､女子便所

2F：男子､女子便所

1F：男子､女子便所

2F：男子､女子便所

1F：男子､女子便所（SK)

2F：男子､女子便所（SK)

15 6 1 1 1 10 4 4片引きハンガー戸 片引きハンガー戸 片開き戸 片開き戸 2枚片引きハンガー戸 トイレブース トイレブース トイレブース

焼付塗装

T4

焼付塗装

FT4

焼付塗装

- T4

焼付塗装 焼付塗装

FT4 -

MPW

-

MPW

-

MPW

1
LSD LSD

2 3
LSD LSD

4 5
LSD TB

1
TB
2

TB
3

建具工事に該当する範囲は建具キープランに明示する。造作家具を除くものとする。

扉は、指定の無い限り両面フラッシュとする。

握玉、レバーハンドルの高さは、建具表に記載の無い場合FL+1000とする。

引手、押板の高さは、建具表に記載の無い場合FL+1100とする。

排煙用オペレーターの高さは、建具表に記載の無い場合FL+1500以下とする。

両開きおよび親子開きの防火戸は、順位調整器付きとする。

枠およびドアガラリの材質仕上は、特記無き場合、扉と同材とする。

扉の開き勝手、扉の位置は平面図、建具キープラン、平面詳細図等による。

キーシステムは下記による。

●

○

マスターキー　　　　(MK)

本／　　組

3 本／　1組

グランドマスターキー　(GMK)

マスターキーなし

同一キー○

○

本／　  組

記載の無い事項については、システム特記仕様書による。15

12

13

14

10

11

防火戸に取り付く、フロアヒンジ・オートヒンジ・ドアクローザ(DC)は、ストッパーなしとする。

親子扉および両開き扉のドアクローザ(DC)は、特記無き場合、片側設置(防火戸を除く)とする。

建具操作の信号および電源の配線、配管、接続工事は設備工事とし、その他は建具工事とする。

場合、建具表に記載の室名側に取付ける。

ドアクローザ(DC)は、特記無き場合、露出型ヒューズ無しとする。また、取付け面についても特記無き

１

２

３

４

５

６

７

８

９

各扉の丁番は、特記無き場合ステンレス製とし、鋼製建具の場合は旗丁番１２７ｍｍ×３枚吊りとする。

鋼製建具■

建具表に記載の無い場合、扉の厚さは以下のように

定める。(A：扉面積㎡)

40mm(A≦2.5㎡)、45mm(2.5㎡＜A≦3.5㎡)、

50mm(3.5㎡＜A≦5㎡)、60mm(A＞5㎡)

■ 木製建具

建具表に記載の無い場合、扉厚さは36mmとする。

■

扉のフラッシュ板はｔ1.6とする。

枠材厚さは、外部廻りt2.3、内部はｔ1.6とし、

両面鋼板t0.6とする。

鋼製軽量建具

鋼製軽量扉は、扉厚40mmペーパーハニカム芯、

１

２

１

１

SD

LSD

SSD

AD

WD

AW

SG

WG

SSG

AG

PG TB

F

P

AS

SlW

SSPW鋼製扉

鋼製軽量扉

ステンレス製扉

アルミ製扉

木製扉

アルミ製窓

ステンレス製ガラリ

木製ガラリ

合成樹脂ガラリ

樹脂製窓

アルミ製ガラリ

鋼製ガラリ

トイレブース

三方枠

パーティション

スライディングウォール

鋼製シャッター

アルミ製シャッター

たてすべり出し窓

引違い窓

内倒し・外倒し窓

内開き・片開き窓

引違い戸

外倒し・突出し窓（排煙窓）

ガラリ

両・親子開き戸

片開き戸

片引き戸

Ｈ

フリクションステー

Ｈ

Ｈ

Ｈ

戸車・レール

戸車・レール

－

Ｈ

ドアハンガー・付属金物

トップラッチ

カムラッチハンドル

－

－

カムラッチハンドル

シリンダー引き戸錠

クレセント（または引き寄せハンドル）

引き戸錠

ステーダンパー・オペレーター

アーム

アームストッパー（あおり止め）

引き手

引き手

フラッシングまたは合フランジとする

戸当たり、ＤＣ、フランス落とし

戸当たり、ＤＣ

引き手、網戸

形式 支持金物 締り金物 その他金物

ＬＬ

ＬＬ

金物は特記欄に記載なき場合、標準建具金物による

結露受けが必要な場合は特記に明記のこと

緩衝装置は特記による

A2

SOP

FE

AE

PPW

FS

OS

MPW メラミン化粧合板

ポリエステル化粧合板

化粧フィルムシート貼

オイルステン

アクリル樹脂エナメル

合成樹脂調合ペイント

ヘアライン

陽極酸化塗装複合被膜A2種

陽極酸化塗装複合被膜A1種

フタル酸樹脂エナメル

UC

HL

耐候性塗装

A1

DP

DL

LL

ML

DML

CH

C

レバーハンドル錠

本締錠

モノロック

本締錠付モノロック

ケースハンドル錠

ケースハンドル

EL

E

SL

GL

DHL

非常用錠

(非常開装置付本締錠)

電気錠

表示錠

空錠

グレモン錠 H

FH

PH

LH

GH

DC ドアクローザ

グレビティヒンジ

ラバトリーヒンジ

ピボットヒンジ

フロアヒンジ

丁番

（遮煙性能）

法第2条第9号の2ロに規定する防火設備

特定防火設備(常時閉鎖式)令112条第19項第1号

特定防火設備(常時閉鎖式)令112条第19項第2号

特定防火設備(随時閉鎖式･煙感連動式･遮煙性能)

(遮煙性能)

(遮煙性能)

防火設備(常時閉鎖式)令112条第19項第1号

防火設備(常時閉鎖式)令112条第19項第2号

防火設備(随時閉鎖式)令112条第19項第2号

不燃扉(常時閉鎖式)

特

特

特1

網 不

防1

防

防

建具工事共通事項

一般事項 各種建具の共通事項 標準建具金物

ガラスの種類と符号 仕上の種類と符号 錠、金物等の種類と符号 法規制の種類と符号建具の種類と符号

符号

数量

取付場所

形式

法規制

姿図

仕上

ガラス種類　厚さ(mm)

見込

特記

符号

数量

法規制取付場所

形式

姿図

仕上 見込

ガラス種類　厚さ(mm)

特記

取付場所

形式

符号

数量

法規制

姿図

仕上

ガラス種類　厚さ(mm)

見込

特記

1F：男子便所

2F：男子便所

1F：女子便所

2F：女子便所

2F：廊下 1F：教室

2F：教室

1F：玄関 1F：廊下 1F：廊下 1F：廊下 2F：廊下

31 6 4 2 2 2 1 12

1 1 1 3 1 1

引違い窓 引違い窓 引違い窓 引違い窓 引違い窓 引違い窓 ＦＩＸ窓 引違い窓（内部）

引分け自動ドア+袖FIX窓 引分けハンガー戸 片引きハンガー戸 引違い戸 片引きハンガー戸 両開き戸

A1 70 A1 70 A1 70 A1 70 70A1

FT4

A1 70 A1 70 合成樹脂

T4

67

HL

PWG6.8

100 A1 100 A1 100 A1 70 ＤＰ 100

PWG6.8 PWG6.8

ＤＰ 100

1F：教室､作業室Ａ､作業室Ｂ､作業室Ｃ

2F：教室､カームダウン室､相談室､廊下

1F：教室1､教室3､作業室Ｂ､作業室Ｃ

1F：作業室Ａ､作業室Ｂ､作業室Ｃ

網 網

網 網 網

1

AW

建具番号

建具種類

建具符号

T4(内)+A6+LowE4(外) FT4 T4(内)+A6+LowE4(外)

T4(内)+A6+LowE4(外) 上部：T4(内)+A6+LowE4(外)　下部：アルミパネル

FL

F

FWG

HG

PWG

フロート板ガラス

型板ガラス

網入型板ガラス

網入磨き板ガラス

熱線吸収ガラス

アルミサンドイッチパネル

アルミパネル無垢

複層ガラス空気層

強化ガラス

合せガラス

強化型ガラス

L

T

A

AL

AP

FT

RG 熱線反射ガラス

LowE

PWG6.8(内)+A6+LowE5(外) PWG6.8(内)+A6+LowE5(外)

2F：教室7～9､カームダウン室､廊下 2F：教室7､教室9

水性ウレタンクリア塗り

Low-Eガラス

T4(内)+A6+LowE4(外)

T4(内)+A6+LowE4(外)

AW
1

AW
1A

AW
2

AW
2A

AW
3

AW
4

AW
5

1 2
AD AD

3 4
AD

1
SD SD

2
SSD

AW
6

ＦＩＸ

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/50 

A3：1/100



1,460

1
,
3
7
8

735 735

1,470

2
,
0
0
0

1,400

2
,
0
0
0

1,350

1
.
9
9
7

1,500

670

2
,
0
1
5

1,410

650

1
,
4
0
0

1,500

700

1
,
4
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

9
0
0

6
0
0

1
1
5

6
0
0

(
7
0
0
)
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法規チェック表 30

ＦＩＸ

AW
1

AW
1A

AW
2

AW
2A

AD
4

SSD
1

AD
2

SD
2

AW
5

建具種類

建具番号

AW
1

▽天井▽天井▽天井▽天井▽天井▽天井▽天井

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

建具符号

外部建具表

建具の種類と符号
SD

AD

WD

AW

PW

SG

LSD 鋼製軽量扉

アルミ製扉

木製扉

アルミ製窓

樹脂製窓

鋼製ガラリ

AG

PG 合成樹脂ガラリ

SS 鋼製シャッター

AS アルミ製シャッター

SlW

SlD スライディングドア

F

FWG

PWG

HG

RG

T

網入型板ガラス

網入磨き板ガラス

熱線吸収ガラス

熱線反射ガラス

強化ガラス

FE

HL

MPW

AE

UC

アクリル樹脂エナメル

オイルステン

水性ウレタンクリア塗り

PPW

FS

OS

フタル酸樹脂エナメル

SOP 合成樹脂調合ペイント

ヘアライン

耐候性塗装DP

スライディングウォール

鋼製扉

メラミン化粧合板

ポリエステル化粧合板

化粧フィルムシート貼

型板ガラス 陽極酸化塗装複合被膜A2種A2

仕上の種類と符号
陽極酸化塗装複合被膜A1種A1アルミ製ガラリ

ガラスの種類と符号
FL フロート板ガラス

型板強化ガラスFT

1階:玄関 1階:廊下 2階:廊下 2階:廊下

ＦＩＸ窓両開き戸引分けハンガー戸引違い窓 引違い戸引違い窓

取付場所符号

形式

姿図

ガラス種類　厚さ(mm)

仕上 見込

排煙有効面積

換気有効面積

採光有効面積

(ｍ2)

(ｍ2)

(ｍ2)

(ｍ2)消防用有効開口部

A1 70 A1 70 A1 70 HL

PWG6.8

100 A1 100 DP

PWG6.8

100 A1 70

L1

F1

2.10

2.10

L2

F2

V2 1.400

1.400

1.400

0.650

1.410

0.650

0.91

1.97

0.91 F3 2.015 0.670 1.35 F4 1.997 1.350 2.69 F5 2.000 2.801.400 2.000 1.470F6 1.4602.94 1.378F7 2.10

×

×

×

＝

＝

＝

× ＝ × ＝ × ＝ × ＝ × ＝

ステンレス製ガラリSSG

1階

2階

教室1、3

教室5、6

教室2、4

作業室Ａ

作業室Ｂ

作業室Ｃ

カームダウン室

教室7、9

教室8,10

教室11、12

階

法規チェック（根拠法令は■が対象）

●採光補正係数の算定（１階）

※逆算法､K=3.0の場合のD(水平距離)を算出

無指定:D/H×10-1.0=3.0より(h寸法は断面図参照)

D={(3.0+1.0)/10}×6.086 = 2.4344

必要全面水平距離:D=(2.4344+0.35)=2.7844

よって 本設計は 全面水平距離D=2.800m以上確保できるため K=3.0とする｡

＜

＜

階

1階

2階

必要面積 (ｍ2) 計画面積 (ｍ2)

626.28　×　1/30

406.66　×　1/30

＝

＝

20.87

13.55

26.34

17.64

＝

＝

F1×8+F3×3+F4×1+F5×1

F1×6+F6×1+F7×1

有窓階

有窓階

判定

消防無窓階の検討

引分け自動ドア＋袖FIX窓

1階:教室､作業室Ａ､作業室Ｂ､作業室Ｃ

2階:教室､カームダウン室､廊下

1階:教室1､教室3､作業室Ｂ､作業室Ｃ

2階:教室7､教室9

1階：作業室Ａ､作業室Ｂ､作業室Ｃ

複層ガラス空気層

アルミパネル無垢

Low-Eガラス

合せガラス

アルミサンドイッチパネル

A
AL

L

AP

LowE

AW-1:T4(内)+A6+LowE4(外)/AW-1A:PWG6.8(内)+A6+LowE5(外) AW-2:T4(内)+A6+LowE4(外)/AW-2A:PWG6.8(内)+A6+LowE5(外) T4(内)+A6+LowE4(外) T4(内)+A6+LowE4(外)上部:T4(内)+A6+LowE4(外) 下部:アルミパネル

V1 0.98

＝

＝

＝

1.400

1.400

1.400

1.500

1.500

0.700

×

×

×

× ＝0.650 0.39

室　名

7.335×4.500

7.335×4.500

7.335×5.400

6.435×8.100

6.435×9.000

7.335×4.500

7.335×4.500

7.335×5.400

6.435×2.835

6.435×7.335

S2

2.015V3 0.670 1.35× ＝

0.670× ＝S3 0.115 0.080.600
＝× 0.700 0.420.600
＝× 0.700

S1a
S1b 0.700 0.49

33.00

33.00

39.60

52.12

57.91

47.20

33.00

33.00

39.60

18.24

A　×　1/20

A　×　1/20

A　×　1/20

A　×　1/20

A　×　1/20

A　×　1/20

A　×　1/20

A　×　1/20

A　×　1/20

A　×　1/20

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

1.98

1.65

1.98

0.91

1.65

1.65

1.65

2.60

2.89

2.36

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＞

＞

V1×2

V1×2

V1×2+V3×1

V1×1+V2×1

V1×2

V1×2

V1×1+V2×1

(ｍ2)必要面積
面　積（ｍ2）

・・・換気設備設置

1.96

1.89＝

＝

＝ 3.31

4.22＝

＝ 3.24

1.89＝

1.96

・・・換気設備設置

＝

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

判定

A　×　1/5

A　×　1/5

A　×　1/5

A　×　1/5

A　×　1/5

A　×　1/5

A　×　1/5

A　×　1/5

A　×　1/20

A　×　1/5

＝

＝

＝

6.60

6.60

7.92

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

0.91

9.44

6.60

6.60

7.92

10.42

11.58

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

L1×2×3.0

L1×2×3.0

L1×2×3.0

（L1×1+L2×1）×3.0

(L1×2+L2×1)×3.0

(L1×1+L2×1)×3.0

L1×2×3.0

L1×2×3.0

L1×1×3.0

(ｍ2)必要面積

(L1×1+L2×1)×3.0

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

12.60

12.60

12.21

18.51

12.21

12.21

12.60

12.60

12.60

6.30

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

判定

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

(ｍ2)必要面積

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

判定

換気計算 (法28条2項) 採光計算 (■法28条1項　■令116条の2　1項一号)

＝

＝ 1.96

1.96

計画面積 (ｍ2) (ｍ2)計画面積 (ｍ2)計画面積

A　×　1/50

A　×　1/50

A　×　1/50

A　×　1/50

A　×　1/50

A　×　1/50

A　×　1/50

A　×　1/50

A　×　1/50

A　×　1/50

排煙計算 (■令128条の3の2　一号)

0.66

0.66

0.79

1.04

1.16

0.94

0.66

0.66

0.79

0.36

0.81

0.84

0.84

S1b×2+S3×1 1.06

V1×1+V2×1+V3×1

V1×2+V2×1+V3×1 S1b×2+S2×1+S3×1

S1b×1+S2×1+S3×1

1.45

0.96

S1a×1+S2×1

S1b×1+S2×1 0.88

S1a×2

S1a×2

S1b×2 0.98

0.98

V1×1 ＝ 0.98

S1b×2

S1b×1 0.49

計算式

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/50 

A3：1/100
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2
5
0

3,600

173 1,429 346 1,429 223

3,600

173 1,429 346 1,429 223

1,800 1,800 150

173 1,429 346 1,429 223

1,800 1,800 150

173 1,429 346 1,429 223

7
,
2
0
0

1
,
8
0
0

150 150

223

23 200

2
2
3

2
0
0

2
3

173

150 23

13 160 160 13

1,230

223

23 200
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内部階段　平面詳細図 31

▼

FL±0

手摺:塩ビ製

▽ササラ内面 ▽ササラ内面

△ササラ内面

△
サ

サ
ラ

内
面

▽
サ

サ
ラ

内
面

△
サ

サ
ラ

内
面

▽
サ

サ
ラ

内
面

△
サ

サ
ラ

内
面

▽
サ

サ
ラ

内
面

△
サ

サ
ラ

内
面

▽
サ

サ
ラ

内
面

△
サ

サ
ラ

内
面

△
サ
サ

ラ
内

面

▽
サ
サ

ラ
内

面

▽
サ
サ

ラ
内

面

△
サ

サ
ラ

内
面

△
サ
サ

ラ
内

面

▽
サ
サ

ラ
内

面

▽
サ
サ

ラ
内

面

倉　庫

階段下物入

FL±0

ノンスリップ

UP

ノンスリップ

手摺:塩ビ製

ノンスリップ

DN

２階平面詳細図　S=1/25１階平面詳細図　S=1/25

1

2

3

4

5

7

8

9

10

11

12

13

14

16

15

17

18

19

20

21

22

23

1

2

3

4

5

6

X25X24X23X25X24X23

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/25

A3：1/50
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内部階段　断面詳細図 32

▽
サ

サ
ラ

内
面

△
サ

サ
ラ

内
面

延焼の恐れのある部分：防火構造（GB-R複合）

コンクリート(山上60)金鏝押え

土間コンクリート金鏝押え

※屋根詳細図を参照の事
△ ササラBPLアンカー芯

Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1

グラスウール24kg/m3 t=50

防振マット t=4,合板 t=12

合板 t=9+4

グラスウール24kg/m3 t=50

防湿材：ポリエチレンシート t=0.15

断熱材：ポリスチレンフォーム t=30

▽地盤面

▽最高高さ

▽柱上端

△軒高(RSL)

▽2FL

▽1FL

　　　　　　　　　防露材裏貼

水切り（雨押え）：折板と同質、同厚

水切り

笠木：アルミ製（既製品）

止面戸（周囲シーリング）

エプロン面戸

通気金具留め

準不燃材料以上

透湿防水シート

通気金具留め 透湿防水シート

準不燃材料以上

回り縁:塩ビ製

LGS

壁:ビニルクロス

LGS65型

内壁:ビニルクロス

回り縁:塩ビ製

手摺:塩ビ製 40φ

LGS

回り縁:塩ビ製

水切り：塗装ガルバリウム鋼板

PL-4.5

▽1FL

△BPL下端

 廊下 

ホール 廊下 

Ａ部断面詳細図　S=1/10

断面詳細図  S=1/25

階段下倉庫

Ａ部

屋根：ハゼ式折板二重葺き H＝85～91

　　　上葺き材：塗装ガルバリウム鋼板 t＝0.6

　　　下葺き材：ガルバリウム鋼板素地 t＝0.6

　　　断熱材：グラスウール10kg／m3 t＝100

水切り下地：硬質木片セメント板 t＝12

勾配3／100

外壁:窯業系サイディング(横貼り) t=16

天井:GB-P t=9.5

下地:GB-R t=12.5

グラスウール24kg/m3 t=50

床:長尺塩ビシート t=2

ネダフォーム t=50＋調整代 t＝10

床:長尺塩ビシート t=2

ネダフォーム t=50

天井:GB-P t=9.5

調整モルタル t=30

ゴム集成材 H=105＋UC

内壁:ビニルクロス

下地:GB-R t=12.5

グラスウール24kg/m3 t=50

LGS65型

腰:杉板（上小節） H=900

捨て笠木：塗装ガルバリウム鋼板 t=0.3

外壁：窯業系サイディング(横貼り) t=16

LGS65型

下地:GB-R t=12.5

グラスウール24kg/m3 t=50

腰:杉板（上小節） H=900

（上部見切り材:ゴム集成材＋UC）

（上部見切り材:ゴム集成材＋UC）

防滑性長尺塩ビシート t=2

ノンスリップ:ＳＵＳ製

浅層地盤改良 H=800

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

手摺:集成材 CL

蹴込:PL-4.5 SOP

ササラ桁:PL-16x300 SOP
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A1：1/10･25

A3：1/20･50
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外部階段　詳細図 33

300

□-60x30x2.3

踏面:CHPL-4.5

蹴込板:CHPL-4.5

ｻｻﾗ桁:PL-12x250

ｻｻﾗ:PL-12x250

外側

内側

Ｃ部詳細図　S=1/10

Ａ部詳細図　S=1/10Ｂ部　BPL詳細図　S=1/10

水切り：塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.5

折板（ボルト式）

水切下地：C-150×75

水勾配

水勾配

庇２

ハッチ式救助袋 ▲
ササラ △
アンカー芯

アンカー芯
ササラ △

△

ササラ アンカー芯

▽KC1、BPL下端

▽1FL

△地盤

▽2FL

△ササラBPL下端

△

ササラ アンカー芯

▽地盤

▽2FL▽2FL

支柱:□-60x30x2.3

手摺;□-60x30x2.3

手摺子:RB13@100以下

シーリング

水上母屋:Ｃ－60×30

梁:H-100x100

シーリング

水切り：

C-100×50

H-200×100

水切下地：Ｃ－150×75

H-200×100
D
N

1234567891011121314151617181920212223

L－50×50＠330

アングル根太

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

柱:□-100x100

KC1

梁: H-200x100

ｻｻﾗ桁:PL-12x250

踏面:CHPL-4.5

C-150×75
H-200×100

梁:H-200x100x5.5x8

柱:□-100x100

KC1

支柱:□-60x30x2.3

手摺;□-60x30x2.3 

手摺子:RB13@100以下

支柱:□-60x30x2.3

手摺;□-60x30x2.3 

手摺子:RB13@100以下

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

水切下地C-75×45

手摺:34.0Φｘ2.3

KC1

Ｂ部

Ａ部

Ｃ部

平面図　S=1/25

Y7通り立面図　S=1/25  Ｘ0通り立面図　S=1/25

▽柱芯

▽胴縁芯

X2

X1

X0

▽柱芯

▽胴縁芯

▽柱芯（KC1）

▽庇出寸

△踊り場FL△踊り場FL

※鉄部はすべて溶融亜鉛めっきとする

塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.5

X0X1

▽
胴

縁
芯

▽
柱

芯

FL±0

FL-70

※鉄部は溶融亜鉛メッキ塗装とする

※鉄部はすべて溶融亜鉛めっきとする

Y1Y2Y3Y4Y5Y6Y7

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/10･25

A3：1/20･50
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基礎・柱脚標準詳細図 34

柱：□－１００×１００

断熱材：グラスウールｔ＝５０

横材（土台部）

断熱材

透湿防水シート

せっこうボード
ｔ＝１２．５

ＬＧＳ下地

（２４ｋｇ／ｍ3品）

ポリスチレンフォーム t=30

△１ＦＬ

アンカーボルト

ベースプレート

△腰壁上端

増し打ちコンクリート　ｔ＝２０

（誘発目地＠１８００以内）

シーリング

通気土台水切

スターター留付金具

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

通気留付金具

▽外壁材下端

▽ＢＰＬ下端

▽地盤面

一般部基礎 出隅部基礎 柱脚部分納まり図 S=1/5S=1/5S=1/5

ｔ＝３０

無収縮グラウト注入（柱下）

後打ちコンクリート

バックアップ材
張

間
方

向

桁行方向※
腰壁上端

腰壁部横筋

腰壁部縦筋

断熱材

防湿材

上端筋

▽１ＦＬ

増打コンクリート　ｔ＝２０

（誘発目地＠１８００以内）

※柱芯から４５０未満の範囲内は設置不可

▽腰壁上端

▽ＢＰＬ下端

▽地盤面

基礎上端

断熱材

グラウト注入口

グラウト（無収縮モルタル：４６Ｎ/ｍｍ２）

※腰壁との打ち継ぎ部が露出する場合は

腰壁部

（ＢＰＬ下端－３０）

グラウト注入口（２５×５０程度）

箱抜き部
建方後グラウト（無収縮モルタル）後詰め
（Ｂ．ＰＬと干渉する為、５０㎜程度離す）

断熱材後施工部

・ＦＰ板等で箱抜きする。

・コンクリート面は目荒しをする。

※解体しやすい様にフィルム付ＦＰ板等を使用。

・投入口が小さく入りにくいため、流動化剤が必要。

・箱抜き部の長さは４００とする。

（箱抜き内部に電動工具を入れてアンカー締付けが可能となる。）

誘発目地を設ける。

▽ＢＰＬ下端

▽地盤面

屋内側屋外側

断熱材

防湿材

（ベースプレート長辺側を基礎の桁行方向に合わせる）

※出隅部のベースプレートは、基本的に桁側の柱と同様の向きとする。

無収縮グラウト注入　ｔ＝３０

無収縮グラウト注入　ｔ＝３０

Ａ.ＢＯＬＴ

後打ちコンクリート

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A3：1/10

A1：1/5 
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外壁部分標準詳細図 35

ハットジョイナー

シーリング

胴縁（たて目地部） 胴縁：Ｃ－７５×４５×１５×２．３

柱：□－１００×１００

２Ｃ－７５×４５×１５×２．３

せっこうボードｔ＝１２．５

ＬＧＳ下地

断熱材：グラスウールｔ＝５０

（２４ｋｇ／ｍ3品）

透湿防水シート

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

通気金具留め

▽胴縁芯

胴縁：Ｃ－７５×４５×１５×２．３

内装仕上げ

透湿防水シート

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

ハットジョイナー

シーリング

柱：□－１００×１００

胴縁（角部）

□－７５×７５×２．３

同質出隅
通気金具留め

▽胴縁芯

▽胴縁芯

▽胴縁芯

入隅用柱：□－１００×１００

たて材受け：Ｌ－１００×１００×７等

たて材（通し）：□-７５×７５×２．３

胴縁：Ｃ－７５×４５×１５×２．３

片ハットジョイナー

シーリング

入隅用鋼板

ビニルクロス

せっこうボード　ｔ＝１２．５

グラスウールｔ＝５０（２４ｋｇ／ｍ3品）

ＬＧＳ下地

ＢＯＬＴ２－Ｍ１２

＋Ｃ－７５×４５×１５×２．３

取り合い用ＰＬ－４．５溶接等

▽胴縁芯

透湿防水シート

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

通気金具留め

柱：□－１００×１００

せっこうボード

ＬＧＳ下地

断熱材：グラスウールｔ＝５０

ｔ＝１２．５

（２４ｋｇ／ｍ3品）

桁ツナギ

横材

通気留付金具

透湿防水シート

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

外壁平面　一般部 外壁平面　出隅部 外壁平面　入隅部

外壁断面　中間部 S=1/5

S=1/5 S=1/5 S=1/5

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/5 

A3：1/10
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屋根部分詳細図（１） 36

▽頭ツナギ上端

軒先納まり（水下側） 水上納まり 妻側納まり S=1/10S=1/10S=1/10

▽ＲＳＬ

断熱材（天井裏）

・柱まわりを含め、壁際とのすき間なく

　断熱材を充填のこと。

グラスウール２４ｋｇ／ｍ3　ｔ＝５０

断熱材（壁側）:グラスウール２４ｋｇ／ｍ3
ｔ＝５０
（屋根材上端まで立ち上げ）

胴縁

桁ツナギ

小屋束：［　－１００×５０×５×７．５

母屋：Ｃ－７５×４５×１５×２．３

タイトフレーム

断熱金具

エプロン面戸

はぜ金具屋根：ハゼ式折板二重葺き

ドリリングタッピンネジ　６φ

（座金、パッキン付き）

はぜ面戸

水切り（雨押え）：折板と同質、同厚

水切り下地：硬質木片セメント板　ｔ＝１２

笠木下地：Ｃ－７５×４５×１５×２．３

ドリリングタッピンネジ　６φ
（座金、パッキン付き） 捨て笠木：塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝０．３

笠木（アルミ製既製品）

水切り下地：Ｃ－７５×４５×１５×２．３

鋼板受け金物：アングル等

グラスウール受け：鋼板ｔ＝０．５

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

通気金具留め

透湿防水シート

（ジョイント部は防水テープ処理　シール充填かつビス留め）

屋根勾配３／１００（片流れ）

止面戸(周囲シーリング)

▽最高高さ
▽頭ツナギ上端

▽柱上端（水上）

頭ツナギ
通気見切り（鋼製：既成品）

断熱材（天井裏）

　断熱材を充填のこと。

・柱まわりを含め、壁際とのすき間なく
グラスウール２４ｋｇ／ｍ3　ｔ＝５０

桁ツナギ

横材（頭ツナギ）

胴縁

断熱材（壁側）:グラスウール２４ｋｇ／ｍ3
ｔ＝５０

・見切縁の裏側まで敷き込むこと。

屋根：ハゼ式折板二重葺き軒先面戸（周囲シーリング）

尾垂れ加工

母屋（水下側）
Ｌ－５０×５０×６

断熱金具

タイトフレーム

耐水リベット

▽ＲＳＬ

▽柱上端（水下）

▽最高高さ

軒樋：塩ビ製（前上り型）

▽外壁材上端

軒先包み：折板と同質・同厚

水抜き穴

軒先面戸

通気材（樹脂製：既製品）

見切縁（鋼製）

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

通気金具留め

透湿防水シート

屋根勾配３／１００（片流れ）

笠木（アルミ製既製品）

捨て笠木：塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝０．３

▽柱上端（水上）

▽頭ツナギ上端
▽最高高さ

笠木(アルミ製既製品）

捨て笠木：塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝０．３
（ジョイント部は防水テープ処理　シール充填かつビス留め）

頭ツナギ
通気見切り（鋼製：既成品）

水切り下地：Ｃ－７５×４５×１５×２．３

鋼板受け金物：アングル等

グラスウール受け：鋼板ｔ＝０．５
タイトフレーム部分切り欠き

▽ＲＳＬ

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

透湿防水シート

笠木下地：Ｃ－７５×４５×１５×２．３

（座金・パッキン付）
ドリリングタッピンネジ　６φ

水切り下地：硬質木片セメント板　ｔ＝１２

水下端部コグチ蓋付

水切り（雨押え）：折板と同質、同厚

（座金・パッキン付）
ドリリングタッピンネジ　６φ

受け材（ハット型鋼等）
屋根：ハゼ式折板二重葺き

断熱金具＠１０００

＠１０００
独立勾配型タイトフレーム

タイトフレーム

母屋：Ｃ－７５×４５×１５×２．３
小屋束：Ｌ－５０×５０×６

妻梁

胴縁

断熱材（壁側）:グラスウール２４ｋｇ／ｍ3
ｔ＝５０

（屋根材上端まで立ち上げ）

通気金具留め

断熱材（天井裏）

　断熱材を充填のこと。

・柱まわりを含め、壁際とのすき間なく

グラスウール２４ｋｇ／ｍ3　ｔ＝５０

※面戸周りは必ずシーリングすること。 ※面戸周りは必ずシーリングすること。

竪樋：ＶＰ

止面戸

はぜ面戸

鋼板ｔ＝０．５（通し）

タイトフレーム上で突き合せ

※面戸周りは必ずシーリングすること。

※ 外部で使用する金物、ビス、ネジは溶融亜鉛めっきまたはステンレスとする事。

▽

母屋面

▽

柱芯▽胴縁芯

▽柱芯

▽

胴縁芯

▽

胴縁芯▽柱芯

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/10

A3：1/20
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バックアップ材
シーリング

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

透湿防水シート

スターター留付金具

通気土台水切

シーリング シーリング

通気土台水切

スターター留付金具

透湿防水シート

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

通気留付金具

透湿防水シート

妻側納まり（妻面けらば包み） 段差連棟屋根（平屋屋根と外壁納まり）水上側 段差連棟屋根（平屋屋根と外壁納まり）妻側S=1/10 S=1/10 S=1/10

ケラバ包み：ガルバリウム鋼板ｔ＝0.6ドリリングタッピンネジ　６φ
（座金、パッキン付き）

断熱金具＠１０００

独立勾配型タイトフレーム＠１０００

タイトフレーム

母屋

小屋束

妻梁

鋼板受け金物

グラスウール受け：鋼板ｔ＝０．５

水抜き穴

見切縁（鋼製）

通気材（樹脂製：既製品）

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

透湿防水シート

断熱材（壁側）:グラスウール

（屋根材上端まで立ち上げ）

ケラバ包み下地金物：L-40×40×3等＠1000

端部（断熱金具側）；FB-3×32等

△梁上端

▽外壁材上端

▽柱上端

屋根：ハゼ式折板二重葺き

C-250x75

鋼板受け金物：アングル等

グラスウール受け：鋼板ｔ＝０．５

止面戸

はぜ面戸

▽２階床コンクート上端小屋束

母屋

タイトフレーム

断熱金具

水切り（雨押え）：ガルバリウム鋼板t=0.6
防露材裏貼

柱：□－１００×１００ 柱：□－１００×１００

C-250x75

鋼板受け金物：アングル等

グラスウール受け：鋼板ｔ＝０．５

▽２階床コンクート上端

小屋束母屋タイトフレーム

雨押さえ：ガルバリウム鋼板ｔ＝0.6
防露材裏貼

硬質木片セメント板　ｔ＝１２ 硬質木片セメント板　ｔ＝１２

防露材裏貼

（ジョイント部シール処理）

バックアップ材

※屋根部は詳細図（1）参照 ※屋根部は詳細図（1）参照

バックアップ材

内部

内部

外部 外部

内部

内部

▽

胴縁芯▽柱芯

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/10

A3：1/20
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0
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7
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外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

1,800（900）

W=1,500
（サッシ枠内法寸法） （サッシ枠内法寸法）

1,500(有効幅)

（サッシ枠内法寸法）

（有効幅)

（有効幅)1,410154
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内装仕上げ

シーリング

柱：□－１００×１００

胴縁（サッシたて枠受け）

片ハットジョイナー

胴縁芯

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

柱：□－１００×１００

アルミサッシ（ビル用半外枠）

内装仕上げ

胴縁芯

枠外面

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

透湿防水シート

アルミサッシ（ビル用半外枠）

額縁：木製

内装仕上げ

額縁：木製

胴縁芯
アルミサッシ（ビル用半外枠）

バックアップ材
シーリング

シーリング

片ハットジョイナー

透湿防水シート

両面防水テープ

スペーサー 柱：□－１００×１００

額縁：木製
シーリング

片ハットジョイナー

透湿防水シート

両面防水テープ

スペーサー

額縁：木製

柱：□－１００×１００

アルミサッシ（ビル用半外枠）

シーリング
バックアップ材

外壁材下端

外壁材上端外壁材上端

外壁材下端

額縁：木製

内装仕上げ

シーリング

サッシたて枠受け

片ハットジョイナー

柱：□－１００×１００

アルミサッシ（ビル用半外枠）外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

透湿防水シート

額縁：木製

枠外面

透湿防水シート

通気金具留め

アルミサッシ（ビル用半外枠）

胴縁芯

通気金具留め
透湿防水シート

ハットジョイナーの上シーリング

同質出隅

胴縁芯

片ハットジョイナー

シーリング

サッシたて枠受け 通気金具留め

シーリング

片ハットジョイナー

定形シール（ＥＰＤＭ等）

胴縁（サッシたて枠受け）
柱：□－１００×１００

通気金具留め

S=1/10S=1/10S=1/10アルミサッシ（非防火）　引き違い窓　耐力壁との交差部 アルミサッシ（非防火）　引き違い窓　断面図 アルミサッシ（非防火）　FIX窓　断面図

S=1/10 S=1/10アルミサッシ（非防火）　引き違い窓　一般部 アルミサッシ（非防火）　引き違い窓　出隅部 アルミサッシ（非防火）　FIX窓　一般部S=1/10

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/10

A3：1/20
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断熱材

防湿材

アルミサッシ（ビル用半外枠）

内装仕上げ

額縁：木製

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

土間コン上端

片ハットジョイナー

外壁材下端

サッシ下枠上端
１ＦＬ

シーリング

下枠ステンレスレール付き

通気金具留め

透湿防水シート

胴縁芯

柱：□－１００×１００

スペーサー
両面防水テープ
透湿防水シート

シーリング

アルミサッシ

１ＦＬ
土間コンクリート

床：仕上げ材
アンカー

防水モルタル充填

額縁：木製
柱：□－１００×１００

アルミサッシ（防火設備）　引き違い窓　一般部 アルミサッシ（防火設備）　引き違い窓　断面図 アルミサッシ（非防火）　引き違い戸　一般部

アルミサッシ（非防火）　引き違い戸　土間納まり　１階断面図アルミサッシ（防火設備）　引き違い窓　耐力壁との交差部

（サッシ枠内法寸法）

（
サ
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シ

枠
内

法
寸

法
）

203.5
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70

（
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2
0
1
5

S=1/10 S=1/10 S=1/10

S=1/10S=1/10

胴縁芯

（有効幅)

（
サ

ッ
シ

枠
内

法
寸

法
）

外壁材下端

アルミサッシ防火設備

片ハットジョイナー

額縁：木製

シーリング

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

額縁：木製

内装仕上げ枠外面

透湿防水シート

バックアップ材

（有効幅)

外壁材：窯業系サイディングｔ＝１６

胴縁芯

枠外面

アルミサッシ（ビル用半外枠）

（サッシ枠内法寸法）

（サッシ枠内法寸法）

通気金具留め
アルミサッシ防火設備
（ビル用半外枠）

※サッシ枠に両面防水テープ留め

片ハットジョイナー

（ビス留め不可）

胴縁（サッシたて枠受け）

柱：□－１００×１００

シーリング
柱：□－１００×１００スペーサー

両面防水テープ

透湿防水シート

シーリング

外壁材上端

（
有
効

開
口

高
さ

）

通気金具留め

透湿防水シート

片ハットジョイナー

シーリング

胴縁（サッシたて枠受け）

柱：□－１００×１００

内装仕上げ

額縁：木製

胴縁（サッシたて枠受け）

片ハットジョイナー
※サッシ枠に両面防水テープ留め

（ビス留め不可）

シーリング

２回

３回

年    月    日

年    月    日 図
面
名

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

１回 年    月    日

工
事
名

縮　

尺

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/10

A3：1/20
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１Ｆ:廊下室名

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）天井

塩ビ製廻縁

ビニルクロス壁

杉板 Ｈ=９００腰壁

巾木

長尺塩ビシートｔ=２床

備考

▽１ＦＬ

ピクチャーレール

掲示クロス（マグネット対応）

コーナーガード

コーナーガード

▽１ＦＬ

 Ｂ 

 Ａ 

▽１ＦＬ

Ｃ

コーナーガード コーナーガード

コーナーガード

▽１ＦＬ ▽１ＦＬ

Ｄ  Ｄ' 

ピクチャーレール

コーナーガード

コーナーガード

コーナーガード

下足入

展開方向

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

下足入ベンチ

ベンチ

パッケージ型消火栓：W750×H1400×D250 パッケージ型消火栓：W750×H1400×D250

見切縁：ゴム集成材＋UC

コーナーガード

コーナーガード

見切縁：ゴム集成材＋UC 掲示クロス（マグネット対応）

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

Y10Y11 Y1Y2Y3Y4Y5Y6Y7Y8Y9

X13 X14 X15 X16 X23X18 X20X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X17AX17 X20A X21A X23A X24A X25

X10X11X12X13X14X15X16X17X18X19X20X21X22X23X24X25 X2X3X4X5X6X7X8X9 X1

Y10 Y11Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y6 Y7Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

A1：1/50

A3：1/100
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天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

備考

腰壁

１Ｆ:作業室Ｃ

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

備考

腰壁

１Ｆ:作業室Ｂ

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

備考

腰壁

１Ｆ:作業室Ａ

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

１Ｆ:教室１

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

掲示クロス（マグネット対応）

掲示クロス（マグネット対応）

掲示クロス（マグネット対応）

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ＤＣＢ Ａ 

 Ａ ＤＢ Ｃ

展開方向

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

上下白板

上下白板

棚

棚

棚

棚

棚

棚
棚

Ｖ型吊下カーテンレール

掃除具入

ゴミ箱収納庫

平面白板

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

見切縁：ゴム集成材＋UC

見切縁：ゴム集成材＋UC

見切縁：ゴム集成材＋UC

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

上下白板

靴箱

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

単層フローリングｔ=１２

ＳＵＳシンク槽（既製品）

ＳＵＳシンク槽（既製品）

ＳＵＳシンク槽（既製品）

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/50

A3：1/100

X3 X4 X5X2X1 X6 Y11 Y10 Y7Y8Y9 X3X4X5X6 X2 X1 Y7 Y8 Y9 Y11Y10

X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 Y11 Y10 Y7Y8Y9 X10X11X12 X6X7X8X9 Y7 Y8 Y9 Y11Y10

X12 X13 X14 X15 X16 X17 X17A Y11 Y10 Y7Y8Y9 X17A X17 X16 X15 X14 X13 X12 Y7 Y8 Y9 Y11Y10

X3 X4 X5 X6 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5Y5 Y4 Y3 Y2 Y1 X5X6 X4 X3
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天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

１Ｆ:教室２

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

単層フローリングｔ=１２

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

１Ｆ:教室３

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

１Ｆ:教室４

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

１Ｆ:教室５

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

Ｃ Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

掲示クロス（マグネット対応）

掲示クロス（マグネット対応）

掲示クロス（マグネット対応）

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

ＤＣ

Ｃ

Ｃ

掲示クロス（マグネット対応）

Ｂ

展開方向

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

掃除具入

掃除具入

掃除具入

掃除具入

棚

棚

棚

棚
棚

棚

棚

棚

Ｖ型吊下カーテンレール

Ｖ型吊下カーテンレール

Ｖ型吊下カーテンレール

Ｖ型吊下カーテンレール

ゴミ箱収納庫

ゴミ箱収納庫

ゴミ箱収納庫

ゴミ箱収納庫

平面白板

平面白板

平面白板

平面白板

見切縁：ゴム集成材＋UC

見切縁：ゴム集成材＋UC

見切縁：ゴム集成材＋UC

見切縁：ゴム集成材＋UC

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/50

A3：1/100

X15X16X17X18X19 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

X6 X7 X8 X9

X9 X10 X11 X12

X12 X13 X14 X15

X15 X16 X17 X18 X19

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

Y2 Y3 Y4 Y5Y1

X6X7X8X9

X10X11X12 X9

X12X13X14X15

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1
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天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

１Ｆ:教室６

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

備考

腰壁

ビニルクロス

塩ビ製

１Ｆ:女子便所

－

シート立上 Ｈ=１００

ＧＢ－Ｄ９．５（天井）

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

備考

腰壁

ビニルクロス

塩ビ製

１Ｆ:男子便所

－

シート立上 Ｈ=１００

ＧＢ－Ｄ９．５（天井）

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

備考

腰壁

ビニルクロス

塩ビ製

１Ｆ:脱衣室

－

シート立上 Ｈ=１００

ＧＢ－Ｄ９．５（天井）

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

Ａ

Ｂ Ｃ ＤＡ

Ｂ Ｃ ＤＡ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｂ Ｃ Ｄ

展開方向

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

掃除具入

棚

Ｖ型吊下カーテンレール

平面白板

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

見切縁：ゴム集成材＋UC

防滑性ビニル床シート ｔ=２

掲示クロス（マグネット対応）

ゴミ箱収納庫

洗濯機パン

棚

棚

ＵＳ ＵＳ

防滑性ビニル床シート ｔ=２

洗濯機パン

防滑性ビニル床シート ｔ=２

防滑性ビニル床シート ｔ=２

ＳＵＳシンク槽（既製品）

汚垂石タイル、ＳＵＳシンク槽（既製品）

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/50

A3：1/100

X19 X20 X21 X22 X23

X17A X19 X20A Y11 Y10 Y7Y8Y9 X20A X20 X18 X17A Y7 Y8 Y9 Y11Y10

X20A X21A X23 Y11 Y10 Y7Y8Y9 X23 X21A X20A Y7 Y8 Y9 Y11Y10

X21A X23 Y7Y8 X23 X21A Y7 Y8

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1 X19X20X21X22X23 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5
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Ｂ Ｄ

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

備考

腰壁

長尺塩ビシートｔ=２

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

２Ｆ:倉庫

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽２ＦＬ

Ａ

▽２ＦＬ

Ｃ

天井

廻縁

壁

巾木

床

備考

腰壁

長尺塩ビシートｔ=２

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

室名 ２Ｆ:廊下

▽２ＦＬ

コーナーガード コーナーガード

コーナーガード

展開方向

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

―

ＦＩＸ

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/50

A3：1/100

Y7 Y6 Y5 Y5 Y6 Y7

X24 Y25 Y5 Y4 Y3 X24Y25 Y3 Y4 Y5

X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9X2X1 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X17A X18 X20 X20A X21A X23 X23A X24A X25

X10X11X12X13X14X15X16X17X18X19X20X21X22X23X24X25 X2X3X4X5X6X7X8X9 X1
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天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

塩ビ製

２Ｆ:カームダウン室

長尺塩ビシート ｔ=２

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

ガラスクロスボード

－

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

２Ｆ:教室７

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

２Ｆ:教室８

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

２Ｆ:教室９

展開方向

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

掲示クロス（マグネット対応）

掲示クロス（マグネット対応）

掲示クロス（マグネット対応）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

掃除具入

掃除具入

掃除具入

棚

棚

棚
棚

棚

棚

Ｖ型吊下カーテンレール

Ｖ型吊下カーテンレール

Ｖ型吊下カーテンレール

ゴミ箱収納庫

ゴミ箱収納庫

ゴミ箱収納庫

平面白板

平面白板

平面白板

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

見切縁：ゴム集成材＋UC

見切縁：ゴム集成材＋UC

見切縁：ゴム集成材＋UC

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/50

A3：1/100
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天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

２Ｆ:教室１２

▽２ＦＬ

掲示クロス（マグネット対応）

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

２Ｆ:教室１０

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

▽２ＦＬ

掲示クロス（マグネット対応）

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

腰壁

備考

床一部

杉板 Ｈ=９００

ビニルクロス

塩ビ製

ＧＢ－Ｐ９．５（天井）

単層フローリングｔ=１２

２Ｆ:教室１１

▽２ＦＬ

掲示クロス（マグネット対応）

展開方向
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Ｖ型吊下カーテンレール
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棚

棚

ゴミ箱収納庫

ゴミ箱収納庫

ゴミ箱収納庫

平面白板

平面白板

平面白板

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

ゴム集成材Ｈ=１０５＋ＵＣ

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

防滑性長尺塩ビシート ｔ=２

見切縁：ゴム集成材＋UC

見切縁：ゴム集成材＋UC

見切縁：ゴム集成材＋UC

１回

２回
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年    月    日

年    月    日
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面
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工
事
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尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/50

A3：1/100

X19 X20 X21 X22 X23 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1 X19X20X21X22X23 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5
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天井
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壁

巾木

床

備考

腰壁

ビニルクロス

塩ビ製

－

シート立上 Ｈ=１００

２Ｆ:女子便所

ＧＢ－Ｄ９．５（天井）

天井

廻縁

室名

壁

巾木

床

備考

腰壁

ビニルクロス

塩ビ製

－

シート立上 Ｈ=１００

防滑性ビニル床シート ｔ=２

２Ｆ:男子便所

ＧＢ－Ｄ９．５（天井）
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１階床伏図 48
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ＧＢ－Ｐ９．５（天井）:吸音用穴あき石膏ボード
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33,02060
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以
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5
0

9
5
0

2
0
0

1
,
0
0
0

4
5
0

1,690
既存部分

180 180

(-1350)
(-850)

(-850)

(-800)

(-1500)

記号

■ 工作物リスト

対　　応仕　　様名　　称

(-1400)
(-1350)

(-1430)

(-1480)

(-900)

ｂ

ａ

新規(基礎 共)伸縮門扉(手動タイプ)
アルミ既製品　W3130×H1250　片引き
キャスター仕様　※詳細図参照

メッシュフェンス 新規(基礎 共)
W1690×H1000　ブロック基礎:180角(2か所)
朝日スチール工業(株):PCフェンス 同等品

ａ

ｂ

ａ

ｂ

±0 -95

-350

-560

-580

-500

±0

KBM -85

-85

-85

-500

-85

-85

-480

-140

-500
-380

-105

-85

-380

-600

-380

-500

-380

-500

※ -***

-550

-310

計画仕上レベルを示す。

※ 材質：本体・レール　アルミ押出形材

※ シリンダー錠付

※ キャスター仕様

ス
ロ

ー
プ

ス
ロ

ー
プ

(
1
/
1
4
.
5
)

ス
ロ

ー
プ

(
1
/
1
5
)

（既存）

（既存）

屋外トイレ

体育館棟

今回計画建物

（既存）

機械室棟

（既存）

分校舎棟

会議室棟

（既存）

グラウンド

1FL=設計GL+435

設計GL=KBM-500

A

外構計画図

金立特別支援学校教室棟整備事業

52

既
存
側
溝

開
放
型
渡
り
廊
下
４(

既
存)

開放型渡り廊下３(既存)

隣
地

境
界
線

既存側溝

公
有
水
面

植　

栽　

帯

既
存
側
溝

U
S
2

VP2
50

US1

US2

UM(A)1

UM(A)2

UM(A)4
VP200

VP100

UM(B)3
VP100

VP250

V
P
1
0
0

V
P
1
0
0

V
P
1
0
0

V
P
1
0
0

V
P
1
0
0

フラッグポール

土間部
シーリング(PS-2)
30×15

土間部
シーリング(PS-2)
30×15

土間部
シーリング(PS-2)
30×15

隣
地

境
界

線

隣
地
境
界
線

既存フェンス
H=2000

既存フェンス
H=1000

既存桝コア抜き
φ300

既存フェンス
H=1500

再生クラッシャラン

モルタル基礎

φ4.0

φ38.1×1.6

φ38.1×1.6
(水抜穴付)

PC基礎ブロック
180×180×450

完全式菱形金網

既存コア抜き
φ250

既存コア抜き
φ125

※土被り
　車路・駐車場の下部に埋設する場合は60cm以上
　その他の場合は30cm以上　確保する

舗装面

仕上面
仕上面仕上面仕上面

Y1

Y11

ピロティ ポーチ

X1 X25

備　考枡種類 蓋種類符　号 型　式

既製品

既製品

既製品

既製品

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝

■　雨水枡リスト
※ 管底深さは参考値とする

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

570

枡深さ

900

記号

US1

仕　　　上

■　雨水排水凡例

US2 落し蓋式U型側溝　呼び名：400

硬質ポリ塩化ビニル管(厚肉管)VP

雨水枡UM

側溝排水勾配

(-500) 側溝の管底レベルを示す。《参考》

■ 舗装凡例

記　号 種　　別

密粒度アスファルト舗装（A-5-15）

※ 舗装部以外は現場発生土敷均しとする

呼び名

500

500

500

360 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

U型側溝　呼び名：300B

耐荷重タイプ

1120

(路　床)

路　盤

表　層

プライムコートPK-3

再生クラッシャラン
RC-40

密粒度アスファルト舗装

1/20VP

塩ビ管（VP）

埋め戻し用砂

再生クラッシャラン
RC-40

雨水枡:PC耐重型ます
呼び名:500

UM(B) 1/201/20

再生クラッシャラン
RC-40

雨水枡：PC落蓋式ます
呼び名:360/500

UM(A)1/20

勾配モルタル

再生クラッシャラン
RC-40

モルタル

落蓋式U型側溝
呼び名:400 落蓋側溝用コンクリート蓋

呼び名400用

1/20 US2

勾配モルタル

再生クラッシャラン
RC-40

モルタル

U型側溝　呼び名：300B
落込み式コンクリート蓋
360角・T-2仕様

UM(A)1

UM(B)3

UM(A)2

UM(A)4

1080

US1 1/10

1/50

1/50メッシュフェンス《参考図》　　１か所

伸縮門扉(手動タイプ)　《参考図》　　１か所

U型側溝　呼び名：300B　　L=32.6ｍ 落し蓋式U型側溝　呼び名：400　　L=25.1ｍ 落し蓋式雨水桝　呼び名：360/500　　３か所 雨水桝(耐荷重タイプ)　呼び名:500　　１か所

ボルト固定式
鋼製グレーチング蓋
500角・T-25仕様
細目タイプ

落込み式鋼製グレーチング蓋
500角用・T-2仕様
細目タイプ

硬質ポリ塩化ビニル管（厚肉管）

VP200：L=7.3ｍ
VP250：L=8.6ｍ
VP100：L=9.4ｍ

密粒度アスファルト舗装　　64.7㎡
▲

N

W E

S

▲

▲

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1:1/10･20･50･100 

A3:1/20･40･100･200
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